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　　　１




　燃え盛る火が染め上げた空は、ただひたすらに赤い。

　血よりももっと薄く鮮やかな赤。それをあるいは絶望の色と捉とらえることもできるだろう。事実、苛か烈れつな戦闘の舞台となったこの城都で、わけもわからぬまま今なお戦い続ける者たちには、そう見えるのかもしれない。

　けれど少なくとも大正門を守って戦うクレトは、先の見えない状況であっても、まだ絶望はしていなかった。割れてしまった拳こぶしを握りなおして、彼は空に浮く魔女を見上げる。

　彼女は赤い空の下、それよりも深い真しん紅くの髪をたなびかせて微ほほ笑えんでいた。

「クレト……クレト・ダラスね、覚えたわ」

「別に覚えてくれなくてもいいさ。《異形の巨人》って言えば、それで通る」

　先祖の血が濃い彼の姿形は、同じ種族のどの人間とも違う。原種の血が強く現れた巨体は、普通の巨人族の二倍以上はあるのだ。

　だから、彼の名を知らずとも「異形」と言えば、おおよそは通じる。

　けれど魔女は、クレトのそのような自じ虐ぎやくに軽く笑っただけだった。

「通じるから、それが何？　他とどう違うかは関係ないわ。私はあなたに興味があるの」

「なんだそりゃ。お得意の人形遊びにでも使うのか？」

「遊び？　あなたは人殺しを遊びと言うのかしら？」

　微笑しながらも辛しん辣らつな切り返しに、クレトはうっと言葉に詰まる。

　普段であれば、隣のテレシアから「迂う闊かつなこと言っちゃうからです！」と合いの手が入るところだが、今は彼女の姿はない。クレト自身が途中で通りかかった別部隊に彼女を同行させて、この場を離れさせたのだ。『俺は頑丈だから、他見ててやってくれ』とは、自分でも下へ手たな言い訳と思うが、死地とわかっている場所に彼女を置き続けたくはない。

　代わりに彼の前に在ある魔女は、黒糸をまとわりつかせた指を弾はじいた。

「遊びではないけれど、確かに私は、あなたのその体も面白いと思っているわ。あなたが死んだらもらっていこうかしら」

「とんでもないことさらっというやつだな。俺が死んでも体はやらん。その辺捨てとけ」

　死体や人形を意のままに操あやつるという魔女。「最悪」という通称で呼ばれる人形遣いの彼女であれば、確かにクレトの体をこれ以上ないほどに有効活用できるのかもしれない。だがそんなことを許せば、窮きゆう地ちにあるディアテの友軍にしわ寄せがいくだけだ。

　きっぱりと言いきるクレトに、魔女──セーネ・ビエラは艶えん笑しようを注ぐ。

　最強の魔法使い。最悪の人形遣いは、愛するように囁ささやいた。

「そう。残念ね。じゃああなたには、死体になった後にあらためて聞くことにするわ」

　──空が翳かげる。

　そうクレトが錯覚したのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、空は相変わらず赤いままだ。

　ただ少女の姿をした魔女の十指からは、視界を埋めつくすほどの黒糸が具現化し、荒れ果てた地面へと広がり注いでいた。幕の如ごとくゆらゆらと波打つ黒糸は、まるで彼女のドレスの裾すそのようで、クレトは眺ながめの荘そう厳ごんさに息を吞のむ。

　ディアテの城都の内外をわける大正門。そのすぐ下に立つ巨人は、今まで自分が食い止めてきた魔女が本気になろうとしていることを知った。

　彼女が差し伸べた右手に、凄すさまじい力が集まっていく。

　なにもかもを退け破壊する黒い光。

　直撃を食らえばクレトの身体からだも粉々に砕くだけ散るであろうそれに、彼は苦い笑いを零こぼすしかなかった。赤い空の下、クレトは自分の遠い背後にある城を意識する。

「もう飽きたか？　これで終わりにするつもりか」

「飽きはしていないわ。今この日でなければ、ずっと同じことの繰り返しでもいいわ」

「そーかい。ま、早く済ませたいのは俺も同じだ」

　譲れないものをぶつけあう。

　彼の知る戦争とは、結局はそんなことの繰り返しだ。そうやって多くの人間を、そして信念を、力のみで退けてきた。だからいつか、自分も同じ目に遭うだろうとは思っている。

　けれどそれは今日ではない。そんな日が来るとしたら、全ては自分一人で負えばいい。

　間違っても、友人や仲間に被害が及ぶようなことがあってはならないのだ。




　クレトは顔を上げる。

　恐れはない。無数の黒い糸を前に、彼は笑って軽く拳こぶしを握った。

「じゃあ、来るなら来いよ、最悪の魔女」

「セーネよ。セーネ・ビエラ」

「ならセーネ。──来い」

　顔の前に、クレトは右拳を構える。

　左腕は少し引いて首の前に。魔女の糸に首を絞しめられて死ぬことがないようにだ。

　セーネ・ビエラは歴戦を窺うかがわせるそのような巨人の構えに、愉たのしそうに目を細めた。

　右手に集まる黒い光の中から、一本の太い鎖くさりが現れる。まるで従順な獣のように、彼女の手から地面にまで垂れさがるそれを、クレトは苦笑いをもって眺ながめた。

「さて、どこまで粘れるかな」

　流言の一種だと思いたいが、先程から「ディアテの王太子が人質を取って城に立てこもっている」との情報が流れてきている。クレトの友人である青年は、間違ってもそのようなことをする人間ではないが、突然始まった市街戦に城が対応しきれていないことからしても、友人がなんらかの窮きゆう地ちに追いこまれていることは確かだ。事態の把は握あくや打開を仲間たちに任せて、自分は外敵の足止めに回っているクレトは、深く息をつきかけ──だがそれを飲みこんだ。

「ま、無理でもこの《最悪》くらいは足止めしとくか……相打ちに持ちこんでもな」

　自分との相性の悪さを考えれば、欲張りすぎにも思えるが、戦場での悪名という点では彼女もクレトも大差ないはずだ。

　赤い空の下、二人はそうして正面から対たい峙じする。

　遠く荒野から、そして街中から聞こえてくる怒声と悲鳴。

　血と炎の臭い。物の焼ける嫌いやな臭い。

　そんな絶望の彩いろどる景色の中で、紅ぐ蓮れんの髪をたなびかせる魔女だけが、ただ美しい。

　人形遣いセーネ・ビエラは、鎖くさりを持った手をクレトへと差し伸べた。

「じゃあ、行くわね」

　それだけの宣告。

　太い鎖が、一人でに空高く跳はね上がる。

　赤い空を貫く槍やりとなった鉄てつ鎖さは、次の瞬しゆん間かん、鞭むちのようにしなって、クレトの頭上へと叩たたきつけられた。同時に黒い糸の波が、濁だく流りゆうのスピードで彼の足あし下もとへと押し寄せる。

「っ、」

　逃げることはできない。

　そう判断したクレトの行動は迅じん速そくだった。振りかかる鎖へと、自みずから踏ふみこみ左腕を差し出す。

　普通の人間であれば、弾はじき飛ばされてしまったであろう重い衝撃。

　だがクレトの巨体は鎖の威力によろめきもしなかった。踏みしめられた地面にずん、と震動が走る。それだけの変化で踏みとどまった彼の左腕に、鎖は生きた蛇へびのように絡みついた。ぎしぎしと耳みみ障ざわりな金属音を上げて、古傷だらけの腕を締め上げる。

　しかしクレトは、その激痛にも軽く顔を顰しかめただけで耐えると、鎖の絡まる左腕を思いきり背後へ引いた。足下に迫る黒い糸が、彼の両足に絡みつき這はい上り始める。

　──ただそれよりも、クレトが鎖を手た繰ぐる方が早い。

　空中の魔女は、己おのれの鉄鎖ごと強引にクレトへと引き寄せられた。彼は少女の薄い腹を狙ねらって右みぎ拳こぶしを握る。

　クレトの両足を包みつつある黒い繭まゆ。

　セーネ・ビエラは真しん紅くの両眼を細めた。鎖を持つ手とは逆の手に赤しやつ光こうが生まれる。

「楽しいわね」

「全然。恐ぇよ」

　強く引いた鎖を、クレトは咄とつ嗟さに横の地面へ叩きつける。魔女はだが、衝突に巻きこまれる寸前でふわりと宙に逃れた。代わりに放たれた赤光が、クレトの頰ほほを掠かすめて背後に着弾する。

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こう。

　荒れ果てた地面が、切り裂かれ爆発する。

　爆風と石せき礫れきがクレトの背を襲い、鳴動する土が彼の巨体を跳はね上げた。

　だが彼はその反動を利用して、黒い繭まゆの中から自分の足を引き抜く。

　そのまま着地しなおしたクレトは魔女に向かって駆かけ出そうとし──




　だが、ふっと、前触れのない悪寒に襲われた。




「……っ」

　──城を、振り返る。

　なぜそうしたかはわからない。ただ厭いやな予感がした。

　クレトのその視線を追って、空中のセーネもまた大正門の向こうを眺ながめる。




　黒い点。




　城の上空に浮かび上がったそれは、小さな虫のようにも文字のようにも見えた。

　思わず目を凝らしてしまうような、意識を引きつけられるような何か。

　世界に落ちた染みのようなそれは、だが次の瞬しゆん間かん、ぐんと何倍にも大きさを増す。

　自分たちの方に向かってきているのだと、クレトが気づいたのは直後のことだった。

「ちょ……なんだよ！」

　逃げる間もない。

　声を上げた時それは、既に大正門の真上にまで来ていた。

　ぐちゃぐちゃに書きなぐられた黒い線の塊。

　憎ぞう悪おと悲嘆をぶちまけた文字の山のようなそれ。

　赤い空の下、恐ろしい速度で飛来した球体は、意思あるもののようにクレトの頭上に降りかかろうとする。──彼はそれを、自分でも不思議なことに、ただじっと待っていた。

「何をしているの！」

　魔女の怒声が、すぐ傍そばで聞こえる。

　黒い球体に、二本の鉄てつ鎖さが打ちこまれて弾はじける。

　──いいから逃げろ、と、敵である彼女にどうして思ったのか。

　クレトがそして見たものは、自分を食らおうとする呪のろいと──

　忌いまわしいそれを搔かき消そうとする、人形遣いの小さな背中だった。










　　　２




　空が広いと最後に感じたのは、いつのことだろうか。

　目に焼きついた赤い空とも違う、ただどこまでも続いていくような青空。

　あの頃は、よくも悪くも自分たちはどこにでも行けると思っていた──

　今は高い壁の間、「監獄学校」との異名を持つディアテルリア学園の門番をしているクレトは、長い鎖くさりを手に区切られて見える青空を仰あおぐ。

　そこに透き通る巨大な魚が泳いでいるのは、生徒の誰かが魔法で生み出しているからなのだろう。透明の液体でできているらしい魚は、子供の絵本でしか見たことのないような悠然とした形をしている。降り注ぐ陽ひの光が魚の胴体に溜ためられて、地上にゆらゆらと明るい影を落としていた。

　透明な巨大魚は寮の真上をゆっくり旋せん回かいする。

「……いい空中遊泳日和びよりだな」

　作られた魚ではあるが、のびのびと泳ぐさまは非常に気持ちがよさそうだ。

　今頃製作者である生徒もどこかで満足げに空を見上げているのかもしれない。この学校に在籍する魔法使いは、そうやって空を飛ぶ何かを戯たわむれに作っては、それが壁を越えていくさまをよく眺ながめている。

　あるいはそれは、自由にこの檻おりを出ることができない彼らの、気晴らしの一つなのかもしれない。クレトがぼんやりと見守る中、透明な巨大魚は寮の上を大きく旋回すると、建物の向こうへと消えていった。

　閂かんぬきを抜いて門を開けたばかりのクレトは、地面に放り出された鎖を見下ろす。

「なんかすっかりこれにも慣れちまったな」

　監獄学校の寮門を封じているこの鎖は、かつて人形遣いセーネ・ビエラの操あやつる武器だった。

　それが終戦時、クレト自身を捕えるのに使われ、巡り巡って今では学校の備品だ。

　門番の青年は、傷だらけの鎖とそれを持つ自分の腕を見下ろす。異形の巨人とは似ても似つかぬ普通の腕は、セーネの手によって作られた人形のものだ。当初は違和感ばかりを覚えていたこの体も、今ではすっかり自分のものとして馴な染じんでいる。

　クレトが掌てのひらを開いて握って確かめていると、遠く寮の玄関から声がかけられた。

「──どうかしたんですか、クレト」

　そう言って前庭へと姿を見せたのは、空よりも明るい水色の髪の少女だ。

　きっちりと着こまれた紺の制服に赤いネクタイ。白い花弁の髪留めが、陽の光を通してうっすらと柔らかな輝きを宿している。

　軽く髪がかかる小さな顔の造作は、息を吞のむほどに繊細な美しさだ。澄んだ青い瞳ひとみは硝子ガラス球のようで、すっと通った鼻び梁りようの下の唇くちびるが柔らかな花弁を思わせる。

　華きや奢しやな体つきと儚はかなげな美び貌ぼうで知られる種族、羽う人じん族の五回生、ジリア・シィース。

　生き真ま面じ目めさを印象づける彼女の知的な表情は、優秀であるがゆえに卒業を確約された「指輪生」にふさわしい。

　──だが普段の彼女をよく知るクレトからすると、「また何か変なことを思いついた顔」にしか見えない。見覚えのある怪談本を胸の前に抱かかえこんだジリアは、まっすぐに門前のクレトの方へと向かってくる。

　クレトは迷わず回れ右をした。

「なんで逃げるんですか！　クレト！」

「お前が第三版押しつける気満々だからだよ！」

　小さな本に見受けられる表紙の差異は、普通の人間なら気づかないものであろうが、散々目の前で朗読されたクレトにはよくわかる。彼女お手製の怪談本の第三版か、下へ手たをしたら第二巻が出たのだ。

　この学校に就職して半年以上、彼女から聞かされ覚えてしまった怪談は百を越える。このままでは門番をクビになっても、怪談の語り手として再就職できそうだ。そんな職業がこのディアテに実在するかどうかはわからないが、できればこれ以上の怪談は御免こうむりたい。

　しかしそう思って逃走するクレトに、後ろから少女は叫さけんだ。

「待ってください！　ちょっとだけですから！」

「お前のちょっとは長い!!」

「少し自慢するだけです！　第三版がいい装丁になったので！」

「俺が怪談本の装丁を羨うらやむ日は永遠に来ない！」

　言いながらもクレトが逃走する足を緩めたのは、日頃から彼女に散々助けられている自覚があるからだ。振り返ってみると、ジリアはやっと門に差しかかったところで軽く息を切らせていた。恨みがましい視線がクレトを捉とらえる。

「もう……わかりました……一話だけ紹介したらやめますから……」

「まだ怪談を語る気があるお前がすごい」

　ここまで拒否の姿勢を見せても動じないなら、いっそ見事だと賛辞を送りたくなる。

　感かん嘆たんと憐れん憫びんの入り混じった気分でクレトが門前に引き返してくると、ジリアはほっと眉まゆを緩めた。額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐう少女を見て、門番の青年は妥だ協きようという言葉を嚙かみしめる。

「なんつか、いつも俺が譲ゆずってる気がするんだけど……」

「私も譲ってますから。あなたに語ろうと十三話まで厳選したのに、結局話せるのは一話だけですし」

「十三話もあったのか……。残った一話はあれか、最近噂うわさに聞く『深夜に光る青雷』とかか」

「あれは単なる自然現象です。私が話そうとしていたのは『深夜になくなるテスト用紙』の方ですよ」

「それ犯人絶対生徒だろ」

「ネタバレは禁止です」

　ジリアはぷいと横を向くと、地面に置かれたままの鎖くさりに目を留める。

「クレト、さっき何してたんですか？　鎖を持ってぼーっとしていたように見えましたけど」

「あ、見てたのか。鎖持ってぼーっとしてたんだよ」

「減給しますよ」

「まあ待て。落ち着け」

　いい加減な返答をしただけで減給されていては、あっという間に給料がなくなってしまう。クレトは落ちていた鎖を拾い上げると、それを左手に巻き取り始めた。

「……いや、この体にもすっかり馴な染じんだな、と思ってな」

「え？　でもあなた、その体使い出してからもう何十年も経ってるんじゃないですか？」

「んー、確かに三十年くらいは使ってるけどな。地下室でずーっと過ごしてるのと、ここでこうして日々に追われてるのとじゃ、やっぱ違うよ。なんだかんだで実戦もしてるしな」

　巻き取った鎖を持って、クレトは門番小屋へと歩き出す。

　しかし彼はすぐに考えなおしてかぶりを振った。

「いや、やっぱり……今が楽しいんだ」

　突然のその答に、ジリアは目を丸くする。

　けれどそれは、まぎれもない事実だ。

　確かに門番職を得て生徒たちの集中砲火を浴びているから、時折譲ゆずれない実戦に触れているから、体に慣れたという事実はある。

　けれどそれ以上に──ここでこうして違う毎日を送ることが楽しいのだ。

　慌あわただしく駆かけずり回る門番の日々は、疲労困こん憊ぱいを伴ともないながらも同時に不思議な充足をクレトに抱いだかせる。そこにはおそらく、かつての仲間と冒険して過ごした時代と同じ、郷きよう愁しゆうに似た温かさが存在しているのだ。

「めちゃくちゃな毎日だけど、それが楽しいよ。仲間に引きずり回されてた頃もこんなだった」

「大戦時代ですか？　あなたが引きずり回されてたって、想像がつかないんですが」

　歴史の教科書でしか当時のことを知らないのであろうジリアは、彼の過去に踏ふみこむ逡しゆん巡じゆんを漂わせる。言われてみれば、今の学生には、なかなか大戦時代の平穏などというものは想像しづらいのかもしれない。クレトは木こ漏もれ日に似た休息の記憶を振り返った。

「別に、四六時中戦争やってるわけじゃなかったからな。暇な時もあったし、そういう時は好き放題うろうろしてたよ」

「そうなんですか？」

「そそ。あちこちの遺跡回ったり、人じん跡せき未み踏とうの山登らされたり、散々だった。楽しかったけどな。キサント台地とかの眺ながめはすごかったよ。地上から遥はるか空まで円柱の形した土地が隆起しててさ、その上に湖があるんだ」

　深い青色をした湖。

　透き通って何も棲すんでいないその周囲には鮮やかな緑の森があり、初めて見る水色の鳥が飛んでいた。そこから見渡せる地上の景色は壮観で、普段眺めのよさなど気にも留めないクレトでも感動してしまうほどだったのだ。

　ジリアは、鳥の羽色と同じ水色の瞳ひとみをまたたかせる。

「いいですね。私も行ってみたいです」

「あれは一見の価値あるよ。ああ、でも、登るのすげー大変なんだよな。途中垂直の崖とか、やたら滑る蔦つたのところとかあったし」

「……本当に人じん跡せき未み踏とうという感じがしますね」

「昔は聖地とか言われてたらしいからな。でもま、いいとこだよ。お前一人じゃ行くの難しいだろうし、今度連れてってやる」

　軽く、昼食でも約束するようにクレトは笑う。

　その発言のおかしさに気づいたのは、ジリアの驚いた顔を目まの当たりにしたからだ。

「あ……」

　クレトはすぐに、自分の置かれた状況を思い出す。

　そもそも戦争犯罪人として収監されている彼は、仮かり初そめの体であってもこの城都を出ることはできない。牢ろう番ばんであるセーネの魔法によって、動ける範囲が限定されているのだ。試したことはないが、おそらく城都を出た瞬しゆん間かんから体が動かせなくなる。

　だが、クレトはそのことを知っていて、それでも自分の素す性じようを考えれば、今の状況は十分すぎるくらいの待遇だと思っていた。こうして地上に出ることを許されただけで幸せだ。

　──そう思っていたはずなのに、つい口が滑った。

　自分でもなんでそんなことを口にしてしまったのかわからない。わからないまま、クレトはあわてて発言を訂正しようとする。

「あ、あのな、今のは」

「──そうですね」

　彼の言葉より先に、ジリアは微ほほ笑えんだ。

「私も、楽しみにしてます」

　曇りのない嬉うれしそうな微笑。

　少女はそうしてはにかむと、ブーツの踵きびすを返す。制服のスカートが円を描えがいて翻ひるがえり、綺き麗れいに伸びた背が寮の方へと遠ざかっていった。

　帰っていくジリアの後ろ姿を見ながら、クレトは我に返ると頭をかく。

「何言ってんだか、俺は……」

　──自己嫌けん悪おでも自じ虐ぎやくでもなく、ただばつの悪い気分でいっぱいだ。

　クレト自身、今の生活を最大限の幸運と思っていたはずだ。このままここで卒業していく生徒たちを見送れればそれでいいと思っていた。

　もかかわらず──内心ではいつのまにか次を求めていたのだろう。学園の門前という定位置を越えて、更なる外を見たいと思っていた。そんな自分にクレトは無意識の発言でようやく気づいたのだ。

「まったく……分を弁わきまえろって言われそうだな」

　過去の自分がしたことを思えば「願うことは自由だ」と言うことさえ憚はばかられてしまう。

　クレトは壁に区切られた青空を見上げた。生き物を通さないという不可視結界が張られたそこは、生徒の作る魔法以外に何かが飛ぶこともない。

　彼は、希望と欺ぎ瞞まんが絡みあって作られた景色にかぶりを振ると、持ったままの鎖くさりを引いて歩き出した。それを門番小屋の裏に片づけ終わったところで、クレトは振り返る。

「で、今日はなんの取材なんだ？」

「壁の取材だ」

　ドラゴンのぬいぐるみを抱いた幼女は、真ま面じ目めくさった顔で頷うなずく。

　──地下に封じられた種族英雄の一人、ヴェーテ・サイ。

　その彼の今の姿を見下ろしたクレトは「なんだそりゃ……」と正直な感想をこぼした。




　壁の取材が一体どういうものなのか、クレトは微み塵じんも興味がないが、ヴェーテ・サイの話はそれだけではないようだ。クレトが、ジリアとのつきあいを通じて取得したスキル「興味のない話を穏やかに聞き流す」で、壁についての話を一通り聞いてしまうと、話題は共通の知人である魔女についてに変わる。

　ドラゴンを頭に乗せて、幼女は腕を組んだ。

「実は、セーネ・ビエラが地下牢ろうに帰ってきていないようだ」

「へ？　あいつどうかしたのか？」

　牢ろう番ばんであるセーネは、他の囚しゆう人じんと違って地下には縛しばられていない。表に出ているのも大戦時から変わらぬ彼女自身の体だ。

　そして囚人でない彼女は、よく気ままに地上に出ては色んなものを地下に持ち帰ってくる。かつてのクレトは、そうして届けられる月報などを唯ゆい一いつの地上との繫つながりにしていたのだ。

　だが、いくら自由で気ままだと言っても、囚人たちがいる限りセーネは地下に帰ってくるはずだ。クレトは同じ境遇にある知己を、首をひねって見下ろす。

「いや、やっぱ気のせいだろ。知らないうちに帰ってきて、知らないうちに出てってるとかじゃないか？　ずーっとあいつの部屋見てるわけじゃないだろ？」

「配達を頼んで置いておいた手紙がずっとそのままになっていた。それに、最後に出ていったのも城に呼び出された時だ。用件はセーネも知らぬようだったが、それ以来戻ってきていない。地下には今のところ変わりがないが、何か知らないか？」

「知らないな……」

　怪け訝げんさを嚙かみしめながら、クレトは呟つぶやく。

　──それが本当の話なら、確かにいささかおかしい。

　城はいわばセーネの雇主のようなもののはずだが、どのような用件で彼女を呼び出したのだろう。クレトは自分が眉まゆをしかめているのを遅れて自覚した。ヴェーテ・サイは知己の表情の変化に気づいていないのか、変わらぬ調子で続ける。

「私も城には行ってみたが、何ぶん出入りできる立場ではないからな。地下牢ろう獄ごくの存在が明らかになっていない以上、声を上げて問うわけにもいかない。お前なら何か知っているかと思ったが、本当に知らないのか」

「俺は知らないけど、宮廷に伝つ手てのある人はいるから聞いてみる。……ま、セーネのやつは気まぐれだからな。多分どっかで大穴でも開けて遊んでるんだろうよ」

　クレト自身が城に問いあわせることはできなくとも、ニアであればわかるはずだ。彼は、湧き出す懸け念ねんを強引に自分の言葉でねじ伏せた。ヴェーテ・サイの方は稀き代だいの魔女に対し、そこまでの心配をしていないらしく素直に頷うなずく。

　幼女の頭の上に乗るドラゴンが、布でできたまぶたを閉じた。

「話は変わるが、感情の不変とはなかなか自覚しづらいものだな。新作の企画案をいくつか送ってみたが、どれも『作風が暗すぎる』と没にされた。精いっぱい明るくしたつもりだが……」

「それ、感情の不変っていうより、お前の性格の問題じゃないか？」

「とはいえ、本来の体にいる時よりは、やはりこちらの借り物の体の方が、呪のろいから自由でいられる気がする。たまにではあるが、よいアイデアも浮かぶしな」

「さらっと流すな。でも大体同感だ」

　比較的呪いにも耐えていたヴェーテ・サイがそう言うのだ。完全に狂乱したクレトにとっては、体の違いが及ぼす結果は顕けん著ちよだ。真意がどうあれ、正気を選よりわけてくれたセーネには感謝の言葉しかない。

　ヴェーテ・サイは、頭の上のドラゴンを胸に抱きなおす。

「七十年は──長い。時間が経てばあるいは、この呪いも薄まるかと思っていたが、多少の揺ゆらぎはあっても消える様子はない。いくら我らの姫とはいえ、そこまでの力がある人ではなかったのだがな」

「ああ……」

　呪いの原因となった竜りゆう人じん族の姫のことは、勿もち論ろんヴェーテ・サイもよく知っているはずだ。

　あんな事件が起きるまでの彼女はどちらかといえば穏やかな女性で、恋人である王太子の話になるといつも恥はずかしそうに微ほほ笑えんでいた。

　──ただひたすらに懐かしい記憶。

　けれどどこか遠く薄らいできている思い出に、クレトは改めて年月を実感する。

　ヴェーテ・サイは、その時初めて感情の色濃い溜ため息いきをついた。

「なんにせよ、死に際の人間の力というものは計り知れない。我々も気をつけねばな」

「……そだな」

　今更どう気をつけるのかとも思うが、生きている限り何があるかはわからない。

　二度とあの日のようなことを起こしてはならないと、思う。

　ヴェーテ・サイはいつもと同じ神しん妙みような顔で、監獄学校寮を見上げた。

「願わくば、同じ不変なら平和が不変であって欲しいものだな。読者の絶対数が減れば、漫画文化自体衰退してしまう。そうなれば、作品を通じて争いの虚むなしさを現代に伝えるという私の夢も潰ついえてしまうからな」

「その夢の影響で作風が暗くなるんじゃないか……？」

　クレトがそっと指摘すると、ヴェーテ・サイは一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんと目を見開いた。

　まさか気づいていなかったのか、とクレトが危あやぶんでいると、すぐに幼女は元の無表情に戻る。かつての種族英雄は小さく咳せき払いするとクレトを見上げた。

「では、私はもう行く。──セーネ・ビエラを見かけたら、一度戻るよう伝えておいてくれ」

「わ、わかった」

　どうやら作風については、あまり触れてはいけないようだ。

　ドラゴンのぬいぐるみが幼女の腕の中で大きく溜息をつく。それを抱かかえる幼女はよろよろとおぼつかない足取りながらも門を出て壁の向こうに消えた。

　マイナー漫画家の行く末を思いながら寮を振り返ったクレトは、石段を下りてくる男子生徒に気づいて、間の悪さに同情した。赤い硬こう肌きを持つ竜りゆう人じん族の青年ディサロス・シアンは、いつもどおり厳格な空気を漂わせながら、同時に食欲をそそる香りもまた漂わせていた。大きな紙袋を両手に持っている彼は、まっすぐにクレトの前まで来ると、誰の姿もない門前を見回す。

「……やはり、偶然にヴェーテ・サイに会えるなどということはないか」

「いやお前本当惜しい。今回はほんと惜しかった」

　竜人族の生徒であるディサロス・シアンは、以前から自種族の英雄であるヴェーテ・サイに強い憧あこがれを抱いだいているのだ。そのためクレトをふらりと訪ねてくる種族英雄に、うまく会えないかと期待して来ることがままある。今のところ一度も会えていないのは、単にヴェーテ・サイの出現率の低さと、ディサロス・シアンの運の悪さが合わさったせいだろう。

　軽く肩を落としたディサロスは、持っていた紙袋をクレトに差し出す。

「これは新作だ……。ぜひ味見してくれ」

「お前パン職人でも目指してるのか？」

　袋の中に詰められていたパンは、香りからしていずれも塩パンのようだが、それぞれ形が違う。ドラゴンの形をしたものや猫の形をしたもの、鍵かぎやコップの形をしたものなど、何を思って作られたかまったくわからない。わからないのだが、冗談とは無縁の生徒であるので、彼なりに斬ざん新しんさを目指した結果なのだろう。クレトは胃炎を予感しつつ、袋を受け取る。

　手ぶらになったディサロス・シアンは、腕組みをして青い空を見上げた。

「ヴェーテ・サイ先生の作品もいくつか取り寄せて読んでみたが、英雄というものは万事に通ずるのだな。壁磨き職人である主人公が、ひょんなことから貴人であるヒロインに見こまれ、あちこちの壁を磨きながら立身出世する王道ストーリーがよかった。明るい希望を謳うたいながら、その実、重い心理描写がそこかしこにちりばめられているし、更には古い壁画の発掘を通じて戦争の愚かさを知るという主題など、なかなか描写できるものではないだろう。感動した」

「うわあ」

　今の話を聞いただけでもう、一般受けしないだろうと言いたくなる。堅物揃ぞろいの竜りゆう人じん族には大受けかもしれないが、どうして壁磨き職人を主人公に選んでしまったのか。メジャーになりたいなら一刻も早い作風の改善が求められるだろう。

　クレトは紙袋からコップの形をした塩パンを取り出すと、それをかじる。

「……うまい」

「焼き加減を変えてみた」

「腕を上げたな……お前がどこに向かってんのか全然わかんないけど、腕は上がってる」

　少なくとも、胃炎を起こすだろうとわかっていながらも食べ進んでしまうくらいには味がいい。クレトはしばらくの間、どうあがいても暗い漫画の感想を聞きつつ、変わった形のパンを食べ進んだ。二個目に手をつけようかどうか迷っているところで、長い紙筒を数本抱かかえたジリアが前庭に戻ってくる。

　彼女はパンの紙袋を抱えているクレトを見て、心から溜息をつきたそうな顔になった。

「パンの賞味中すみませんが、仕事を持ってきました」

「おー」

　時間的にはそろそろ昼休みに入ろうかという頃だ。門前まで来たジリアはクレトの腕からすっと紙袋を抜くと、代わりに自分の持っていた紙筒を渡してくる。

「これを寮の外壁に貼ってください。できるだけ高めのところへ」

「なんだこれ。ずいぶん量あるな」

「……もうそんな季節か」

　しみじみと言うディサロス・シアンは、この紙の山がなんであるか知っているらしい。クレトが端をめくってみると、中には生徒の名前が羅ら列れつされている。ジリアが寮の外壁のうち、窓のない部分を指さした。

「来年度のクラス替え表です。みんな見たがりますから、早く貼りましょう」

「おお……クラス替えか。なんか普通の学校ぽい」

　数か月の間働いてきて、この監獄学校が外から抱いだかれる印象よりも、学校らしい快活さを兼ね備えていることはわかっている。クレトは、クラス替えを見に来た生徒たちの一喜一憂を想像し、くすぐったい気分で寮の外壁に向かった。

　壁際の植えこみを乗り越え、広げた紙を壁に押し当てようとしたクレトに、ジリアが背後から付け足す。

「クレト、もっと高いところにお願いします」

「俺の身長じゃこれが限界だ。脚きや立たつかなんかないか？」

「今はちょっと脚立を切らしてます。私があなたを肩車しますから」

「脚立はいつから消耗品になった……あとお前の力で俺を支えるのは無理だろ。逆だ逆」

「え……？」

「ほら、交換」

　パンの紙袋と紙筒を、クレトは再び引き抜いて交換する。

　そして啞あ然ぜんとしているジリアに背を向け屈かがみこむと、彼は己の背中を指さした。

「んじゃ、頼むな。お前は軽いから大丈夫だろ」

「クレト……」

　苦い声で呻うめいた少女は、けれど急ぎの仕事とあってか、しぶしぶながらもクレトの背に乗ってきた。片手でスカートの裾すそを押さえながら、細い足をそれぞれクレトの両肩に乗せる。できるだけ揺ゆらさないよう彼がゆっくり立ち上がると、少女は悲鳴を上げてクレトの頭を押さえた。

「た、高いですよ！　縮ちぢんでください！」

「高さが必要だから肩車してるんだろ……うん……早くやってくれ」

　さっさと済ませないと、休み時間でやってくる生徒たちに喜ばれてしまう。それに、あらわになった白い太ふと腿ももが、顔のすぐ左右にあって非常に落ち着かない。ジリアの手がきつく頭を押さえつけてくる。

「クレト、絶対振り向かないでくださいね」

「俺が振り向いたら、お前も必然的に振り向くことになるからな」

「間違えました。首を後ろに回さないでください」

「お前は俺の首の可動域をどんだけ自由だと思ってるんだ！」

　言いたいことはわかるが、そんなことはまず起こらない。

　だが、クレトが安定を心がけているにもかかわらず、彼女は高いというだけで不安なのか、時折ぎゅっと柔らかな足で顔を挟はさんでくる。色々よくない。心からよくない。

「ほんと早くしてくれ……」

「ま、待ってください」

　クレトが自分で言い出した肩車だが、こんなことになるならディサロス・シアンに頼んでむこうを肩車すればよかった。一応ジリアも急ぐ気はあるのか、ぶつぶつと言いながらもクラス替えの紙を広げ始める。

　彼女は接着粘土を使って寮の外壁に新クラス表を貼り出した。

「クレト、もうちょっと左に動いてください」

「ほいよ」

「そ、そんな急に動かないでください！」

「ゆっくり動いてるよ……お前が自分で揺ゆらしてるんだろ」

「これ、ちゃんとまっすぐになってますか……？」

「俺に聞くな。見えないし、わからない」

　いつになく不安げなジリアだが、抱えている紙筒は着実に消費されていっている。うろたえていても優秀な指輪生で知られる彼女だ。肩車の掲示物貼りくらいなんでもないに違いない。

　そうしてようやく紙筒が最後の一枚となった時──けれど二人の願いもむなしく、昼休みの鐘かねが鳴った。なにが楽しくて全力疾しつ走そうしてきたのか、寮の入口には即座に獣じゆう人じん族の少年が二人現れる。

「お、門番が何かやってる！」

「とりあえず殴なぐっとくかー！」

「ほんとお前ら早く卒業しろ！」

　まったく何も考えずに飛んでくる蹴けりから、クレトは反射的に飛び下がる。しかしすぐに頭上から聞こえてきた悲鳴で、彼はジリアを上に乗せていることを思い出した。咄とつ嗟さに落ちかけた彼女の腰を左手で支える。

「ク、クレト！　斜めですよ！」

「それは悪いがよけるので手一杯だ！　自分でなんとかしてくれ！」

「体勢はなんとかしますけど、紙が斜めです！　貼りなおしたいので、なんとか近くに……！」

「無理無茶言うな！」

　鼻先を掠かすめる蹴りをぎりぎりでかわしながら、クレトはクラス替えの紙に視線を投げる。

　確かに言われたとおり派手に斜めになっているが、時を追うごとにクレトに向かってくる獣人族は増えてくる。ここで壁に戻るのは自殺行為だ。

　クレトの頭に左手でしがみつきながら、ジリアは触媒の剣を抜く。

「もう……。実力行使しますよ！」

　突剣の剣先から青光が放たれた。単なる威い嚇かくよりも威力のあるそれに、追いかけてきていた少年たちは奇声を上げながら後ろへと飛び退のく。

「指輪生のバーカバーカ！」

「そんなん当たらねーよ！」

「あなたたち爆破しますよ！」

「とりあえずジリア下ろしていいか……？」

　普段よりもあわてている少女を落とさないように立ち回るのも、もう限界だ。クレトは新手の生徒が放った魔法を最小限の動作で横によけた。赤い火線がちりちりとした熱を残して彼のそばを行き過ぎる。火線はそのまま門脇わきの壁に激突して、綺き麗れいに吸収され──同時にクレトの体には軽い痺しびれが走った。

「──う」

　ほんのわずかな硬直が、彼に生まれる。クレトが足を止めた隙すきに、目前に茶色い三角の耳が二つ飛びこんできた。彼を見上げる、ひたすらに楽しそうな少女の笑え顔がお。茶色の双そう眸ぼうが煌きらめいて見え──クレトは相手の名を口の端はに乗せた。

「ちょ、待て、ミャー……」

「門番、やほー！」

　鳩みぞ尾おちへと鋭するどく突きこまれた拳こぶし。普段であればよけられたものだが、一いつ瞬しゆんの硬直と、肩に乗っているジリアの存在が、クレトをその場にとどまらせた。

　直後、臓ぞう腑ふに鈍にぶい衝撃が走る。

「ぐ……」

「な、何をしてるんですか、ミャー・ゼニス！」

　立ったまま悶もん絶ぜつするクレトの背中を、ジリアがスカートを気にしながらずるずると滑り下りた。だが、いつもと違って硬直する門番に、他の生徒たちが追撃してくる気配はない。

　気づけば彼らは壁の掲示物の前に人だかりを作っていた。最初にかかってきた獣じゆう人じん族の少年たちが、自分の名前を指さして騒さわいでいる。

「あ、あったあった！」

「来年もおまえと同じクラスかよー」

「げ……また単位足らない……」

「やった！　進級できたよ！」

　次々上がる生徒たちの声は悲喜こもごもだ。

　厳しい基準を掲げている学校であるため、どちらかといえば落胆の声の方が多いが、生徒たちもそれに慣れきっているようでもある。みるみる厚くなっていく人の輪はちょっとしたお祭り騒さわぎのようで、腹への鈍痛を乗り越えたクレトはいつ乱闘が始まるかと危あやぶんでしまった。

　彼の隣では加害者であるミャーが、ぴょんぴょんと飛び跳はねながら人ひと垣がきの向こうの掲示を見ている。

「門番！　もんばーん！」

「はいはいどうした、ミャー。補習から逃げ続けて留年か」

「ちがうよ！　ミャー進級できたよ！」

「まじか……どうなってんだ、監獄学校……教育理念を変更したのか……？」

「そこまで言わないでやってください。大体同感ですが」

　ジリアにまでそう言われて、ミャーは頰ほほを膨ふくらませたが、獣じゆう人じん族の視力のよさは確からしい。クレトが目を凝らして生徒たちの名前を追っていると、確かに五回生の最後の方にミャーの名前らしきものが見つかる。ジリアが隣から補足した。

「学年最後の方に記されている生徒は『ぎりぎり進級組』です。本当にぎりぎりなので油断しないように。このままだと来年は留年しますよ」

「やったー！　進級だー！　同じクラスは誰かなー」

「聞いてないですね、ミャー・ゼニス」

「聞いてないな。来年は留年決定だな」

　淡たん々たんとした二人の合いの手も、浮かれているミャーには聞こえていない。

　耳をぴんと立てた獣人族の少女は、その後もぴょんぴょん跳はねて貼り出された紙を見ていたが、不意に動きを止めると首を傾かしげた。

「ニアがいないよ？」

「へ？　そんなことないだろ。よく探せよ」

「だって本当に──」

　唇くちびるをとがらしかけたミャーは、寮の玄関から現れる友人を見て飛び上がった。ふわふわした淡あわ紫むらさき色の髪を下ろした少女は、愛らしい顔で掲示物の前の人だかりを一いち瞥べつする。

　しかしニアは、その騒さわぎの中に加わることなく前庭を見回すと、まっすぐにクレトたちの方にやってきた。彼女はいつもどおり、少しだけ困った笑え顔がおで三人を見上げる。

「わたし、留年しちゃったみたいです」

「えー！　なんで！　ニアってミャーより成績いいよ？」

「そ、そうかな……」

　ニアは笑顔ながらも気まずそうに小さくなったが、クレトは留年の本当の理由を察して無言になった。

　──ニア・ヴィラはディアテの秘された王女で、その力の強さがゆえにこの学校から卒業することができない。生きている限り地下の封印を支える一員として、ここに縛しばられ続ける。

　だからむしろ、これまでの間進級できていたことこそが、城の厚情のようなものだろう。

　クレトの苦い視線に気づいてか、ニアは小さく頭を下げて見せる。

「しゅ、出席日数が足りなかったんじゃないかと……。あ、でも、大丈夫です！　門番さんも毎年留年みたいなものですし！」

「勤め人と学生を一いつ緒しよにするな！　っていうか、お前は鼻血出し過ぎなんだよ……」

「ど、どうしても止められない鼻血が……世の中にはあるんです！」

「そんなものはお前の中にしかない」

　クレトがいつものように両断すると、ニアとミャーは楽しそうに笑う。彼女たちのそういう屈託のなさは、全てが本物ではないのだろうが、本物である部分もあるのだろう。彼は種族を越えて友人である少女たちの姿に安あん堵どし──けれどニアを待つ未来にやるせなさを覚えた。

　ジリアだけが、ニアの正体に気づいているのかどうか顔を曇くもらせたままで、けれどニアはそんな指輪生に対し、にっこりと笑ってみせる。

「大丈夫です。留年くらい覚悟してますから！　それに、何もかもが変わらないままなんてことないですし。……わたし、十分満足です」

　クレトとジリアを見たまま、ニアは後ろ手に掲示物の一点を指し示す。

　全部で七枚貼られた新年度の生徒名簿。斜めに貼られた最後の一枚には、来年度からの生徒役職が発表されている。

　それらは生徒会役員らしきものをはじめ、美化委員や購買委員など、ほとんどがクレトの知らない役職ばかりだ。

　──ただ一つだけよく知っている役職がある。

「来年、の、指輪生……」

　書かれている三人のうち、一人はジリアだ。

　もう一人は知らない名前で、最後の一人は──

「ディサロス・シアン」

　息を吞のむ音が、クレトのすぐ後ろで聞こえる。

　その人物の名を呼んで彼が振り返ると、ディサロス・シアンは呆ぼう然ぜんとした顔で、壁に貼り出された自分の名前を見つめていた。

　──卒業を確約された生徒。

　指輪生、という役職の意味するところをようやく飲みこんだのだろう。ディサロスはまだ驚きから覚さめきらない顔でかぶりを振った。横を向いた彼の視線がジリアのものとぶつかる。

　勤勉で知られる現役指輪生の少女は、ふっと柔らかく微笑した。

「来年からよろしくお願いいたします」

「……あ、ああ」

　駆かけ出しパン職人から一転して次期指輪生となったディサロス・シアンは、困惑を残した目で、騒さわぐ生徒たちを眺ながめる。懐かい疑ぎ的な眼まな差ざしには、この学校で積み重ねられたのだろう月日がたゆたっていた。彼はもう一度壁の掲示をじっと注視する。

　そんな青年を見つめるニアは、やはりどこか切なげながらもあたたかな笑え顔がおを浮かべていて──クレトは彼らの岐き路ろを生み出すままならない現実に、ただ沈ちん黙もくした。







　壁の掲示物の吸引力は、生徒たちに昼食を忘れさせるほどだ。

　ミャーも例外ではないようで、一人だけまだぴょんぴょんと飛び跳はねている。

　だがその表情はどちらかというと怪け訝げんそうなもので、ミャーは唐とう突とつに動きを止めると、他の四人を振り返った。

「ロドの名前がないよ？」

「え？」

　友人の疑問に、まっさきに驚きの声を上げたのはニアだ。それが演技でないことはクレトにもわかる。虚を突かれた彼女は、背伸びして掲示を見ようとしたが、人だかりの向こうでわからないのだろう。ジリアが隣で形のよい眉まゆをしかめる。

「名前がない？　何かの間違いでしょう。留年していようと腕輪生だろうと、全生徒の名前があそこには載るはずです。もう一度ちゃんと確かめてみなさい。三年分留年して、一回生に戻っているかもしれませんよ」

「逆行制度はありなのか……？」

「真剣に導入してほしいと、たまに思います」

　辛しん辣らつな指輪生はともかく、ディサロス・シアンはミャーの話を聞いて掲示を見ていたようだ。長身の青年は、頰ほほを膨ふくらませたミャーの話に付け足す。

「本当にないようだ。四回生にも五回生にも記載がない」

「ええ？」

　堅物で知られる彼は、このようなところで噓うそをつく人間ではない。

　少女たちもそれはわかっているらしく、全員が釈然としない顔になった。

　その時、寮の玄関に三人の教師が現れる。原種竜りゆうの騒さわぎの時にも場を仕切っていた老齢の女教師が、生徒たちを見回すと重い口を開いた。

「──来年度の進級に関して、補足の連絡があります」

　感情をあえて消しているとわかる声。よく注意すれば怒いかりと思おぼしき苦味が感じられる声音で、教師である老女は続ける。

「現在掲示してある生徒名簿からは、腕輪生が省かれています。彼らに関しては城からの調査命令が出ており──昨日から全員が隔離となっています」

「え、なんで？　何もしてないのに？」

　あっけらかんとしたミャーの疑問に、女教師は顔を歪ゆがめた。何かを吐はき出そうとして、だが飲みこんだらしくまた苦い顔を作る。彼女は小さな子供に対するように、ミャーへと返した。

「何もしていなくても、全員です。そう城が決めたのですから」

「えー？　それっていつまで？」

「城がいいと言うまでです」

　──様子がおかしい。

　クレトはすぐにそう気づいたが、生徒たちの中にも不信感を持つ者は少なくなかったようだ。ジリアやディサロスは様子を窺うかがう目で教師たちを観察し、ニアはまったく知らない話であるのか、愕がく然ぜんと固まっていた。

　そして、教師の目がクレトを捉とらえる。

「──連絡はもう一つあります」

　老女はそこで、堪こらえきれないというように溜ため息いきを一つついた。ついに完全なる無表情へと変わる。

「門番、クレト・ダラス。来なさい」

「えっ、あ、はい」

　言われて近づいたクレトに、教師は周囲を憚はばかってか声をひそめて告げた。

「あなたについても収監命令が出ています。すみやかに門を閉め、教員室へ出頭するように」

「…………へ？」

　──何を言われたのか、よくわからなかった。

　ぽかんとして口を開いたままのクレトの背に、毛玉の勢いでミャーが激突してくる。

「門番、しゅうかんってなに？　しゅうかんされちゃうってなに!?」

「耳いいな、獣じゆう人じん族！　ロドと一いつ緒しよで隔離ってことだよ！　あと大声で言うな！」

「収監!?」

　ジリアとニアの叫さけびが唱和する。彼女たちはそのまま、厳しい眼まな差ざしで教師を振り返った。青と紫、二つの双そう眸ぼうから放たれる視線が険しい力を以もつて糾きゆう弾だんを始める。

「どういうことなんです！　なぜクレトが……！」

「わたくしは聞いておりませんよ！　どこからの話です！」

　そのまま教師に詰め寄ろうとする二人を、クレトはあわてて制止した。

「ちょっ、待てお前ら。落ち着け。あとニアは特に落ち着け！　地が出てる！」

　クレトの声に、ニアははっと口を手で押さえたが、ジリアの方は肩を震わせているままだ。理り不ふ尽じんへの怒いかりを隠そうともせず、彼女は言い放つ。

「腕輪生にしても門番にしても、収監される正当な理由がありません！　このようなことがまかり通るなら、ディアテルリア学園はもはや教育機関ではなく、理念を捨てたただの監獄になり下がったということでしょう！」

「──同感だ」

　ジリアの隣にディサロスが並ぶ。

　校内屈指の生徒が放つ剣けん吞のんな気に、女教師はうろたえる様子を見せた。それは、彼女がディサロスを恐れたというだけではないだろう。おそらく教師である彼女自身、今回の収監の理由を知らされていないのだ。ジリアはそのことに気づいたらしく、眉まゆを寄せて首を傾かしげる。

「本当に……どういうことです？」

「きちんとした説明をしてもらおう。でなければ、門番は連れていかせないぞ」

「待て、ディサロス待て待て」

　門番を背に、構えさえ取ろうとする竜りゆう人じん族の青年に、クレトは取りついた。ここで食い下がっても、おそらく収監の理由はわからない。ただ生徒たちの立場を悪くしてしまうだけだ。

「ほら、俺よく備品壊しちまってるからそのせいだろ。別にたいしたことじゃないっつの。あんまり怒ると指輪生らしくないって言われちまうぞ」

「保身に目がくらむようでは、そもそも生徒の規範足り得ない」

「そんな大事じゃないから！　ちょっと行ってくるだけだ」

　ぽんぽんとディサロスの肩を叩たたいてクレトは教師の方に向かう。何が起きているかはわからないが、自分のことで生徒に心配をかけたくない。クレトはぎこちなくも笑え顔がおで女教師の前に立った。

「そんなわけで、すんません。よろしくお願いします」

「……わかりました。では、閉門を」

　教師は手に持った教きよう鞭べんを一振りする。それを触媒として宙を青い閃せん光こうが走った。途中で二本に分かれた閃光が門の外に消えると、開かれていた鉄てつ扉ぴがゆっくりと閉まり出す。教師の女はそれを確認してクレトに頷うなずいた。

「では、行きますよ、クレト・ダラス」

「はい」

　教師の先導で、クレトは生徒たちの見守る中歩き出す。納なつ得とくしきれていない様子のディサロス、怒いかりが窺うかがえるニア、最後に不安げなジリアを見回して、彼は笑った。

「大丈夫だ。すぐ戻ってくるって」

　就職以来、理り不ふ尽じんや困難など挙げ出したらきりがない。だからクレトはいつものように気負わず手ぶらで歩き出した。青い空を、目を細めて見上げる。

「ま、なんとかなるだろ」

　軽く嘯うそぶいてクレトは振り返る。

　その時彼が見たものは──重い音を立てて閉ざされる、監獄学校寮門の姿だった。
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　石いし牢ろう内の眺ながめは、地下でも地上であっても大差ない。

　加えて窓のない独房であるから尚なお更さらだ。クレトは冷たい石畳に直接腰を下ろして、暗い牢の天井を見上げていた。欠伸あくびを一つして、彼は自分の膝ひざに頰ほお杖づえをつく。

「収監ってほんとに牢屋に入れられるのかよ……」

　あの時は、変に問い質ただして生徒たちを巻きこんではまずいと受け入れたが、どうしてこんなことになったのか見当もつかない。クビになるならともかく、独房への隔離だ。壁に繫つながる手て枷かせが嵌はめられていないだけマシだが、自由がないという意味では大差ない。クレトは立ち上がると、一つしかない鉄てつ扉ぴへ歩み寄った。

「ここ、多分あの廃棟だよな……」

　地下牢ろう獄ごくへと続く扉がある廃棟。狂王子の呪じゆ詛そが聞こえてくるという怪談があるここには、クレトもかつて来たことがある。あの時は教師のセウルを追って地下に直行したが、地上階には確かに独房があるようだった。ここに連れてこられるまで目隠しをしていたので断言はできないが、歩いてきた方向や距離から言って間違いないだろう。クレトは扉につけられた小窓が開けられないかと試してみたが、向こうから掛け金が下ろされているようでびくともしない。

　それでもガチャガチャやっていると、覚えのある声が聞こえてくる。

「うるせーよ、門番。大人しくしてろって」

「ロド」

　クレトと同様隔離されている腕輪生の彼は、どうやら隣の独房にいるらしい。鉄扉越しに聞こえる声に、門番の青年は少なからず安あん堵どした。

「無事だったか。ミャーたちが心配してたぞ」

「別にいつものことだろ。誰も殴なぐってないのに隔離されたのは、さすがに初めてだけどな」

　淡たん々たんとした少年の声音には、自分の現状をなんとも思っていないような無関心さがある。もう少し湿度があれば諦てい観かんとも言える呟つぶやきは、けれどクレトに理り不ふ尽じんへの疑念を呼び起こした。

「何もしてないのは聞いた。腕輪生全員が隔離されたってのも。何があったんだ？」

「別に、お前が知らないようなことは何もねーよ。ただ、この間の一件で『腕輪生でも操あやつられちまう』ってのが効いたらしいぜ。誰かに操作されるようじゃ、腕輪生なんて放置できねーただの凶器だろ。だからとりあえずは対策できるまで隔離しとこうって話だ」

「そんな理由で……」

　確かに前回、腕輪生三人が操られた事件で、主犯であった少女は未だ行方ゆくえの知れぬままだ。

　ジリアの幼おさな馴な染じみである彼女、ルルゥ・エンシズは、かつては抜きんでた力のゆえ、羽う人じん族首席で監獄学校へ入学することが決まっていた。それを死亡偽装して逃れた彼女は、今になってこの国ディアテの体制崩壊を引き起こすために、学内へと侵入してきたのだ。

　羽う人じん族は非力な種族とはいえ、その真しん髄ずいは精神操作を得意とする強力な秘術にある。学園としては警戒するのももっともだろう。だがそのために何もしていない生徒たちを「飛び抜けて強い人間が操あやつられると困るから」という理由で収監してしまうのは果たして正しいのか。

　困惑するクレトに、ロドは笑った。

「なんだよ、門番。ここは最初からそういう場所だろ」

　強者たちを集めて隔離する場所──この監獄学校自体が、はじめからそのように作られたのだ。創設の目的は二重三重に絡みあっているが、学校の制度としてはそうだ。各種族の十二歳になった子供たちから、毎年強者一割を強制的に入学させる。そして卒業までの長い間、ディアテは彼らを学内に閉じこめたままなのだ。

　中でも特に強い力を持っているということで、腕輪によって弱体化させられている腕輪生たちは、上からの理り不ふ尽じんに耐性があるのだろう。あっけらかんとした態度にクレトは驚いたが、湧き起こる罪悪感はなくならなかった。無意識に弁明の言葉を探そうとして、溜ため息いきが洩もれる。

「なあ、でも──」

　言いかけてクレトは口をつぐんだ。

　同時に隣の独房からもロドの気配が消える。彼もまた気づいたのだろう。

　二人のいる階へ、何者かが足音を殺し石段を上ってくる。

　人数は一人。戦闘経験がある人間だろう。息遣いはまったく聞こえない。足音も、クレトやロドでなければ気づかなかっただろう。収監された彼らに、忍び寄ろうとしているその相手が何者なのか。クレトは自分も扉の裏で気配を殺し、近づいてくる相手を待った。

　ここは隔離塔だ。出入りできるのは教師以上の人間で、だが教師が足音を殺す必要はない。

　これはもしかしたら、学園側の人間が謀ぼう殺さつをしにやってきたのだろか。そもそも腕輪生以上に、クレトの収監は理由が判然としないのだ。

　足音が、最後の石段を上り終える。

　そのまま上階に行けばいいと思ったが、微かすかな足音は廊下を彼らの方へ近づいてきた。

　──ルルゥの秘術で操られた人間が、クレトを殺しに来たのかもしれない。

　前回クレトに思惑を挫くじかれた彼女は、次の一手を狙ねらっているはずだ。今度こそ邪じや魔まの入らない状況で彼を排しにかかった結果が、今の状況ということもあり得る。

　そんな予想をするクレトの独房のすぐ前で、ついに足音はぴたりと止まった。

　誰何すいかの声はない。独房にいる標的が既にわかっているかのように、その人物は無言のままだ。

　ふっと微かに息を吐はく音がする。──そしてカチャリと、鍵かぎが開かれた。

　錠じよう前まえの外される音。クレトはそれと同時に、おもむろに鉄てつ扉ぴを内へと引いた。謎なぞの来訪者の腹を打ち抜くべく体重を乗せて外へと踏ふみこむ。接触する直前、驚いた顔の相手と目が合った。

「え……？」

「げ──」

　まずい、と思った時には遅い。

　二つの声が重なった直後、クレトは相手もろとも石床の上につっこんでいた。咄とつ嗟さにそらした攻撃の代わりに、細い体を抱きこんで転がる。その判断のおかげで、相手は背からの転倒をまぬがれたが、目が回って、すぐには起き上がることができなさそうだった。

　あおむけに転がったクレトの上で、倒れたままのジリアは呻うめき声を上げる。

「い、一体なんなんですか……」

「わ、悪い。襲撃者かと思ったんだ」

「そんなわけ──」

　そこで言葉を切って、ジリアは顔を上げた。乱れた髪を手で押さえて、自分が敷いている青年をまじまじと見つめる。息がかかるほどの顔の近さに、一いつ瞬しゆんで真っ赤になった少女は白い手を振りかぶった。

「っ、あなたは本当にもう！」

「ちょっ、待て、状況を説明してくれ！」

「門番、うっせーよ。廊下で騒さわぐなよ」

　隣の独房からの苦情をよそに、ジリアの手は、彼の顔面を隠すようにしてぐいぐいと上から押さえてくる。非力な彼女のすることとはいえ、冷たく固い石床に押しつけられた後頭部が痛い。クレトは柔らかな手の下で弁明を試みた。

「待て待て、騒ぎになるから落ち着け」

「……っ」

　ジリアがそれを聞いてあわてて手を引いたのは、足音を殺してここまで来たのを思い出したからだろう。少女はクレトの上から飛び退のくと、今更ながらに辺りを見回した。誰もいないことを確認して、彼に顔を寄せると囁ささやく。

「隣はロド・ゼニスですか」

「ああ」

　それを聞いて頷うなずいたジリアは、ロドの独房の前に行くと触媒の短剣を抜いた。錠じよう前まえの鍵かぎ穴あなに切っ先を向け、小さく息を吐はく。その呼吸を詠えい唱しようの代わりとして、廊下にはまたカチャリと開錠の音が響いた。

「すごいな」

「解析系の魔法は得意なんです。テストでは学年首席でした」

　言いながら彼女は慎重に掛け金を外していく。クレトに攻撃されかけて用心しているのか、すぐには扉を開けようとしない彼女に代わって、門番の青年は鉄てつ扉ぴを開けた。薄暗い独房の中を覗のぞきこむと、きらりと光る獣じゆう人じん族の双そう眸ぼうが見える。

　壁から繫つながる手枷かせ足枷を嵌はめられ、石床に寝転がっていたロドは、入ってきた二人を見て首を傾かしげた。

「なんだよ、指輪生と雇われ門番がそろって脱獄か？」

「必要とあらばそれくらいはします。無事ですか、ロド・ゼニス」

「無事に決まってんだろ。めちゃくちゃだるいけどな……」

　あおむけに横たわったままのロドは、普段とはまったく異なり精彩を欠いた様子だ。起き上がるのも億おつ劫くうそうな様子で、ごろんと体を横にすると肘ひじをついて頭を支える。

　一方ロドとは対照的にきびきびと動くジリアは、少年の傍そばに歩み寄ると、険しい表情で四し肢しにつけられた鉄てつ枷かせを見下ろした。扉を開けた時と同じように、彼女は短剣の切っ先を枷に向けると、口の中で詠えい唱しようする。四つの鉄輪が、次々に軽い音を立てて開いた。自由になった四肢を、ロドはぼんやりとした薄目で眺ながめる。

　どういうつもりなのかまったくつかめず、クレトは指輪生の少女に問うた。

「ジリア、いいのか。勝手にそんなことして」

「よくないでしょうけど、今は非常事態です」

　振り返った彼女の青い双そう眸ぼうは、いつもどおりの真しん摯しに焦あせりが混ざったものだ。まっすぐな視線に貫かれ、クレトは思わず息を吞のむ。

　ジリア・シィースはそんな彼に言った。

「逃げてください、クレト。ディアテは、あなたを一生ここから出さない気です」







　七十年もの年月を、暗い地下牢ろう獄ごくで過ごしてきた。

　普通の人間であれば、とうに寿じゆ命みようが尽つきてしまったであろう年月だ。それほどの時を、クレトは狂気と正気を行き来しながら、ただ生きながらえ続けてきた。

　それが、何もできぬまま大戦を生き残ってしまった自分の負うべき罰だ。当然の処遇を不満に感じたことなどない。──地上に出ることを許され、この学校で暮らすようになるまでは。

「……え、一生？　俺死なないんだけど……」

「だから永遠に、ですね。クレト、彼を起こすのを手伝ってください」

　ジリアはそれ以上話したくないと言わんばかりに、膝ひざをつくとロドを引っ張り上げようとする。だが肝心の少年はあくびを一つしただけで、自分から動こうという気を見せない。落ち着きのない普段のロドからは全く結びつかない姿に、クレトはいささか不審を覚えて床に転がる鉄枷を見た。その内側には──びっしりと魔法紋様が刻まれている。

「なんだこれ……」

「門外やここの地下と同じですよ。背中に彫られた紋様と連動して、生徒の力や生命力までもを吸い取るんです。あなたには紋様がないですから、枷をつける意味がなかったんでしょう」

　ジリアはそう言って自分の背中を一いち瞥べつする。羽う人じん族の薄うす羽はねが畳まれている制服の下には、入学時に施ほどこされたという魔法紋様があるのだ。全ての生徒の背中にあるその紋様は、いわば見えない第一の枷かせだ。ロドが動けずにいるのも、ぎりぎりまで生気を吸い出されたためだろう。

　クレトはかぶりを振ってジリアの隣に並ぶと、ロドの腕をつかんで引き起こす。

「何がどうなってんだか……とりあえずここ出た方がいいな」

　──これではまるで、生徒たちが使い捨ての看守であるかのようだ。

　クレトはルルゥの弾だん劾がいを思い出し、同じ感想を抱いだいた自分に苦い気分になった。ジリアも同様の連想をしたのだろう。隣で小さな溜ため息いきが落ちる。

「先生たちも、何が起きているのかよくわかっていないようです。腕輪生やあなたの収監も城から命令が下されてきただけで……。それで、先生同士が話しているのを聞いてしまったんです。『クレト・ダラスは、何があっても牢ろうから出してはならない。隔離して外界の情報を与えぬように』と」

「まじか」

　何があって名指しでそこまで言われるのかはわからないが、心当たりは十二分にある。

　ディアテの城は、災さい厄やくの巨人を地上に出したことを今更ながら後悔しているのかもしれない。こうなっては、王女として城にいるマリーユが、今の状況で不利になっていないことを祈るばかりだ。

　よろよろと立ち上がるロドに肩を貸して、クレトは小さな窓を見上げる。

「とりあえずここを出るか……。俺はともかく、ロドは寮に隠れられそうか？」

「正直難しいです。実はあれから、全ての生徒に室内待機が命じられたんです」

「室内待機？　なんだそりゃ」

　意味はわかるが耳馴な染じみの薄い言葉だ。怪け訝げんな顔になるクレトに、ジリアは憂うれいの濃い視線で返す。

「つまり、『屋外に出てはならない』という命令が下ったんです。教室でも寮の自室でもいいから、とにかく外には出るなと。おかげで今日は授業も全部自習です」

「外に出るなって。外に何かあるのか」

「何も」

　開けられたままの鉄てつ扉ぴ。その先を見み据すえる少女の目には、クレトでなければわからないほどの不安が揺ゆれていた。感情を殺した声が淡たん々たんと可能性だけを指摘する。

「室内にいる限り、生徒は建物に施ほどこされた魔法によって力を吸収され続けます。今、学校が必要としているのは──生徒よりも、そうして集められる力の方であるのかもしれません」

　腕輪生は隔離収監して強制的に。

　それ以外の全校生徒からも、室内に閉じこめてじわじわと。

　膨ぼう大だいな量になるであろう力を集めて、この学校は何をしようとしているのか。真っ先に思いつくのが「封印機能の強化」だ。だがなぜ今そんなことをしようとしているのか。

「こりゃ、何かが起きてるんだろうな……」

　だとしたら、大人しく収監されている場合ではない。一刻も早く原因を突き止めるために動かなければ手遅れになる可能性がある。

　クレトはロドを引きずって廊下へと出た。ずらりと並ぶ独房を振り返る。

「他の腕輪生はどうする？　解放してくか？」

「この建物にいるのはあなたたち二人だけです。あまり一箇所に何人も集めたくないんでしょう。腕輪生はあちこちばらばらに収監されたみたいです」

「厳重だな……。わかった。行くか」

　屋外が無人の今、慎重に動かなければすぐ見つかってしまいそうだ。クレトは、あくびばかりのロドを連れて石の階段を下り始める。ジリアと違って体重があるせいか、乾いた壁にいやに自分の足音が響いて気になった。獣じゆう人じん族のロドも足音はほとんどさせないため、カツカツと断続的に聞こえるのはクレトが石段を下りる音だけだ。

　誰が何を考えているのか、味方が誰かも判然としない。だが、少なくともここにいるジリアやロドは味方だろう。それがわかっているだけで十分幸運だ。

「よし……一階ついたぞ」

　見覚えのある一階にたどりついたクレトは、独房に囲まれた円形のホールを眺ながめ渡す。

　ジリアの言うとおり、他の部屋からは人の気配を感じない。クレトは等間隔に並んでいる扉を見回し、その一つで視線を止めた。

「確かあれ、地下への階段がある部屋だったか」

　ジリアと二人で地下に下りていった時のことは、今でも鮮明に思い出せる。だがそれは、やけに昔のことのような気がした。懐かしさに目を細めかけたクレトは、けれどヴェーテ・サイの話を思い出し、眉まゆを顰しかめる。

「そういや、セーネが帰ってこないって……」

「え？　セーネ・ビエラがですか？」

　ジリアがきょとんとした様子なのは、魔女の神出鬼没ぶりを知っているからだろう。だが今回セーネは、城に呼び出されて帰ってこないというのだ。今のこの状況に無関係とは思えない。

　──それとも、比類なき魔女である彼女は、なんだかんだでいつの間にか地下に戻っているのだろうか。

　クレトはわずかに逡しゆん巡じゆんすると、指輪生の少女を振り返った。

「悪い。ちょっとだけ地下見てきていいか」

「え？　別に構いませんけど、地下への扉は封印されているでしょう？」

「そう。それを確認してくるだけだ」

　別にセーネがあの扉を出入りしているわけではないが、地下牢ろうの封印がきちんとしていれば、彼女は健在なのだといくらか安心できる。どことなくきなくさい現状からしても、一度地下封印を確かめておきたい。

　クレトは決心すると、ロドの体を床に下ろそうとした。

「すぐ行って戻ってくる。ここにいてくれ」

「ちょっ……待ってください！」

「ぐえ」

　ジリアの制止と同時に後ろから首を絞しめられ、クレトは転びそうになる。実に的確な締め方の主は、ジリアではなくクレトに背負われていたロドの方だ。夢の中に両足突っこんでいるような半眼の少年は、それでも話を聞いていたらしく寝ね惚ぼけた声で言う。

「おれも連れてけ、門番……」

「寝ね言ごとか」

「つれてけ……つれてけ……」

「怪談になるからやめろ」

　背中に囁ささやかれる呪のろいの言葉を無視して、クレトはロドを下ろそうとした。だが獣じゆう人じん族の少年はがっしりと貼りついていて離れない。ぶんぶんと振り落とそうとするクレトと妖怪背中獣人を、ジリアは啞あ然ぜんとして眺ながめていたが、小さく溜ため息いきをつくと、ぽんとクレトの腕に触れた。

「一いつ緒しよに行きましょう。その方が早いです」

「いやでも、何かあったら危ないだろ」

「何かあるのなら、一緒の方が危なくないです」

　まるで正反対の意見を呈ていする少女の瞳ひとみは、真剣そのものだ。クレトは曲がることのない意志を感じて、軽く息を吞のんだ。この学校に来てから今まで、何度毅き然ぜんとして退ひかない彼女の姿を見たのか。クレトは一いつ瞬しゆんの間の後に、自分が愚かに思えて苦笑する。

「わかったよ。一緒に行こう」

「おれも……」

「わかってるから寝てろ」

　よく鍛きたえられているとはいえ、ロドの体は体格からいってそう重くもない。クレトは少年の体を揺ゆすり上げると、ジリアを手招いた。

「足しんどくなったら途中で待ってろよ」

「平気です」

　鉄てつ扉ぴを開け、地下へと続く階段を三人は下り始める。ジリアの短剣に灯ともされた光が、いつかと同じように数段下までを淡あわく照らした。

　地下へと下りていくごとに、まるで過去へとさかのぼっていくかのような道行き。それは、けれどあの時よりずっと《今》に近く思える。この学校で門番を務めるうちに、クレト自身が、過去よりも現在に馴な染じんできているせいなのかもしれない。

　石段が終わり鉄扉の前に立つと、門番の青年は息を整えた。背中で気を失っている少年を確認する。

「よし、やっぱりこうなったか」

「この地下は門外と同じ扱いですからね」

　ロドは知らないことだが、地下牢ろう獄ごくに通じる階段から先は生徒の立ち入り禁止領域だ。門の外に脱走した時と同じく、生気を吸い取られやがて気絶してしまう。例外でいられるのは指輪生のジリアや王女であるニアくらいで、先程まで鉄てつ枷かせで生気を吸われ続けていたロドなどには効果覿てき面めんだったのだろう。

　クレトは潰つぶれている少年を背負ったまま扉を開けた。その先に広がる空間と正面の封印扉を目に入れ──呆ぼう然ぜんとする。隣でジリアがぽつりと呟つぶやいた。

「封印が……解けて……」

　六つの水晶球が嵌はめこまれ、封印されていた扉。

　だがその扉は今、人が通れるほどに開かれている。

　封印の水晶は、かつてセウルが割り砕くだいたのと同様──否いな、その時のままではないかと思えるほど無残に破壊された状態だ。壁際に等間隔で灯ともる蠟ろう燭そくが、誰もいない広間と、扉の先の闇やみを浮かび上がらせている。

　クレトは予想外の状況に忘我して立ちつくした。

「なんだこれ……誰の仕業だ……」

「クレト、ロドを落としましたよ」

「あ、ほんとだ」

　振り返るとロドが石床の上にべしゃりと広がっている。どうやら支えるのを忘れて床に落としてしまったようだ。二人はロドの傍そばにしゃがみこんで裏返すと、その無事を確認する。クレトは意識のないロドを壁際に寄せると、改めて開いたままの扉を見た。

　蠟燭の光が届かないのか、それともなんらかの魔法処置が施ほどこされているのか、扉の先はまっ暗で様子が窺うかがえない。ジリアの青い瞳ひとみに不安が揺ゆれる。

「あの先はどうなってるんですか？」

「地下牢獄に繫つながってる、はずだ。更に下に下りていくはずで──」

　普段ならその先はセーネが見張る領域だ。たとえ地下におらずとも、彼女は牢獄の全てを把握している。だが、だとしたらなぜ扉が開いているのか。クレトは意を決すると、牢ろう番ばんである魔女の名を呼んだ。

「セーネ、聞こえるか」

　どこにいようとも、彼の声は必ず魔女に届く。そうなるはずなのだ。今のクレトの体はセーネが作ったもので、彼の精神は彼女の手により掬すくい上げられているのだから。

　だが──心のどこかで予想したとおり、セーネからは何も返ってこない。城に行ったきり帰ってきていないのか。それとも、帰ってきてから何かがあったのか。

　クレトは内臓が冷えていく感覚を覚えて沈ちん黙もくした。ジリアの手が彼の腕に触れる。

「行ってみましょう、クレト」

「いや……」

　──扉の向こうがどうなっているのか、確認しておきたい。

　それはクレトも同感だ。むしろ今すぐ様子を見に行きたい。セーネが無事でいるのか、そうでないとしたら動けず困っていないか確かめたい。

　だが、この先の地下牢ろう獄ごくにジリアを伴ともないたくないのもまた事実だ。何が起きているのかわからない場所、しかも完全に過去の領域にある牢獄に、彼女を踏ふみ入れさせたくない。そこにあるものはまぎれもなく、ディアテが地下に封じこめて固く閉ざした、過去の罪過であり大戦の闇やみそのものだからだ。

　しかし、そんな理由を口にしてはジリアに反論されることも容易に想像がついた。

　クレトは小柄な少女を見下ろす。ジリアもまた、彼が何を言うのか想像がついたらしく、むっと譲ゆずらぬ意志で視線を返してきた。

「行きましょう。まずいと思ったらすぐ引き返しますから」

「……ああ、そうだな」

　──いい加減自分も彼女の性格を学習するべきだ。

　クレトは頷うなずくと少女に手を差し出した。ジリアは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔になったが、すぐに淡あわく微ほほ笑えむ。包帯を巻いた人形の手に、白く小さな手がそっと乗せられた。

　二人はそして、どちらかともなく巨大な石扉の前へと歩き出す。先の見えぬ闇やみが近づいてくるのを見ながら、ジリアは微笑んだ。

「なんだかここに初めて来た時のことを思い出します」

「あの時から更に地下に下りてくからな。三度目があったら次は土木工事になるぞ」

「いいですけど、学校の地盤に配はい慮りよしてください」

　軽口を崩さぬ少女を連れて、クレトは扉の前に立つと砕くだかれた封印を見上げる。塵ちり一つ落ちていない床に、光を失った水晶球の残ざん骸がいが映っていた。彼はそのことに正体のわからぬ違和感を覚えながら、開いたままの扉を更に押し開ける。

　闇の中に一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かん、むっと淀よどんだ空気が押し寄せてきた。

　土と黴かびと古い血の臭い──それは総じて言えば「死」の臭いだ。

　過去に生み出され、今なお薄まらない死と呪のろいの空気。慣れ親しんでいたはずのそれに顔を顰しかめて、クレトは少女の手を引いた。目の前の闇が、カーテンを引くように取り払われる。

　その先には地下へと延びる、赤く照らされた空間が広がっていた。







　壁に取りつけられたいくつもの松たい明まつが、固い土壁を照らし出している。空気の流れぬこの空間において消えぬ火であるそれは、全て魔法によって灯ともされたものだ。松たい明まつの列は、広い円形の空間をぐるりと回り、壁際のスロープから更に地下へと延びている。そうして螺ら旋せん状に下りていく坂道が囲んでいるものは、地中深くまで穿うがたれた巨大な縦穴だ。

　かつて「人形遣い」と呼ばれた魔女が、クレトを狙ねらって撃うちこんできた魔法の跡。地下牢ろう獄ごくの中心である穴は、門番小屋であれば五、六個は入りそうなくらい直径がある。

　穴の縁ふちまで行ったジリアが、おそるおそる深い穴を覗のぞきこむ。ぽっかりと開いている暗くら闇やみは、まるで何もかもをも飲みこむ無のようだった。

　ジリアはクレトの袖を命綱のようにつかみながら嘆たん息そくした。

「かなり深いみたいですね……暗くて底が見えません」

「明るいと暴れるやつもいるからな。この穴を中心にして、外側に独房が配置されてる。浅いところにいるやつほどまともで、深いところにいるのはやばいやつばっかりだ。──一番底にいるのは、俺の本体だけどな」

「クレト」

　彼の言い方が気になったのか、心配そうに振り返るジリアにクレトは苦笑してみせる。本体とは別に、クレト自身独房をもらってそこで暮らしていたのだが、セーネの私室も確か近くにあったはずだ。姿を見せない魔女がはたして無事でいるのか、クレトは不安を見せないようにしつつ、少女の手を引いた。

「行くか。侵入者が潜ひそんでるかもしれないから気をつけろよ」

「はい」
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　牢ろう獄ごく最深部へと続く坂道は、剝むき出しの土に申し訳程度に石煉れん瓦がを敷いたものだ。七十年前は真新しい道だったのであろうそこは、ろくに使われぬうちにいつの間にかあちこち罅ひび割れて砕くだけてしまっている。遥はるか下、スロープの先にうっすらと赤い小さな光が等間隔に灯ともっているのを見つけて、クレトはひとまずほっとした。

　それとは別に、点在する篝かがり火びの一つが土台ごと崩れて風化しかけているのに気づいて、彼は嘆たん息そくする。

「なんか、随ずい分ぶんぼろっちくなっちまってんな……七十年も経ってるんだから当然か」

「あなたは独房の外に出たことはなかったんですか？」

「んー、一度だけある。ずっと前、この体をもらった時に」

　あの時クレトは、新たな己の足で地下牢獄の螺ら旋せん通路を上っていった。そして、閉ざされた大扉の前まで来て、大戦の闇やみを封じこめた坩堝るつぼを振り返ったのだ。

「上からこの牢獄を見下ろして、『絶対これを外に出しちゃ駄だ目めだ』って思ったよ。そう思わせるために、セーネがあえて出したんだろうけどな。それとも俺の正気を試すつもりだったか」

　狂気から切り離され、外から大戦の罪過を見つめたクレトは、そうして深い穴を眼前に長い時間ただ立ちつくしていた。

　失ったものを数えて、成し遂げられなかったことを振り返って、ひたすらに悔くいて、嘆なげいたのだ。己が厭いやで憎くて、だがそれを口にすることはしなかった。──自分は、そんな泣き言ごとさえ許されぬ人間だとわかっていたからだ。

　そうして彼が、無言で過ぎ去った時と向きあい続けていた間、隣にいたセーネは何を考えていたのか。今まで彼女に、一度も言葉にして聞くことをしなかったのは、何を言わずともお互い心の奥底では、了解しあえている気がしたからだろう。過去を共有するとは、きっとそういうことだ。

　クレトの靴の先が、割れた石畳の破片を蹴ける。

「ここはずっと変わらないままだって思ってたんだけどな」

「変わらないものなんてないでしょう。時間が流れているんですから」

「それ、似た話をどっかで聞いたな。セーネだったか？」

　よくよく思い返すと「変わらないなんてことがあるのか？」という問いかけの言葉だった気もするが、自信はない。大体、セーネが意味のある質問をするということ自体珍しいのだ。彼女の発言は噓うそと真顔の冗談が八割を占めており、残りは大体辛しん辣らつな揶や揄ゆだ。率直に真意を告げてくることなどほとんどない。極稀まれに本音を口にする時は、笑わなくなるので怖いくらいだ。

　薄暗い牢獄のスロープを下りていく二人の目に、最初の牢獄が現れる。

　空っぽのその牢は、蝶ちよう番つがいが壊れたのか鉄てつ扉ぴが外れて中に倒れこんでいた。壊れた机と椅い子すが、松たい明まつの火の中でぼろぼろになって崩れている。

　クレトの後ろからその様子を覗のぞきこんだジリアが首を傾かしげた。

「この部屋の人は亡くなったんですか？」

「どうだろうな。ここにいるのは不死の呪のろい持ちばっかりだし、最初から使われてなかったのかもな。──囚しゆう人じんがいる独房は、ほら」

　大きな穴を挟はさんで向かい側、遥はるか下に転々と灯ともる真しん紅くの火を、クレトは指さす。松明の炎とは色の異なるそれは、深しん淵えんへの道筋を示すように螺ら旋せん状に地下へと続いていた。

「あの赤い火が、囚人のいる独房のしるしだよ。セーネの魔法で鍵かぎがかけられてる」

「あれが……」

　この学校の封印機巧は生徒たちから吸い上げた力によって維持されているが、それだけではなく肝心な部分では牢ろう番ばんであるセーネの力が組みまれている。それは、独房の鍵のように彼女が魔法で直接封じているものもあれば、彼女の魔力だけを自動に吸い上げて封印設備に流用しているものもあり様々だ。言うなればこの封印機巧そのものが、呪いを受けた魔女にディアテがつけた重い足枷かせであるのだろう。

　だが今はそれがありがたい。少なくとも独房に赤い火が灯っているということは、セーネが無事である証拠だ。ここに来てすぐそのことを確認したクレトは幾分安心しながら、けれど不安を完全には拭ぬぐい去れていなかった。

　空っぽの独房の前から離れた二人は、再びスロープを下り始める。クレトはすっかり年月にさらされた辺りを見て頭をかいた。

「周りがこんなんなっちまっても、俺たちだけ残るっていうんだからな……」

　不変であるよう呪われた狂人たちは、朽くちていく周囲に取り残されていくだけだ。体も精神も成長はせず、老いもしない。それは少しも救いではない。

　だが──クレトはそこでふと違和感を覚えて沈ちん黙もくした。何かが頭の中に引っかかる。それはなぜかセーネの赤い爪を思い出させ──だがその映像になんの意味があるのか、自分でもよくわからなかった。彼は包帯に包まれた自分の掌てのひらをじっと見つめる。

「あれ……？」

「どうかしましたか、クレト」

「いや……なんだっけか」

　首をひねってみても答は出てこない。横から見上げてくるジリアが心配そうな顔になったのに気づいて、クレトは形にならない思考を打ち切った。

「なんでもない。単なる物忘れだろ」

「ついに頭が……」

「あからさまに憐あわれむな！　よくあることだろ！」

「私はありません」

　白々と言いきる少女は小憎たらしいが、実際彼女は成績優秀の指輪生だ。

　クレトは、どこにあっても背筋を伸ばし前を向く彼女の横顔を、気づかれないようにそっと見つめた。曇くもりのない眼まな差ざしに、毅き然ぜんとした表情。折れることを選ばぬその姿は、まぎれもなく今を生きる人間のものだ。雪を思わせる肌が赤い火に染められ、まるで人形のような美び貌ぼうに血の温かさを与えている。

　暗い地下牢ろう獄ごくには不釣合いな少女に──それでも当然のように彼の隣に並ぶ彼女に、クレトは思わず見とれた。遠い過去を共に生きた彼女の曾そう祖母とは違う。ジリアはいつも呆あきれたように眉まゆを寄せながら、何もかもが異なる彼の手を引き、背を押して、共に進もうとするのだ。

　視線に気づいたジリアが、気まずそうに身じろぎする。

「なんですか……」

「いや、テレシアと似てないなって」

「知りません、そんなの」

　むっと頰ほほを膨ふくらませて彼女はそっぽを向く。クレトは「そういう意味じゃない」と言い訳をしかけたが、どんな意味で言ったのか自分でもよくわからない。仕方なく彼は弁明の代わりにぽんぽんと少女の頭を撫なでた。まったく別のことを言葉にするかどうか迷って、結局吐はき出す。

「──こんなこと言うべきじゃないってわかるんだけどさ」

「はい」

「俺は、お前たちを羨うらやましく思うことがあるんだ」

　他に話す者もいない静寂に、クレトの自じ嘲ちようが溶ける。ジリアの瞳ひとみに乏とぼしい灯あかりが映りこんで、金色に輝いた。

「勿もち論ろん、生徒たちは自分が看守だなんて知らないし、知れば絶対怒るだろう。そんな状況を作ったのは俺たちで、生徒を羨ましく思う資格なんてないってわかってる」

「クレト」

「でも、ふとした時に思ったりするんだ。──もし自分がこの学校に生徒として入学して、普通に友達や仲間と暮らしてたら、どうだったかなって」

　それは、口にできない夢想だ。

　もし自分が十代の少年で、ジリアやニア、ディサロスや双子たちと共に、他愛もないことで騒さわぎ、笑いあいながら暮らせたならどうだったかと──。

　過去の仲間たちを遠ざけたいわけではない。むしろ王太子やテレシアや、あの頃の仲間とも一いつ緒しよに、ここで学校生活を送ってみたかった。戦乱の中で血と憎ぞう悪おと隣りあわせに生きていくのではなく──目の前のことを楽しみ、怒り、目まぐるしい日々に夢中になりながら大人になることができたなら……もっと違う「自分」があったのではないかと、思ってしまうのだ。

「悪いな、こんなこと考えてて。お前たちは、好きでここに閉じこめられてるわけじゃないってのに……」

　彼女相手でなければ、おそらく一生口にはしなかった。

　ただ今も聞いてほしかっただけだ。呆あきれて聞き流すでも、戯ざれ言ごとに憤いきどおるでも構わない。所しよ詮せん、吐はき出した先から消えてしまう飛ひ沫まつのような感傷だ。一いつ顧こだにされないぐらいでちょうどいい。

　だがそうして自分の度し難がたさを嚙かみしめるクレトに──ジリアは一いち瞥べつを投げかけると、前を向きなおした。澄んだ声が古い空気の中を響く。

「自分の意思だけで、自分の道を選んできた人間なんていませんよ」

　呆れるわけでも憤るわけでもない。

　それはただの伝える言葉だ。

「だから私たちがこの学校にいるということが、外から強制された状況であっても、それはあなたが思うより普通のことで……耐えられないほど窮きゆう屈くつなわけじゃないです。私たち監獄学校の生徒だけじゃなく、誰にだってそうして生きる時期はあります。人は、種族や親を選んで生まれるわけではないですから」

　ジリアは暗くら闇やみを見み据すえたままふっと笑う。

　美しい横顔は、羽う人じん族特有の繊細な造作だ。そこに差す翳かげに、彼女が今まで「選ばずに負ってきた」功罪が見えるようで、クレトは沈ちん黙もくする。指輪生の証あかしたる鳥の印章を嵌はめた手が、頰ほほにかかる髪を払った。

「ここでの生活は不自由もありますけど……私たちはここで何かを得て、またそこから別の道を選んでいくだけのことです。ディアテの人間が、いえ、他国の人も皆そうしているように」

　薄うす羽はねを畳んだ背を伸ばし、ジリア・シィースは彼を見上げる。傷を孕はらんで一層澄む眼まな差ざしが、今なお過去に立つ青年を捉とらえた。

「だからクレト、あなたもこれから自分の道を選べばいいです。私たちを羨うらやましいって思うなら、今からでも人に混ざって当たり前のように生きればいいじゃないですか」

「……ジリア」

「こんなこと私が言わなくても、とっくにやっていると思いますけど」

　ぽん、と軽く彼の腕に触れ、少女ははにかむ。

　少しだけ照れたような微笑。それはクレトに、ディアテの青い空を思い出させた。言われた言葉に重なって、この学校でのあわただしい日々が蘇よみがえる。

　馴な染じみの生徒たちと、毎日のように騒さわいで走り回って、笑って怒って、ひどい目にあって。

　目まぐるしさに振り回される一日を、だが振り返って楽しいと思う。平穏に安あん堵どし、未来のことを考えて最善を悩む。

　大人であることなど関係ない。遅すぎることはない。

　今、過ごしている日常こそが──彼が送りたいと思った日々なのだ。

「…………俺は」

　──戦後の「今」から、自分を遠ざけていたのは誰よりも自分なのかもしれない。

　クレトは虚を突かれて言葉を失なくす。喉のどにつかえる感情が熱く、胸が詰まった。

　何も言えない彼の代わりに、ジリアが黒い袖を引く。

「ほら、そんな顔してないで行きますよ。どんどん動いてください。一いつ緒しよにいるんですから」

「……ジリア」

「自分だけ大人なのが気になるなら、また小さくなって一からやりなおすって手もありますよ。むしろそれがお勧めです。そうですよ……そうしましょう！」

「しない。絶対しない」

「…………」

「そんながっかりした顔するな！」

　目に見えてふてくされた指輪生の少女は、けれど、クレトが歩き出すとその隣に並んだ。透き通る水色の髪が揺ゆれて肩にかかる。長く停滞していた空気が、新たな風を受け動き出す。

　彼女が生み出す清新を感じながら、クレトは見えない空を仰あおいだ。

「とっくにやってる、か……」

　──そうだとしたら、自分もまた、知らぬうちに少しずつ変化してきているのだろうか。

　クレトは胸のあたたかさを飲みこんで、近づいてくる闇やみに視線を戻す。石扉からはもう三階分ほど地下に下りただろうか。感じられる気の淀よどみが濃くなり、灯あかりがまばらになり始めた。竪穴の外側に並ぶ牢ろう獄ごくの中に、時折人の気配を感じさせるものが混ざり始める。

「ジリア、離れるなよ。前にも出るな」

「はい」

　今のところ、見える範囲に明らかな異常はない。時折、遥はるか下から鎖くさりの鳴る音が聞こえてくるくらいだ。吹き抜けになっている穴の底はあいかわらず光の届かぬままで、クレトはその穴を横目に、記憶にある魔女の部屋を探していく。

　──そこで、気づいた。

「クレト？」

　突然足を止めた彼を、追い抜きかけたジリアがあわてて振り返る。

「急に立ち止まらないでください。どうしたんですか」

「…………静かすぎる」

「え？」

　地下牢獄に初めて踏ふみ入るジリアは、言われた意味がわからないらしい。怪け訝げんそうに首を傾かしげた。だがクレトは違う。何十年もをこの場所で過ごしてきたのだ。

「今まで気づかなかったけど、妙みように静かだ。いつもはもっと囚しゆう人じんどもがうるさいのに」

　この牢獄は、不死の呪のろいをかけられた狂人たちの隔離所だ。先だっての事件で召喚された獣じゆう人じん族の種族英雄も、狂気の只ただ中なかにある一人で、よく絶ぜつ叫きようが聞こえてきていた。そんなことは日常茶さ飯はん事じで、皆も知っているはずなのだ。地下からの叫さけびが地上にまで届いて「大戦で死んだはずの狂王子の声が聞こえる」と、怪談になってしまっているのだから。

　ジリアもそのことに気づいたのだろう。顔色を変えて辺りを見回した。

「静かすぎるって、囚しゆう人じんたちに何かあったってことですか？」

「わからない……けど、死んだりいなくなったりはしてないはずだ。気配を感じる」

　もっと言うならそれらの気配は、「様子を窺うかがっている」ようでもある。この牢ろう獄ごくに一体何が起きているのか──目に見えぬ異変を嗅かぎ取ろうとしたクレトは、先程から断続的に聞こえてくる鎖くさりの音に意識を止めた。

　ずるり、ずるり、と。

　重い鎖を引きずる音がする。時折金属がぶつかりあって鳴るその音は、闇やみに埋まい没ぼつした遥はるか地下から聞こえてきていた。もっと言うならそれは、壁に居並ぶ独房ではなく──どこまで深さがあるのかわからぬ、「穴の底」から響いてくるのだ。

　クレトの視線を追って、ジリアが巨大な穴を覗のぞきこむ。

「この音、誰か囚人の音ですか？」

「…………そうだ。いや、ここを出るぞ」

「え？」

　目を丸くするジリアの手をつかんで、クレトは坂道を戻り始める。突然の逆行に、彼女はぎょっとしながらもクレトについて小走りになった。歩幅の違う青年に必死でついていきながら、指輪生の少女は問う。

「ど、どうしたんですか、急に戻るなんて」

「ここにいちゃ不ま味ずい。とにかく、出てから話す」

「出てからって……」

　困惑顔ながらもジリアは口をつぐむ。パートナーである青年を信頼してくれているのだろう。そのまま並んで駆かけ出そうとする少女を、クレトは手元に引き寄せると、肩に担かつぎ上げた。

　青年の左腕に支えられ、彼の背を見下ろす体勢になったジリアがぱくぱくと口を開く。

「ちょ、ちょっとクレト……あの」

「口閉じてろ。走るぞ」

「え」

　羽う人じん族の華きや奢しやな体は重荷にもならない。クレトは来た時の数倍の速度でスロープを走り出した。ジリアが両手で彼の背中のシャツをつかむ。

「ク、クレト、スカート、裾すそがまくれ……っ」

　制服の短いプリーツが顔の傍そばで揺ゆれるのを、クレトは無視して走っていく。少しずつ遠くなる鎖の音を聞きながら、彼は松たい明まつの火が集まる出口を目指した。開いたままの石扉にたどりつくと、その隙すき間まに自分たちの体を捻ねじこませる。

　クレトは広間に入ってすぐにジリアを下ろすと、彼女の苦情を聞く前に封印の壊れた大扉をぴたりと閉めた。砕くだけたままの水晶を見上げる。

「この状態じゃ駄だ目めだ。セーネがいないと……」

「クレト……一体、何があったんです？」

　乱れた制服をあわてて整えたジリアは、剣けん吞のんな呟つぶやきを聞いて不安げな顔になった。

　地下牢ろう獄ごくが作られて以来、初めての事態に、クレトは胃の中に石のような重みを感じる。

「穴の底から鎖くさりを引きずる音が聞こえただろ」

「え？　ええ……言われてみればあれ、引きずってる音だったんですね」

「あの鎖は、俺の本体を拘束している鎖だ。それが引きずられてるってことは──」

　飲み下せない苦味が声音ににじむ。

　クレトは包帯の巻かれた両手に視線を落とした。そこに、かつての巨腕が重なって見える。

「災さい厄やくの巨人が解放されてるってことだ」
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　──災厄の巨人の復活。

　それは、戦後の復興を果たしたディアテにとって、もっとも忌き避ひすべき事態だろう。

　大戦最後の日、呪のろいに狂乱し、破壊の限りを尽つくした巨人。傷を負わせようとも回復し、殺そうとしても死ななかった不死の巨人は、地下に封じた悪夢そのものだ。

　他の囚しゆう人じんたちと違い、その巨体がゆえに独房に入れることができなかった彼は、人形遣いのあけた穴の底に鎖で何重にも拘束され捕えられていた。セーネ・ビエラの力が込められた鎖は、巨人の力をもってしても引きちぎることはできなかったのだ。

　──その鎖が今なぜか、解かれ引きずられてしまっている。

「これはもう、セーネに何かあったってことなんだろうな……」

　呼んでも現れない時点からおかしかったが、封印扉が破られて、更に巨人の解放が続くとなれば、牢ろう番ばんの魔女に異変があったことは確実だ。大戦時代からその力を恐れられてきた人形遣いを、正攻法で破ることのできる人間などおそらくいないだろうが、策を練れば可能なこともある。一体誰が彼女を陥おとしいれたのか、クレトは目の前が真っ赤になる気がして奥歯を嚙かみしめた。

「クレト……」

「大丈夫だ」

　もしここに一人であったなら、闇やみ雲くもに地下牢ろう獄ごくに戻ってセーネを探したかもしれない。

　だが今は、ジリアやロドがいる。学校に属する大人として、彼らの安全を確保する方が先だ。

　──そう思うと、頭も冷えた。

「それにきっと、セーネは地下にはいないんだろうしな……」

「そうなんですか？」

「ああ。あそこで何かあったなら、今頃牢獄は全壊してる。多分、セーネがいない間に誰かが侵入して、巨人の頸くび木きを解いたんだ」

　誰がそれを為したかはわからないが、それなりの力と情報を持ちあわせた人間の仕業だろう。でなければ手際がよすぎる。クレト自身、真正面から自分の本体に挑いどんだら、惨ざん殺さつされるのがオチだ。いくらこの体がセーネの最高傑作とはいえ、肉体の差はそれくらいある。

　ジリアが水晶球の砕くだかれた石扉を振り返る。

「クレト、あの扉って──」

　そう言いかけた直後、二人は新たな足音を聞いて、その場を駆かけ出した。ジリアは壁際に寝かされているロドのもとへと走り寄る。クレトは生徒二人より前に出て、近づいてくる地上からの足音を待った。長い階段を下りてくる複数の足音は、すぐに扉の前にまでやってくる。

　そして間をおかず、大きな鉄てつ扉ぴが開かれた。現れた一人が、クレトを見て口を開く。

「もんばーん！　門番門番！　大変だったんだよー！」

「ミャー！」

　獣じゆう人じん族の少女は、何があったのか制服のあちこちが破けて汚れてしまっていた。それだけではなく顔や腕に、無数の擦すり傷や打だ撲ぼく痕こんが見える。唇くちびるの端が切れて血がにじんでいるのを見て、クレトは顔色を変えた。

「なんだそりゃ！　どうしたんだ！」

「わ、わたしが……」

　よろよろと、ミャーの後ろから歩み出てきたのはニアだ。彼女もまた直接的な怪け我がはないものの、制服はよれて汗だくになってしまっている。珍しく触媒の短剣を抜いたままのニアの姿は、彼女たちがここに来るまで、苛か烈れつな戦闘をくぐり抜けてきたのだということを示していた。ジリアが眉まゆを寄せて二人を見る。

「誰にやられたんです」

「なんか急にいっぱいの生徒が、ニアを追いかけてきたんだよ！」

「生徒が？」

「そうそう。話しかけてもみんなガン無視でさ……って、あれ」

　よろめくミャーを、ニアがあわてて支えようとする。ロドと同じで、一般生徒である彼女はこの地下にいるだけで生気を吸い取られてしまうのだ。ニアごと倒れかける獣人族の少女をクレトは引き取ると、双子の兄の隣に座らせた。

　ディアテの正統な第一王女ということで地下の制限を受けないニアは、広間の奥を見てぎょっとした顔になる。

「扉の封印が……まさか地下牢ろう獄ごくまで……」

「こっちもやばいけど、地上では何が起きてるんだ？　生徒が追いかけてきたって」

「秘術に操あやつられた者たちがいたということですか？」

　幼おさな馴な染じみの暗躍を疑って真っ先にそう確認するジリアに、けれどニアはかぶりを振った。

「違うと思います。というか、うちの生徒たちではないと思います」

「へ？　また侵入者か！　けど今回は俺、爆破されてないぞ！」

　前回、ルルゥ・エンシズが学外から入りこんできた時は、門前がクレトごと爆破され、そのどさくさで侵入されたのだ。だが今回は入りこまれる心当たりはない。「いっぱいの生徒」というなら尚なお更さらだ。

　ニアは額ひたいの汗を手の甲こうで拭ぬぐった。

「おかしな様子の人たちでしたし、とにかく門番さんたちと合流しないとと思って……実はあの、追手を撒まききれなくて、ディサロスさんに食い止めてもらってるんです。でもそれもいつまで持つかって……」

「わかった」

　最後まで聞かず、クレトは階段に向かって駆かけ出す。広間の光の届かぬ一段目に足をかけた。

　──だがその瞬しゆん間かん、彼は反射的に跳とび下がる。

　同時に闇やみに包まれた頭上から、研とぎ澄まされた刃やいばが降ってきた。

「……っ！」

　きん、と音を立て石畳に突き刺さったのは、細い槍やりだ。そしてそれを投げたのであろう生徒は、音もなく石段の上から飛び降りてきた。

　監獄学校の制服に赤いネクタイ。見たところ純人間に思える赤眼の少女は、仮面の如ごとき無表情で槍を手元に引き抜いた。クレトに向けて武器を構えなおす少女の隣に、次々と新たな生徒たちが飛び降りてくる。男子生徒も女子生徒も、獣じゆう人じん族も竜りゆう人じん族も混ざっているその一団に共通するものは、感情の窺うかがえない無表情だ。

　彼らは戦意さえも感じさせない顔で、だがそれぞれ滑らかに戦闘態勢を取る。

　息を吞のむクレトの左右に、触媒の剣を構えたジリアとニアが素早く並んだ。

　抜いた突剣の先に、ジリアは青い雷光を巻きつかせる。

「確かに、うちの生徒たちではないようですね。初めて見る顔ばかりです」

　指輪生の少女は、全部で八人いる襲撃者たちを見回した。その首に精神支配のための魔法具がないことを見て取って幾分安心したのだろう。迷わず戦う意志を見せる彼女の反対側で、ニアが緊張も色濃くクレトを見上げる。

「門番さん、突破できますか……？」

　立ち入り禁止の地下にいるにもかかわらず、追手たちは生気を失う気配がない。本当に監獄学校の生徒ではないのだろう。だがそれは裏を返せば、クレトたち三人で倍以上の追手を撃破しなければならないということだ。

　門番の青年は、無表情の追手たちの「ある共通する一点」に目を止める。

「あれは……いや、まさかな……」

「クレト？」

「なんでもない。ニア、追手ってのはこれで全部か？」

「いえ……正確な数は把握できていませんが、おそらく三十以上はいるかと」

「そりゃディサロスだけじゃ抑えきれないよな」

　襲撃者を食い止めているという青年が、無事であればいいと思うが、今はここを脱出するのが先だ。クレトは自分の重心を意識しながら息を整える。

「二人とも前に出るなよ。防壁切らすな。──一人ずつやる」

　言うと同時にクレトは大きく踏ふみこんだ。

　肩口を狙ねらって突き出された槍やりが、防壁に当たり跳はね返る。それと同時に反対側から突きこまれた竜りゆう人じん族の拳こぶしを、クレトは外側に叩たたいて逸そらした。すれ違いざまその胸に衝撃を叩たたきこむ。

　赤い目を見開き崩れ落ちる相手を無視して、門番の青年は、頭に振り下ろされる獣じゆう爪そうを両手を交差させて受け止めた。ニアの声が飛ぶ。

「薙なぎ払います！」

「げ」

　即座にクレトは身を屈かがめる。その動作が一いつ瞬しゆん遅れていたら、彼もまた一いつ緒しよくたに薙ぎ払われていたかもしれない。頭の上を、ぶん、と何かが通り過ぎていった。クレトにまで押し寄せる空気の余波を、ジリアの張った防壁が遮さえぎる。

　荒れ狂う風の殴おう打だ。強烈なその力にもかかわらず、悲鳴は上がらない。ただ重いものがいくつも壁に叩きつけられる音がする。

　クレトがそっと顔を上げると、奥の石壁の前に、六人の襲撃者たちが積み重なっていた。偽の生徒とはいえ、相応の力を持っているのであろう者たちを一いつ蹴しゆうした少女に、青年は感かん嘆たんの声を上げる。

「これがニアの本気か……」

　セーネと並ぶ潜在能力を持つとされるディアテ王族の魔法使い。

　第一王女、ミレニア・ヒス・ディアテは──淡あわい紫色の双そう眸ぼうで、残る襲撃者を睥へい睨げいした。

「いつまでも好きにはさせませんよ。下がりなさい、無礼者」

　ゆらりとわきおこる威圧が場を支配する。冷えた空気が辺りに広がった。

　今まではミャーの手前、力を抑えてきたのだろう。だが双子が気を失っている今、ニアは本来の力を隠そうともせず傲ごう然ぜんと胸を逸そらし佇たたずんでいた。瞳ひとみと同じ色の髪が、うっすらと光ってたなびく。自然に他を圧するその姿に、ジリアは軽く瞠どう目もくしていたが、ニアが普通の生徒ではないと勘づいていたのかもしれない。彼女は声に出して驚くことはしなかった。

　残る二人の襲撃者、竜りゆう人じん族の少年と、槍やりを持った少女が構えなおす。

「──いや、お前らも寝てろよ」

　冷ややかな声は、既に二人の間に飛びこんでいたクレトのものだ。

　門番の青年は、右手に少女の顔を鷲わしづかむと、積み重なる襲撃者たちの山に叩たたきつける。彼は同時に竜人族の少年の手首を取った。そのまま少年の体が軽々と払われ投げられる様を、ジリアとニアは予定調和を見るように眺ながめる。

　クレトは全員がひと塊に動かなくなると、その傍そばに歩み寄った。一番手前に倒れている純人間の少女を、彼はじっと見つめる。

「こいつらって──」

　倒れている少女の首元に、クレトは手を伸ばす。

　しかしその指先が触れる直前、少女の体は跳はね上がった。見えない巨大な手につかみ上げられたかのように、うつ伏せに倒れていた彼女は背から浮き上がると、クレトに激突する。咄とつ嗟さのことで少女を受け止めてしまった青年は、後ろによろめきながらジリアの悲鳴を聞いた。

「クレト！　危ない！」

　積み重なる襲撃者の山から、巨人族の大きな手が伸びる。

　それは正面からクレトの首に取りついた。彼が受け止めている少女の体など存在しないように、起き上がった巨人族の少年は、愚直に門番の首を締め出す。引きずられてクレトの体が宙に浮いた。

「く……、こいつら……」

　完全に意識を失っていたはずの襲撃者たち、積み重なって倒れていた彼らが、まるで再びネジを巻かれたように一斉に動き出している。クレトは、受け止めている少女がゆっくりと自分の方を向こうとしているのに気づいて、あわててその体を床に放った。首をつかんでいる巨人族の少年の手を、大きく反動をつけて蹴けり上げる。

　宙を一回転し、冷たい粘ねん土どのような手から強引に逃れたクレトは、二人の少女を振り返った。

「ジリア！　ニア！」

　青い閃せん光こうが弾はじける。ジリアの放った魔法が、取りつこうとする襲撃者二人を弾いた。全身に雷光の直撃を受けた獣じゆう人じん族の二人は、床の上を転がり動かなくなる。だがジリアはそれで攻撃の手を緩めることはしなかった。指輪生の少女は苦い顔ながら、追撃のための詠えい唱しようを始める。

「氷雷よ──」

　ばちばちと激しい音を立てて火花が生まれる。そうして二人を近づけさせまいとするジリアの隣では、ニアが冷たい眼まな差ざしで触媒の剣を振るっていた。小さな紅あかい唇くちびるが、ふっと細い息を吐はき出す。

「散りなさい」

　短剣から巻き起こる突風が、再び向かってくる三人を壁に叩たたきつける。彼らは抵抗する間もなく絡まって石壁に衝突し──その直後、ごきり、と厭いやな音が聞こえた。

「っ……!?」

　ニアが軽く唇くちびるを嚙かむ。痛みを堪こらえるようなその目は、首がおかしな方向に折れ曲がった少女を捉とらえていた。他の二人と壁の間に挟はさまれ当たり所が悪かったのだろう。ずるずると床に崩れ落ちた少女の首は、根元から真横に折れてしまっている。赤色の目は光を失って見開かれており、だらんと広がって伸びる四し肢しが、命の抜け落ちた様を示していた。

　意図せずに為した結果に、ニアは美しい顔をきつく歪ゆがめる。

　ただ彼女は、そのことに動どう揺ようはすれど蹲うずくまりはしない。ニアは後悔を振り落とすように軽くかぶりを振ると、クレトに向きなおった。

「門番さん、ひとまず地上に──」

「ニア、逃げろ！」

「え……？」

　一いつ瞬しゆんの間かん隙げき。

　虚を突かれたニアは、背後からの気配を感じて振り返る。

　彼女の細い体へと投げかけられた二本の腕。

　その持ち主である襲撃者の少女は、変わらぬ無表情で──だが細い首はがくりと真横に折れたままだった。

「────っ！」

　声にならない絶ぜつ叫きようが上がる。

　けれどその叫さけびは、伸ばされた手が彼女の顎あごをつかんだことで唐とう突とつに途切れた。別の方向から伸びてきた手が、ニアの触媒の剣を捥もぎ取る。捕食者が食らいつくように、三人の襲撃者たちは、たちまち彼女に絡みついて捕えた。

「…………！　……！」

「ニア！　くそ、やっぱりか！」

　少女は必死でもがくが、力のない彼女はみるまに襲撃者に押さえこまれる。細い両手が磔たつ刑けいされる罪人のように左右に引っ張られ、淡あわい紫の髪が波打って乏とぼしい明かりの下に広がった。

　駆かけ出そうとしたクレトは、首の折れた女子生徒が、背後からニアの首に手をかけたことで立ち止まる。伸びた爪が、柔らかい肌にきりきりと食いこむのが見えた。──必要とあれば、いつでもニアの首を同様に折れるという無言の脅おどしだろう。

　けれどそう圧力をかけてくる襲撃者の顔は、真横に倒れたまま、まるで自分がどうなっているのか気づいてもいないようだ。空虚を思わせる赤い眼が無表情にクレトを見つめている。

「おいおい……趣味悪すぎんだろ……」

　広間から洩もれ出す光が、悪い夢に似た光景を照らし出す。

　──壊れた人の形をした拘束具に、囚とらわれた少女。

　いつの間にか、他の襲撃者たちもクレトやジリアの前から離れ、ニアを捕える三人の周りに集まっていた。彼女を取り囲み逃がすまいとしている彼らを見て、ジリアが強こわ張ばった声で囁ささやく。

「クレト……ニア・ディラを」

「わかってる」

　──迂う闊かつだった。

　今までこの学校で彼の前に現れた敵対者は、少なくとも戦闘では皆、彼自身を狙ねらってきていた。だからクレトは、自分さえ前に出て戦っていればいいとどこかで思っていたのだ。

　けれどこの襲撃者たちは違う。ミャーが言っていたではないか。「急にいっぱいの生徒がニアを追いかけてきた」と。

「初めから標的はニアかよ……」

　どういう目的で彼女を狙うのかはわからない。だが、ただの純人間の生徒であるニアに用があるとは思えない。おそらく必要としているのは「ディアテの第一王女」の方だ。

　──だが、襲撃者たちの正体について、クレトの杞憂が当たっているなら、なぜ、彼女を必要としているのか。

　理由がわからずクレトは逡しゆん巡じゆんする。その間に首の折れた少女は、ニアを拘束したままゆっくりと階段を上り出していた。目的を果たしたせいか、クレトたちには見向きもしない彼らは、一つの巨大な軟体生物のように動き出す。体中を押さえられ、身動きの取れないニアが視線だけで助けを求めてきた。

　クレトは束の間、思考の海に沈みかけていた自分に気づくと駆かけ出す。

「ニア！　こら待て！」

　制止の声を上げると、襲撃者たちの塊はスピードを上げた。

　──このままでは逃げられる。

「くそ……試してみるか？」

　迷っていては後手になりかねない。可能性があるなら一つでも潰つぶしておくべきだ。

　そう思ったクレトはもう一人の少女に叫さけぶ。

「ジリア！　ニアを捕まえてるやつの頭上を狙って魔法撃うってくれ」

「は!?　頭上って、あの変な女子のですか？　もう折れてますよ!?」

「頭を狙うわけじゃない！　頭の上だ！　空中を撃て、早く！」

　──予想が外れていればいい。

　指輪生の少女に指示を出しながら、クレトが思ったのはそんなことだ。どれほど疑わしくとも、気のせいであればいいと。

　真意の知れぬ門番の言葉に、ジリアは小さく頷うなずくとおぞましい塊を見上げた。その頂点に在ある、首の折れた女子生徒を睨にらむ。

「わかりました。……雷撃よ！」

　ジリアは突剣を上げると、言われたとおり女子生徒の頭上を狙ねらって青光を放った。長く暗い階段が一いつ瞬しゆん、白昼のように照らし出される。

　そしてその瞬しゆん間かん、空中に──張り巡らされた無数の黒い糸が浮かび上がった。

「え……!?」

　何がなんだかわからないらしいジリアと反対に、クレトは顔を歪ゆがめる。

　当たって欲しくない予感ほど、どうして当たってしまうのか。

　彼はもう一度少女に叫さけんだ。

「あの糸を焼き切れ、ジリア！　手加減するな！」

　全力を振るわねばたちうちできない。最大火力をぶつけたとしても、ジリアの力では傷一つつけられないかもしれない。──それでも、やらなければ間にあわない。

　ジリアは言われて中空を睨む。突剣が闇やみの中に青い軌き跡せきを描えがいた。

　透き通る声が、力を生む。

「──断ち切れ！」

　研とぎ澄まされた力。

　剣の形を取って飛ぶ光は、クレトが予想したよりもずっと鋭するどく、強いものだった。

　──そしてその雷光が、宙に溶けていた糸の数十本を焼き切る。

　直後、首の折れた女子の体がびくりと震えた。その全身が力を失って崩れ落ちる。解けた腕の中から、ニアの上半身がぐらりと傾き出た。未だ四し肢しを押さえられたままの彼女は、かすれた声でクレトを呼ぶ。

「も、門番さん……」

「待ってろ、ニア！」

　糸はまだ、全て切れたわけではない。現に襲撃者たちは、速度こそ落ちたものの階段を上り続けている。もう一度ジリアに攻撃させるか──焦あせるクレトの手に後ろから固いものが触れた。見るとそれは、襲撃者の携たずさえていた槍やりだ。落ちていたそれをジリアは拾ってきていたらしい。

「クレト、これを！　あなたには見えるんですよね!?」

「見えるって……」

　空中に隠された糸のことを言っているのだろう。だが、クレトにそんなものは見えない。ただ知っているだけだ。

　──そして、他に知る者はきっともういない。

「……わかった」

　逡しゆん巡じゆんは不要だ。

　クレトは受け取った槍やりを握る。その穂先を、ジリアが焼き切った糸よりも上──階段の伸びる先へと向けた。大きく後ろに引いた腕を、まっすぐに振り下ろす。

　放たれた槍は、襲撃者たちの頭上を越えると、何もない暗くら闇やみを貫いた。

　手応えはない。だがニアを連れ去ろうとしていた塊がぴたりと止まる。

　彼は暗い闇の中を見み据すえた。

「そこにいるんだろう！　出てこい！」

　誰よりも長く共にいた相手。

　誰よりも多く呼んだ名を、クレトは口にする。

「どういうつもりだ！　──セーネ！」

　陽ひの光の届かぬ場所に響く声。

　闇が、ゆらりと動く。

　遠い過去の向こうから、深しん淵えんたる魔女が姿を現す。

　昏くらい紅色の髪。同じ色の双そう眼がん。

「何をそんなに怒っているのかしら？　クレト」

　少女の姿をした、忌いまわしくも美しい女は、彼を見下ろすと──酷こく薄はくに微ほほ笑えんだ。
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　かつて「人形遣い」と呼ばれ恐れられた、一人の魔女がいた。

　純人間でありながら、誰の傍そばにも寄らなかった魔女。彼女は特定の居を持たず、神出鬼没で、誰の味方もしなかった。ある貴族の城を一夜にして更地にしたこともあれば、戦場跡に現れ無数の死体を操あやつり持ち去ったこともある。彼女を捕えようとした軍隊が、一いつ瞬しゆんで焼きつくされ灰になったという話は、種族を問わず皆を恐れさせたほどだ。

　強大な魔力を持ちながら、けれどそれを自分の気まぐれでしか使わなかった彼女。「最悪の魔女」と言われるセーネは、大陸中の人々に畏おそれられ──だが安心もされていたのだ。「誰にも、どこの国にも種族にも寄らない彼女だけはきっと、この凄せい惨さんな大戦には加わらないでいてくれるのだろう」と。

　だからその彼女が無数の人形を操って参戦したと聞いた時、多くの人は終わりを予感した。大戦の終結ではなく、何もかもが焼け落ちるような、そんな終わりを。

　実際、彼女は大戦最後の日、焼けていくディアテの城都に居あわせたのだ。激痛を堪こらえるように、顔を顰しかめながら鎖くさりを振るって戦い続けた彼女は、しかし戦火が収まると同時にいずこともなく姿を消した。

　その彼女がどこに行ったのか知っているのは、ごくごく一部の上層部の人間と──地下に収監された、戦争犯罪人たちだけだ。

　終戦からの七十年間、囚しゆう人じんと牢ろう番ばんとして彼女と共にいたクレトは、信じられない気持ちで空中に佇たたずむ友人を見上げる。

「何やってんだ、セーネ……」

「何って。見たままじゃないかしら？　それよりよく私のいるところに気づいたわね。貴方あなたの前で人形操くりをしたことは一度しかないのに」

「一度で十分だろ。強烈すぎる」

　ディアテの市街戦でのこと、大正門を守っていたクレトの前に、彼女は人形の軍勢を率いて現れたのだ。ばらばらの種族で構成された一団、しかもどれほど傷を負っても、どこの骨が折れても起き上がってくる彼らの姿は今でも忘れられない。その時の人形もまた、今と同じように全員が赤い目をしていた。

「どう考えても、あの時と同じだったからな。──お前の人形じゃないかって思ったよ」

　謎なぞの襲撃者がセーネの人形であるならば、糸さえ見えればそれを操る魔女がどこにいるのかはわかる。黒と赤の大胆なドレスに身を包んだ魔女は、両手に無数の黒糸を纏まとわりつかせながら首を傾かしげてみせた。

「意外に記憶力がいいのね。昔のことなんて全部忘れてるかと思ったのに」

「そこまで記憶力がいいわけじゃないけどさすがに覚えてる。ってか、いい加減ニアを放せ」

　操り人形の塊に捕われたままのニアは、恐怖と緊張の入り混じった目でセーネを見上げている。潜在能力は匹敵するがゆえに、魔女の恐ろしさもよく知っているのだろう。

　一方、もう一人の少女、ジリアは黙だまってクレトの隣に並んだ。その青い目は怯ひるむことなく真意を探さぐるようにセーネを見つめている。

　クレトの要求に、セーネはくすりと笑った。

「折せつ角かく捕まえたのに、どうして放さなければならないのかしら。それも、ただの生徒じゃない。ディアテが隠しておいた第一王女よ」

「お前がそれ知ってるのは不思議じゃないけど、悪ふざけにしちゃ度が過ぎる」

「そうかしら。私が普通のことをするはずないって、あなたはよく知ってると思うけれど？」

「知っててもおかしいって思うだろ」

　セーネほどの魔女に不可能はない。

　不可能はないが、彼女は自分の興味を引かないことはやらないのだ。現に彼女は、この七十年間地下牢ろう獄ごくの番人であり続けた。本当に嫌いやになったら、どこへ姿を眩くらますこともできるにもかかわらず、誰にも知られぬ役目を全まつとうしていたのだ。

　だから今、彼女がおかしなことをし出したのには、余程の理由があるに違いない。焦しよう燥そうに駆かられるクレトに、隣からジリアが声を殺して囁ささやく。

「クレト、気をつけてください。あの扉にあった水晶球の封印……割られたはずの破片がどこにも落ちていませんでした」

「……それは」

「誰かが床を掃除したのだとしたら、壊されたのは昨日や今日の話ではないのかもしれません」

　感情を排した忠告に、クレトは沈ちん黙もくする。

　あの封印がもっとずっと前に破壊されていたのなら、セーネがそれに気づかないはずがない。知っていて放置していたか──あるいは彼女が封印を解いた本人であるかだ。

　そして、本当に彼女が今回の異変に関かかわっているとしたら、心当たりは一つある。

「城に呼ばれて、何があったんだ？」

　彼女が城に呼び出されたきり帰ってこなかったという話。そして今、王族であるニアを攫さらおうとしていること。その二つはおそらく繫つながっている。

　険しい顔で問うクレトに、セーネは肩を竦すくめた。

「特別なことは何も？　いつもどおりのことくらいかしら」

「いつもどおりでこんなことするのか。んなわけないだろ」

「あら。そうだったかしら？」

　真しん紅くの双そう眸ぼうが、すっと細められる。

　少女の周りの闇やみが、一段濃くなった。

「──したいと思ったら、私はするのよ」

　ぱちん、とセーネは指を鳴らす。

　それと同時にニアを捕えていた人形たちは、ばらばらとその場に崩れ落ちた。代わりに彼らを動かしていた操あやつり糸が、ニアの体に絡みつく。きりきりと無数の黒糸に体を締め上げられ、王女の顔は苦痛に歪ゆがんだ。その隣にセーネがふわりと下りてくる。

「城にはこう聞かれたわ。『地下の狂人たちは、いつまでそのままなのか』って」

「いつまでって……ずっとだろ。呪のろいがあるんだから」

　だから監獄学校には子供たちが集められ、「呪いを解きたい」とニアが言うのだ。何を言いたいのかわからない質問にクレトは困惑する。糸に捕えられたニアを解放したいと思いつつ、彼はセーネの出方を探さぐった。

　人形遣いは、小さな手で王女の頭を撫なでる。

「ずっと、ね。術者はとっくに死んでいるのに、途方もないわね」

「今更何言ってんだ。そのせいでお前も牢ろう番ばん続けてんだろうが」

「そうだったかしら。……でも城は、いい加減今の状態を終わらせたいと思っているらしいわね。各種族も宮廷も、自分たちの利害を考えるので忙しいんでしょう。羽う人じん族なんかはここの入学者を『一割じゃなく定員制にしてほしい』って要望しているみたいだし」

「それは……」

　ディアテにおける羽人族の立場に絡んで、ルルゥ・エンシズと対立したのはつい先日のことだ。あの時は根深い種族問題に彼女一人が抗あらがっているようにも感じたが、羽人族の方でも現状を変えたいと思っているのかもしれない。クレトの隣でジリアが小さく息をつく。

　セーネはけれど、まるで興味などないように彼らの反応を無視した。

「確かに今のままじゃ、それぞれの種族にとっては人的資源を無む駄だにしているように思えるのかもしれないわね。といっても子供を集める理由はあるのだけれど……皆それを忘れてしまうのね。月日というのは残ざん酷こくだわ」

「……何が言いたい」

「私からは特に何も。ただ、そうね。私を呼び出した人間たちはこう言ってきたの。『この学校を今の状態で封印したい』って。『それを手伝うなら、お前は自由にしてやる』って」

「な……！」




　監獄学校の完全封印。

　偶然にも、ルルゥから似た話を聞いたばかりだ。地下牢ろう獄ごくに万が一のことがあった時には、生徒ごとこの学校を封鎖して対処するつもりらしいと。

　──けれどディアテは、何も起きていない今、それをやろうとしている。

　大戦の遺物という「過去」を、生徒たちという「今」を犠牲に封じてしまおうというのだ。




　拘束され口をふさがれたままのニアが、愕がく然ぜんとした顔で固まる。

　突剣を提さげたジリアが、青い目を見開いた。

　少女たち二人の驚きを代弁するように──己の疑問をぶつけるように、クレトは声を荒げる。

「なんでそんな……突然にもほどがあるだろ！」

　七十年もの間、ディアテはこの体制でやってきたのだ。それを今になってなぜ突然変えてしまおうとするのか。

　理解できずにいるクレトに、セーネは優しいともいえる笑え顔がおを見せる。

「突然、というわけじゃないと思うわ。あなたは気づいていないかもしれないけど、地下牢ろう獄ごくは少しずつ老ろう朽きゆう化が進んでいる。他にも五種族が共に暮らすようになって、種族間のバランスも少しずつ変わっていってるの」

　魔女の視線が遥はるか地上を見上げる。その脳のう裏りによぎるのは今の青空か、かつての焼けて赤い空か。それともまったく異なる何かなのか、クレトにはわからない。

「国の上層部にはこの学校をよく思う者も悪く思う者もいて、水面下での争いが長い間続いているわ。でも、それも限界なんでしょう。このままではいられないと思っている人間が増えたんだわ。──先の種族間会議では、異種族婚を合法にしようなんて議題が出たくらいだし」

　顔色を変えるニアに、セーネはにっこりと笑いかけた。

「少しずつ、色んなものが変わっていっているの。だから彼らにとって、変わらないものは邪じや魔まなのよ。私たちは、彼らの足につけられた重石おもしでしかない。外して埋めてしまいたいって思われても仕方ないのね」

　そう語るセーネの口ぶりからは、侮ぶ蔑べつも嫌けん悪おも感じられない。ただ当然のようにさらりと軽く語っている。だが、彼女が自分から真意を語ることなど、ほとんどないのだ。

　この学校で過ごした時間の何十倍もの時間、彼女と共にいたクレトは、魔女の赤い双そう眼がんから目を離さずに問うた。

「この学校を封印したいって……それでお前はどう答えたんだ」

　──牢ろう番ばんから解放されるという条件で、協力を受け入れたのだろうか。

　そんな甘言に動かされる彼女ではないとクレトは思うが、今起きている事態は彼の推測を裏切るものだ。いつでも飛び出せるよう、門番の青年は足あし下もとに注意を払う。ニアたちのいる石段までは十数段。だがその間には、人形たちの体が転がっていた。

　セーネは赤く伸びた爪を顎あごにかける。

「そうね。馬ば鹿か馬鹿しいから断ったわ。この私に『自由にしてやる』なんて。子供の戯ざれ言ごとじゃあるまいし」

「セーネ……」

「でもそう言ったら、城の人間が皆襲いかかってきたの。最初からそのつもりでいたのかしらね。部屋に私の力を封じる仕掛けまでしていたのを発動させて──大戦の時の人質事件の再現みたいだったわ」

「そ、それでお前、どうしたんだ!?」

「その場にいた全員を殺したけれど」

　周到な罠わななど、なんの意味もなかったのだと真しん紅くの目は語る。嫣えん然ぜんと笑う魔女とは対照的に、黒糸に縛しばられたニアは顔色を失なくした。それに気づいたセーネは少女の耳元に唇くちびるを寄せる。

「安心するといいわよ。あなたの家族を殺したわけじゃないから。ああでも、他の人間とは少し話させてもらったわ。私を排除して、どうやってこの学校の封印を保つつもりかって。ね、なんて言われたか聞きたい？」

「──回りくどいぞ、セーネ」

　なんの意味もないようにばらまかれる言葉は、嗜し虐ぎやくの裏にちらちらと悪意が見え、真実を遠ざけているように思える。クレトが苛いら立だちを覚えて注意すると、魔女は嘯うそぶいた。

「わかりやすく順を追って教えてあげているだけなのに。じゃあ、答だけ教えてあげる。彼らはね、私の代わりに新しい人間が牢ろう番ばんになるって言うの。その為に人為的な実験を繰り返して生み出された人間がいて、そろそろ実用可能な時期が来たんですって」

「……へ？」

「だからクレト、紹介してあげるわ」

　セーネの手が、ニアの顎あごをつかんで上向かせる。

「ミレニア・ヒス・ディアテ。この国の第一王女にして──地下牢ろう獄ごくの新しい牢番よ」







　驚きよう愕がくに固まっていた時間が、何秒ほどであったのか。

　セーネの言葉に、クレトだけでなく当のニアも自失していたのは確かだ。

　頭が理解を拒んで生まれる空白。ともすればずっと続いてしまいそうなその硬直を解き放ったのは、魔法の青い光だった。

　暗くら闇やみを照らす清浄な光。ジリアが突剣の先に灯ともしたその光を見て、クレトは我に返る。今まで無言でいた指輪生は、青光を松たい明まつのように掲げながら一段前に出た。

「細かいことはともかく、話はわかりました。しかしながら城の要請を断ったあなたに、ニア・ディラを捕える理由はないのでは？　彼女が今の案を知っていたようには見えませんが」

　──自分がセーネの代わりを務める為に生み出された人間なのだと。

　そう聞かされたニアは、まるで迷子のように呆ぼう然ぜんと凍りついたままだった。

　今の今まで、国の為に一生をこの学校で終えるつもりでいた彼女。だがそれだけの覚悟をまだ若い少女が負うには、かなりの葛かつ藤とうがあったに違いない。けれど、彼女が強い力を持って生まれたことも、監獄学校に入学したことも、全て最初から計算されたことだったとしたら──

　何も言えぬニアの心中を思ってクレトは歯ぎしりする。

　一方、前に出たジリアは、セーネを見み据すえた視線を動かさないままだ。何を考えているのかわからぬ魔女を前にしても、一切怯ひるむところのないその態度に、セーネは一いつ瞬しゆん楽しそうに微笑する。けれど魔女はすぐに元の艶えん笑しように戻って返した。

「知らなかったのはそのとおりだと思うけれど。……でも、それが何なのかしら？」

「……え？」

「悪意があるとかないとか、知っていたとか知らないとか、そんなことに何の関係があるというのかしら？　起きたことが全てじゃないの？　現に私は謀ぼう殺さつされかかったのだし」

「それは……」

「牢ろう番ばんにも飽きてきたところだし、ちょうどいいわ」

　魔女はちらりとニアを見る。咄とつ嗟さにジリアが踏ふみ出しかけたところで、セーネは彼女に何かを投げてよこした。ジリアがあわてて受け止めると、それは付ふ箋せんを貼られ、ぼろぼろになった怪談本だ。

　稀き代だいの魔女、セーネ・ビエラは赤いドレスの裾すそを翻ひるがえす。

「──全部、壊してあげる」

　美しい笑え顔がおでの宣告。

　魔女の左手が、ニアの頭を抱いた。それと同時に糸を操あやつる右手が、高々と頭上に掲げられる。

　指先に灯ともる真しん紅くの焰ほのお。それは、恐ろしいまでに凝縮された力だ。

　彼女は揺ゆれる焰を笑いながら真下へと向けた。その指先が指すものは地下牢ろう獄ごくだ。

　クレトは石段を蹴けって駆かけ出しながら叫さけんだ。

「待て、セーネ！　何をするつもりだ！」

　地下牢獄は、一つ一つの独房に真紅の火で鍵かぎがかけられている。そして今、魔女の指先に灯るのは同じ色の焰だ。その二つが意味するところは──

「まさか、全ての牢を開ける気か!?」

　ぞっと戦せん慄りつするクレトを、人形遣いは薄く笑って見下ろす。

「あら。だとしたら、あなたはどうするのかしら？」

「止めるに決まってる！　当たり前だろ！　気でも違ったか！」

　七十年守ってきた封印を、生徒たちの苦労をここで無にするわけにはいかない。そんなことは疑う余地もない。この学校を守る。それが門番であり、大戦遺物でもあるクレトの責務だ。

　譲ゆずれない決意を抱いだいて走る彼に、だがセーネは謳うたうように返す。

「なら、私とあなたの勝負かしら。私がこの箱庭を壊そうとするのを、あなたが守りきれるのかどうか」

　魔女は指に灯した焰に、ふっと息を吹きかけた。

「競争を、始めましょう」

「やめろ！」

　クレトは最後の数段を蹴けって手を伸ばす。

　だがその手は空を切った。

　代わりに魔女の指から放たれた焰ほのおが、彼の目の前で石段の中へと吸いこまれる。

　数秒後、遠く地下から地響きが聞こえてきた。壁際に並ぶ独房の鍵かぎが全て解かれたのだろう。終わりを告げる轟ごう音おんの上で、クレトは愕がく然ぜんとした気分を嚙かみしめた。

　彼は顔を上げ、セーネを睨にらむ。

「……悪ふざけで済まされる域を越えたぞ」

　いくら何をしでかすかわからない彼女とはいえ、これはさすがに冗談では通らない。

　怒いかりをにじませて問う門番に、魔女はしかし──ただ美しく笑った。

「馬ば鹿かね、クレト。呪のろいを受けた他の人間が皆、大なり小なり狂っているというのに、どうして私だけは、正気だと思っていたのかしら」

　セーネは両手を上げる。

　それと同時に、闇やみが一面に広がった。

　否いな──闇に見えたそれは黒い糸だ。数万、数十万本もの無数の糸。魔女の十指から放たれた糸は、空間を埋めつくしクレトへと降り注ぐ。

　後ろにいたジリアが、階段を駆かけながら突剣を薙ないだ。

「切り裂け！」

　冷気を纏まとう光が黒糸の幕を切り払う。たちまち散っていく糸のその隙すき間まへと、クレトは飛びこんだ。彼は糸の向こうにいる魔女の名を呼ぶ。

「セーネ！」

　けれど闇が引いた後の階段に、彼女の姿はない。

　石段に散らばっていたはずの人形たちも、あれほど張り巡らされたはずの糸も全てなくなっていた。そして──

「……ニア」

　囚とらわれた少女の姿もまた、忽こつ然ぜんと消え失うせていた。
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　悪夢が過ぎ去った後の暗い階段は、覚めきらない驚きよう愕がくと後味の悪さだけが立ちこめている。

　振り返ってジリアを見下ろしたクレトは、けれどすぐに地下からの咆ほう哮こうに気づくと、正気に戻った。数段飛ばしで駆かけ下りると彼女の肩を叩たたく。

「ジリア！　先に上に逃げてろ！」

「え!?　って、あなたはどこに……」

「ミャーたちを拾ってくる！　急げ！　──囚しゆう人じんたちが出てくるぞ！」

「……っ」

　青ざめるジリアを横目に、クレトは半ば飛び降りるようにして広間へと駆かけ戻る。まず入口に寝かされていたロドを、彼は傍そばに屈かがみこむと肩に担かつぎ上げた。反対側の肩にその妹を担ごうとしたところで、けれどクレトは突き上げるような縦揺ゆれにバランスを崩しかける。意識のないロドの体がずり落ちそうになった。

「げ……」

「クレト！」

　伸びてきた両手が、必死にロドのシャツをつかむ。その隙すきにクレトは少年を担ぎなおした。少女の手を借りて、クレトは反対側の肩にミャーを乗せる。双子を確保して立ち上がった青年は、傍かたわらで彼を支える少女に苦笑した。

「お前、ほんと先に行かないよな」

「その必要があると判断したなら行きます。今は、二人で協力した方がいいと思っただけです」

「共倒れにならないといいけどな」

　階段を戻ってきたジリアは、それを聞いて頰ほほを膨ふくらませたが、再び地下より咆哮が上がると、生き真ま面じ目めな顔に戻った。まるで獣が鳴いているような叫さけびは、けれど先程よりずっと近くまできている。二人は顔を見あわせると、揃そろって暗い階段を駆け上がり始めた。ジリアが広間の入り口を振り返って叫ぶ。

「クレト！　一人来ます！」

「先に行け！」

　狂人たちの独房を封じていた赤い火は、最悪の魔女たるセーネの魔法封印だ。それが解かれた今、狂った囚人たちは地上へと向かってきている。恐ろしい速度で追いついてきた一人をクレトは振り返った。

「獣じゆう人じん族か！」

　広間を抜けて現れたのは、仔こ馬うまほどもある猫に似た黒い獣だ。黄色く濁にごった両眼には狂気がちらついており、その四し肢しには引きちぎられたと思おぼしき鎖くさりのついた枷かせが見える。大きな顎あごは滴したたる涎よだれに塗まみれており、その隙すき間まからは白く鋭するどい牙きばが覗のぞいていた。

　独房からここまで、全速力で駆かけてきたのだろう。封印が解かれてからほんの数分で追いつかれたのには驚いたが、それが獣じゆう人じん族の完全獣化であるなら納なつ得とくだ。四足の獣は、階段にいるクレトたちを見つけると、目を爛らん々らんと光らせ頭を低くした。

　──このまま二人を担かついでいては食い殺される。

　そう予感し足を止めかけた門番に、指輪生の少女が叫さけぶ。

「止まらないでください！　上がって！　振り返らないで！」

「っ、わかった！」

　ジリアがそう言うなら信じるだけだ。前を向きなおすクレトとすれ違うように、彼の顔の傍そばを白い光球がすり抜ける。──直後、彼の背後で強烈な閃せん光こうが破裂した。獣の甲かん高だかい鳴き声が上がる。完全獣化の感覚の鋭えい敏びんさを逆手にとっての光は、長い年月を地下に幽ゆう閉へいされていた囚しゆう人じんの視力に覿てき面めんだったのだろう。ジリアは気絶した獣を目視すると、クレトを叱しつ咤たした。

「ほら今のうちに！　行きますよ！」

　今のところ姿が見えないとはいえ、後続に追いつかれたら終わりだ。クレトは頷うなずいて走り出しながら、友人の魔女の言葉を思い出す。

「セーネのやつ……本当に学校をぶっ壊すつもりなのか？」

　地下牢ろう獄ごくが解放されたらこの学校がどうなるのか。その答を既にクレトたちは聞いて、知っている。生徒を巻きこんでの学校の完全封ふう鎖さだ。

　──そしてもし、実際に封鎖が行われてしまったのなら。

　その時はディアテの時代が変わるだろう。戦後の象徴であった監獄学校が崩壊し、大戦遺物の復活を以もつてクレトたちの知らぬ新たな時代が始まる。──おそらくは、ひどく凄せい惨さんになるであろう時代が。

　だが果たして、そんなものが本当にセーネの望みであるのか。

　クレトの困惑が伝染したのか、三段前を走るジリアが、荒い呼吸の合間に問うてくる。

「クレト……、セーネ・ビエラが……ニア・ディラを……連れ去った、ということは……牢ろう番ばんの代替わりを……させるつもり、なのでしょうか」

「無理して喋しやべんな。それに代替わりっつったって、囚人逃げ出してちゃ牢番も何もないだろ」

「なら、なぜ」

「なぜって……あいつのやることだからな……」

　したいと思ったことをするのが彼女だ。そこにどんな理由があるかは見当もつかない。

　だが、それでもクレトは考えこみながら顔を上げ……見えたものに、無言になった。

　いつからそうだったのか、視線の先で短いプリーツスカートが翻ひるがえり、白い足が付け根近くまで露あらわになる。

　必死で階段を上っているジリアが聞き返した。

「それとも、って、なんですか……途中で、やめないで、ください……」

「うん……ジリア、今回の一件が片づいたら、冷え防止にショートパンツ履はくといいぞ」

「…………」
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　──これでごくごく自然に、当たり障さわりなく忠告できただろうか。

　クレトがほっと眉まゆを緩めた直後、けれど青い光の球がいくつも上から降ってきた。丸いそれらは、クレトの頭に次々ぽこぽことぶつかってくる。

「ちょ……やめろジリア……！　前が向けない！」

「ま、前なんて、向かなくていいです！　あなたなんて、ずっと下見てればいいんです！」

「見てないから！　危ないからちゃんと走れ！」

　遊んでいるわけではないのだが、こんなところで遊んでいては囚しゆう人じんに追いつかれて八つ裂きにされかねない。ぶつかり続ける球を頭で受けていたクレトは、ジリアがついに足を止め振り返ったのを感じてぎょっとした。突剣の先端が彼の方をさす。

「凍いてつけ──」

「あほか落ち着け……！」

　止める間もなく槍やり状の冷気が突剣から放たれる。

　けれどそれは、思わず身を竦すくめたクレトの脇わきを通り過ぎ、後方の石段へとぶつかった。

　──クレトの全身に、軽い痺しびれが走る。

　同時に冷気の槍やりがぶつかった場所はたちまち凍りつき、その範囲は次々下の段へと広がっていった。でき上がった氷の階段を振り返って、クレトは素直な感想を洩もらす。

「すごいな……これ上ってこられないだろ。つるつるで」

「そのためにやったんですから！　ほら、急ぎますよ！　上を見ないで！　前も見ないで！」

「俺、二人担かついでるからな！　がんばるけど！」

　言いあっているうちに、ついに二人は地上階へとたどりついた。教師たちか誰かが様子を見に来ているかとも用心していたが、廃棟の一階には誰の姿もない。ここまで来れば禁止領域ではないので、クレトは一旦双子を下ろそうかと迷ったが、囚しゆう人じんたちが動き出していることを考えるとそれもできない。

　彼は双子を担いだまま、膝ひざに両手をついて倒れそうなジリアを促うながし、外へと向かった。

「とりあえず、急いでニアを助けて地下封印を復活させないと……」

　それは裏返せば、セーネと相対するということだ。彼女が何を考え、何をしようとしているのか。さっきの話が全てとは思えない。ただ、それ以上のことを聞き出すにしても、相手は「最悪の魔女」だ。一筋縄ではいかないと思った方がいい。

　よたよたとついてきたジリアが、額ひたいの汗をハンカチで押さえる。

「この廃棟の扉を封ふう鎖さすることができれば、ひとまずの時間稼ぎになりますか」

「だったらいいんだけどな……あの地下牢ろう獄ごく結構入り組んでるし……」

「なんですか、その含みのある言い方……呪のろいますよ」

「俺のせいじゃない！　ここの作りが複雑なんだよ！」

　クレトなどは呪いの影響で終戦直後の記憶がほとんどないが、残った人間たちでの事後処理は混迷を極めたと聞く。その中にあって一番問題で一番扱いづらかった地下牢獄を片づけるには、「どうしたいか」ではなく「どうすることなら可能か」で進めていくしかなかったのだろう。

　あれから七十年、この学校の構造を完全に把握できている人間はどれだけいるのか。セーネならばわかっているとは思うが、今の彼女には頼れない。

　クレトは見えてきた外への扉を前に、指輪生の少女に忠告する。

「ともかく気をつけろ。外に出ても誰が味方かわからないからな」

「ええ。急ぎましょう」

　──自分たちに味方などいるのかと、思わないわけではない。

　だが、決して孤立しているわけではないはずだ。望んでいるのは、誰しもが思う当たり前で平凡な日常に過ぎないのだから。

　両手が上う手まく使えないクレトは、鋼鉄の扉をそっと体で細く押し開けた。途端陽ひの光が差しこんできて、思わず目を背そむける。その間に脇わきからするりと抜けたジリアが扉を開け放った。

「クレト、ひとまず二人を校舎に置いて、生徒たちに警告しますよ！」

「わかった！」

　二人は陽ひの光の下に飛び出す。

　草が伸び放題の廃棟周辺には、他に誰の姿もない。壊されたままの鉄てつ格ごう子しの扉を抜け、クレトたちは校舎の方へと走った。

　そうして視界の開けた場所に出たところで、二人は足を止める。

　隣でジリアがぽつりと呟つぶやいた。

「なんですか、これは……」




　長い金髪の女が、乾いた土の上を裸足で歩いている。

　生徒ではないのだろう。白いワンピースは摺すりきれて薄汚れている。若く見える顔立ちは整ってはいたが、空を見上げる目は虚うつろで表情がない。そして夢遊病のようにふらふらとさまよっている女の手には──意識のない女子生徒の頭が、鷲わしづかみにされていた。




　ずるずると、ぬいぐるみのように女子生徒を引きずっている女。だが、ジリアが目を止めたのはその女だけではない。

　遠く離れた場所に、奇声を上げながら、空を見上げて泣き喚わめいている獣じゆう人じん族の男が見える。その周りには倒れている人影がいくつかあり、血ち塗まみれの彼らは生徒であるのか違うのか判別がつかなかった。

　倉庫の方からはガンガンと何かを破壊する音が聞こえてくる。それどころか正面に見える校舎からは白煙が洩もれ出しており、窓ガラスの何枚かが砕くだけ散っているのが見えた。

　とめどない異変の前触れ。

　ほんの短い時間で変わってしまった校内の景色を前に、ジリアは小さく身震いする。

「これって、地下牢ろう獄ごくの……」

「囚しゆう人じんたちだな。やっぱり出口が他にもあったんだろ、くそ」

　生徒たちは今現在、建物外へ出ることを禁止されている。ここから見える範囲で戦闘が起こっていないのはそのせいだろう。だが、校舎の中では既に騒さわぎが始まっている。クレトは二人を担かついだまま駆かけ出そうとした。

　その時、耳元でかすれた声が囁ささやく。

「門番……置いてけよ……」

「妖怪かお前は！　急にびっくりすんだろうが！」

　いつの間にか目が覚めたらしいロドは、それでも自分の力でクレトの肩から滑り下りた。ふらつきを残した少年は、まだ意識のないミャーの体を引き取る。ロドは妹を支えながらも無理矢理立たせると、その髪をがしがしとかき回した。

「こら、起きろミャー」

「……うにゃ」

　寝ね惚ぼけ眼まなこの少女は、まだ夢の中にいるように視線を巡らす。妹と同様、どこかぼんやりした表情のロドが、彼女の肩を叩たたいた。

「起きろっつーの。ほら、来るぞ」

「え？」

　ロドの言葉にジリアが振り返る。見開いた彼女の目にその時映ったものは──彼らに向かって投げつけられた女子生徒の体だ。まるでがらくたのようにそれを投げた女は、甲かん高だかい笑いを上げながら彼らの方へと走ってくる。

　ジリアにぶつかろうとする少女の体を、クレトは横合いから蹴けりつけた。

「下がってろ！　あの女、巨人族だ！」

「でもクレト、今、生徒を……」

「あれは人形だ！　セーネのやつの残りだろ！」

　狂気をむき出しにして走ってくる女は、クレトに向かい汚れた拳こぶしを振りかぶる。

　しかしそれを受けようとした青年の前に、ロドがふらりと飛びこんできた。何もかもを砕くだかんと振り落ろされた拳を前に、少年は小さくあくびを嚙かみ殺す。

「ロド・ゼニス！」

　ジリアの警告は、けれど無意味に終わった。

　女の拳は空を切る。消えた標的に女が動きを止めた直後、その体は左へと蹴り飛ばされていた。砂煙を上げながら土の上を転がる女に、ロドはあくびをしながら手を振る。

「ほら門番、なんかよくわかんねーけど行けよ」

「いや、行けって……。なんかよくわからんなら行っちゃまずいだろ。かなり面倒なことになってるぞ」

「面倒？　別にいつもと変わんねーだろ」

　倒れた女は、ゆっくり起き上がろうとしていた。地下の囚しゆう人じんたちは不死であるのだから終わりはない。拘束し封じこめるまでは際限のない戦いが続く。

　まるでディアテが燃えたあの日の悪夢を再現するかのような眺ながめに、だが少年は軽く肩を鳴らしながら言った。

「好きなように戦っていいんだろ？　ならやらせろよ。どうせそっちは他にやることあるんだろうし」

「ふぁー……ミャーもやるー」

　両手を上げて大きく伸びをしながら獣じゆう人じん族の少女が兄の隣に並ぶ。だが彼女はすぐに、何かに気づくと辺りをきょろきょろ見回した。

「あれ、ニアは？」

「ニア・ディラは……」

　ジリアは一いつ瞬しゆん言い淀よどんだが、すぐに意を決した顔で続けた。

「彼女は攫さらわれました。今、探している最中です。ですがそれに付ふ随ずいして、地下にいた囚しゆう人じんたちが地上に出てきています。彼らは不死属性を持っていて、正気を失っている者も多いです」

「……なんかよくわかんない」

「……そう言われると思いました」

　ジリアは軽く肩を落とす。だが、そうしている間にも南側に見える雑木林から、おぼつかない足取りで大柄な男が歩み出てきた。他にも倉庫の方から目隠しをした瘦そう身しんの少年が現れる。低い唸うなり声を聞いて振り返ったクレトは、廃棟の方からさっきの黒い獣が姿を見せたのに気づいて溜ため息いきを飲みこんだ。

　増えてくる地上への脱獄者を見回してロドは笑う。

「不死属性って、何しても死なねーってことだろ」

「そうです。だから──」

「やり過ぎてもいいってことだよな。んじゃ、こっちは任せろよ」

　ロドは妹を手招きする。ニアのことが気にかかるのか、落ち着かない様子ながらミャーはそれに従った。双子の兄妹は背中合わせに立つと、まるで一つの存在のように気配を同じくさせる。先程までのとろんとした目が噓うそのように静かに構えたミャーは、クレトと目が合うと三角の耳をぴこぴこと前後させた。

「ミャーは馬ば鹿かだからよくわかんないけどさ、門番、ニアのこと頼んだよー」

「頼んだって、お前……いや、わかった」

　迷っている時間はない。クレトは校舎から上がる煙を睨にらむ。

「いいか、やばそうだったら退ひけ。際限がないからな。あいつらの傷は時間で回復するけど、傷の深さと回復にかかる時間は比例する。気絶させて拘束するのが一番いい。あと時々めちゃくちゃヤバイやつが混ざってるから。そういうのに会ったら逃げろ！　わかったか!?」

「いっぱい言われてよくわかんなかったー」

「やっぱりか！」

「おれが覚えた。さっさと行けっつの。おれがミャーを死なせるわけないだろ」

「ぐ……」

　追い払うように手を払われ、クレトは苦い顔で頷うなずいた。彼はジリアを促うながすと、校舎に向かい駆かけ出す。白い服を着た女が、四つ這ばいで立ち上がりながらクレトをちらりと見たが、その虚うつろな目は門番の青年よりもロドを標的と定めているようだった。

　クレトは振り返りながら叫さけぶ。

「ヤバイと思ったら校舎とか外の壁を殴なぐれ！　そしたらそいつら、ちょっと硬直する！」

「なんですか、それ……」

　意味のわからぬ助言に眉まゆを寄せたのはジリアの方だ。クレトは戦闘に集中し始めた双子ではなく、彼女の疑問に答える。

「この学校、建物とか壁が生徒の力を吸収して、地下の封印に使うようになってるだろ。あれ、囚しゆう人じん一人一人に対しても作用してるんだ！　封印機能が強まって体が痺しびれる！」

「え？　そんな風になってるんですか？　でも牢ろう獄ごくから出ちゃってますよ」

「出てても効く！　ってか俺がずっとそうだったからな！」

　地下牢獄を出て門番になった時から、クレトもまた壁や建物への流れ弾だまの余波をひっそりと受け続けてきたのだ。だが今までは、生徒のストレス発散なのだから当然だと気にしていなかったし、ジリアにも黙だまっていた。それを知れば、彼女は口には出さなくても気にしてしまうだろうと思っていたからだ。

　だが囚人がはみ出している今となっては事情が変わってくる。セーネが牢を解放した今でも、この効果が残っているのは、さっきのジリアの魔法で実証済みだ。彼女が階段を凍らせる魔法を撃うった時、クレトの体にもまた痺れが走ったのだから。

　ジリアは一いつ瞬しゆん目を丸くして、だがすぐに眉まゆを寄せた。

「なんで今まで言わなかったんですか！　さんざんビリビリしてたでしょう！」

「お前がそういう反応しそうだと思ったからだよ！　でもこうなった以上、遠えん慮りよなく使え！」

　二人は校舎の方へ走る。近づくにつれ、悲鳴と怒声、そして物の壊れる音が聞こえてきた。クレトは走る速度を上げる。

「ジリア！　自分を守れよ！」

「わかってます！」

　返事だけは明めい瞭りように、彼女は返してくる。遠ざかる背後から、地面を蹴ける音と肉のぶつかりあう音が聞こえた。

　ロドたちが戦っているせいか、遮さえぎるものなく校舎にたどりついたクレトは、割られた窓枠に足をかけて乗り越える。彼はついてくるジリアに手を貸すと、その体を抱き上げて中に入れた。

　左右にまっすぐ伸びる廊下。

　並んでいる教室は、普段使われていないものばかりなのか人ひと気けを感じない。歴史を感じる石造りの建物は整然として、まるで普通の学校のようだ。違いがあるとしたら、なんに使うものなのかところどころの壁に鉄の鎖くさりがかけられていることくらいだろうか。

　門番になって以来、初めて校舎内に踏ふみこんだクレトは、どちらに進むべきか誰もいない辺りを見回す。

「ってか、入ったことないからまったく現在地がわからん！　燃えてるのどっちだ！」

「案内します！」

　ジリアは言うなり左へと走り出す。突剣を抜いたままの彼女は緊張顔だ。ジリアは前を見み据すえたまま苦い声で言った。

「クレト……先生たちはどちらの味方につくでしょうかね」

「わからん。生徒の方だといいけどな」

　腕輪生やクレトの収監について、理由がわかっていないようだった教師たちは、この非常時にどう動くのか。もしクレトが脱獄していることを見み咎とがめられたら面倒だ。

　だがジリアが口にしたのは、よりまずい問題だった。

「クレト、忘れたんですか。監獄学校の生徒は、建物内にいると力を封じられて弱体化するんです。外に出る許可のないまま押しこまれれば、完全に狩られる側ですよ」

「……っ、げ……そうだった」

　言われてみれば、生徒たちにはそんな制限があったのだ。今まで外でしか彼らとつきあいがなかったのですっかり頭から抜け落ちていた。

　──だとしたら今、校内で起きているのは。

「下へ手たしたら虐ぎやく殺さつ……か？」

　ぞっと体が冷える。想像しうる中で、それは最悪の事態だ。

　だが、大戦の時代を生きてきたクレトは、時に最悪こそが現実になるのだと知っている。

　否いな、生徒たちも当然わかっているのだ。妹と残ったロドは「ミャーを死なせない」と言っていた。生死が関かかわる戦闘になると、強者である少年は肌身で理解していたのだろう。

　そのことに気づいていながら、ロドたちに足止めを任せてきたクレトは、己の甘さに歯は嚙がみする。見えてきた曲がり角を前に、青年は低い声で宣言した。

「生徒を外に出すぞ。教師たちが止めてきたらぶん殴なぐる。外は外でやばいけど、ここの生徒なら戦えた方がいい」

「わかりました」

　地下牢ろう獄ごくの囚しゆう人じんたちは、監獄学校と違って必ずしも強者ばかりが収監されているわけではない。彼らは、呪のろいを受けて不死になったがゆえに封じられるしかなかった者たちだ。ここの生徒なら十分戦える。

　──だが、そう自身に言い聞かせても欺ぎ瞞まんは消えない。

　不死の囚人たちは皆、あの日燃えるディアテの城都で戦っていた者たちなのだ。長い大戦を生き抜き、苛か烈れつな市街戦の中に身を置いていた者たちが、生半可な戦士のはずがない。

　──それでもただ殺されるより、戦う方がずっと確実だろう。

　ジリアが隣で走りながら付け足す。

「とりあえず生徒たちに今の状況を周知させましょう……」

「そうだな」

　それで教師たちと衝突するとしても、広い校内を叫さけんで回るよりよほど確実だ。クレトは曲がり角に差しかかると、床を蹴けって方向転換する。

　まっすぐに伸びる廊下の右手は、ガラス窓となって外庭に面しており、反対側には教室が並んでいる。そして廊下の先には白煙が立ちこめているのが見えた。視界を遮さえぎるほどの煙の中から、小柄な女子生徒が一人転がり出てくる。

　鼻と喉のどを押さえ涙目の少女は、クレトと目が合うと咳せきこむようにして訴えた。

「たすけて」

「わかった」

　クレトは速度を緩めぬまま煙の中へ突っこんだ。ジリアの詠えい唱しようが聞こえる。

「走破せよ！」

　冷たい風が、クレトの左右を吹き抜ける。

　白煙が晴れ、その先の景色が露あらわになった。

　床に倒れ伏している二人の女子。その周囲には鮮血が飛び散っていた。彼女たちを傷つけた人間は、鋭するどい爪を持つ両手をだらんと下ろし、廊下に立っている。

　──革の簡素な上下に身を包んだ獣じゆう人じん族の少年。

　斜めに軽く傾かしいで立っている彼は、まるで呆ぼう然ぜんと放心しているようだが、そうではない。彼がかつての「種族英雄」であることを知っている人間なら、すぐさまこの場から逃げ出しているだろう。クレトは口の中で吐はき捨てる。

「またあいつかよ……」

　種族英雄の彼と相対する廊下の奥には、闖ちん入にゆう者の凶行に青ざめる少女たちと、それを庇かばって立つ竜りゆう人じん族の少年二人がいた。青い硬こう肌きの彼らは冷ややかな眼まな差ざしを大戦遺物へと向けている。

「なんだお前は。頭がおかしいのか？」

　揶や揄ゆしているわけではない、率直な問い。

　だが、種族英雄はその問いに無言のままだ。よく見るとその背は、ゆらゆらと左右に揺ゆれている。──そして不意に静止した。走りこみながらクレトが叫さけぶ。

「逃げろ！　そいつは種族英雄だ！」

　彼の警告と、種族英雄の少年が消えたのはほぼ同時だ。

　ぎょっと驚く竜人族の二人のうち、右にいた一人が直後、絶ぜつ叫きようする。

「あああぁぁぁぁああ！」

　右目を押さえてのけぞる竜人族の少年を見て、もう一人は反射的に目と喉を両手で庇った。

　だがその体は次の瞬しゆん間かん、足を払われ宙に浮き上がる。受け身を取りながらも床に叩たたきつけられた竜人族へ、追撃の獣じゆう爪そうが振るわれた。しかしそれは肉を切り裂く直前で、ぴたりと止まる。

　狂気の最中にいるかつての種族英雄は、自みずからの肩をつかんでいる相手を振り返った。

「よう、こないだぶりだな」

　クレトは懐かしい敵手に辛しん辣らつな笑え顔がおを向けた。ルルゥ・エンシズによって精神だけ召喚された先日の一件とは異なり、本来の体で外へ出てきた少年は、クレトの言葉を聞いて一いつ瞬しゆん、ひどく苛いら立だたしげな顔になる。だがすぐに種族英雄の彼は、覚えのある愉ゆ悦えつの微笑になった。

「あの日の、つづきだ」

「またかよ。俺忙しいんだよ。ほんとお前に構ってらんない」

　言い終わると同時に、クレトは拳こぶしを振るう。前動作のない最短での動きは、けれどあっさりと空を切った。警告の声も間にあわないほどの速度で、青年の後頭部へ獣じゆう爪そうが振り下ろされる。

　だがクレトはそこまでを読んで、左足を軸にくるりと回転していた。空振って勢いを失った種族英雄の腕を、手首より少し上でつかみ取る。ぎょっとする種族英雄の少年にクレトは呆あきれた視線を向けた。

「ほんと成長しないのな、お前。ってか成長できないのか。パターンが同じ──」

　そこまで言いかけてクレトは横によろめく。種族英雄の少年が、腕をつかまれたままこめかみに鋭するどい蹴けりを放ってきたのだ。クレトはたたらを踏ふみながらぼやいた。

「痛って……、前言撤回か。でも、遊びはここまでな」

　クレトは腕を握る力を強める。いくら素早い獣じゆう人じん族の種族英雄といえど、つかまれた状態では力の半分も出せないままだ。クレトは無造作に、そして全力を以もつて種族英雄の体を床に叩たたきつけた。すかさずその胸を力を込めて踏みつける。彼はパートナーの少女に叫さけんだ。

「ジリア！」

「微睡まどろみよ……」

　察しのよい少女が、動きを止められた種族英雄に秘術を撃うちこむ。一見して薄金色の粉にしか見えないそれは、だが標的の体に降り注いで溶け入るとたちまち効果を現した。──いびきをかいて眠り出した種族英雄をクレトは何度か踏みつけて、意識がないことを確かめる。

「よし、今のうちに縛しばってどこか埋めとくか」

「そんなに時間はかけられませんし、それより生徒です」

　クレトより幾分冷静なジリアは、近くの壁から鎖くさりを外すとそれを彼に投げてよこす。クレトが鎖で種族英雄を縛り上げている間に、彼女は生徒たちにてきぱきと指示した。

「現在、敷地内に多くの不審者が侵入しています。不審者は正気を失っている人間が大半で、今のように私たちを突然襲ってくる可能性があります。かなり腕の立つ者もいますし、総じてあらゆる怪け我がに自然治ち癒ゆ能力を発揮します」

「自然治癒能力って……それ全員が？」

　竜りゆう人じん族の少年が、薄気味悪そうに眠っている種族英雄を見る。ざわめく生徒たちにジリアはきっぱりと頷うなずいた。

「全員が、です。ですから、できれば拘束しておくことをお勧めします。ただ勝てないと思ったら逃げてください。命の危険は十分にありますから」

　ジリアは言いながら突剣を振る。指輪生である彼女は、校内であっても変わらず魔法が使えるのだ。放たれた魔法は負傷した生徒たちに注がれると、滴したたる血を止め、傷をふさいだ。

　そしてジリアは、重要なことを付け加える。

「あなたたちは建物内にいるとろくに戦えないでしょうから、外に出てください。外の方が今現在不審者は多いですが、中にいるよりはマシです」

「それって、先生からの待機指示が解除されたってこと？」

「いいえ」

　きっぱりと答える少女に、皆の注目が集まる。

　けれどジリアは、それら視線に少しの引け目も感じさせることなく言い放った。

「私が、外に出て戦うことが最善だと判断しました。責任は私が取ります」

　堂々と言い放つ彼女は、この非常時にも一切怯ひるむところがない。クレトはジリアの意気と、驚く生徒たちを見て微苦笑する。竜りゆう人じん族の少年が、沈ちん黙もくを飲みこむと彼女に問うた。

「お前の判断に賭かけていいのか？」

「それが一番早いですから」

　水色の髪を払って、彼女は宣言する。




「戦いましょう。──私たちは、監獄学校の生徒です」




　毅き然ぜんと曇くもりない意志。

　それが彼女の資質で、ジリア・シィースを指輪生たらしめている核だ。

　生徒たちの表情が変わる。強者として集められ、この学校で生きてきた彼らの矜きよう持じに触れたのだろう。決意が、冷ややかさが、そして研とがれた戦意がそれぞれの瞳ひとみによぎる。

　ジリアは、白い指に嵌はめた指輪を生徒たちに示した。

「さあ、行ってください。このことを他の生徒たちにできるだけ伝えるように。もし校内で危険人物に出くわしたら外まで退いてください。ここはもう戦場ですから」

　事実の宣告に、少女たちが顔を見あわせる。

「どうする？　どこから行く？」

「建物でわかれよ。どんどん伝えてけば広まるでしょ。そしたら離脱すればいいよ。魔法系の生徒で固まってても危ないから近接できる種族の子を捕まえよう」

「オーケー。怪け我がしてる子は誰かお願い」

　そう言った直後には、もう少女たちはぱらぱらと駆かけ出していた。残る数人は怪我人たちの介抱を始める。竜人族の少年二人は、一いつ瞬しゆんクレトたちを物言いたげに見たが、校舎内に散っていった少女たちを守るためだろう。その後を追っていった。

　種族英雄を縛しばり上げたクレトは、廊下のガラス窓を開けると、外庭にその体を投げ捨てる。

「んじゃ行くか、ジリア」

「時間があれば彼を埋めておきたいところですけどね」

「固結びにしてある。あいつ力ないし」

　できれば種族英雄の少年が自由になるまでに、事態を収束させたい。

　クレトはジリアを連れて走り出す。

　──その時には既に、校内の各所で苛か烈れつな衝突が起きていた。







「ああ、厭いやだ厭だ厭だ!!」

　絶ぜつ叫きようが広い教室に響き渡る。

　深い絶望を含んだ声。嘆なげきとも慟どう哭こくともつかない声は、生徒ではない若い女のものだ。

「厭だもう厭だ！　皆死んだ！　死に続ける!!」

　円形の教室に机は一つも残っていない。それは既に、粉微み塵じんに砕くだかれ破片となってしまっていた。それだけでなく床に降り積もる木片の中には、倒れ伏して動かない生徒たちの姿がぽつぽつと混ざっている。狂った叫さけびはそれらの背にもやまず降り注いでいた。

　──教室の中央に立ちつくしている、長剣を提さげた女。

　二十代半ばらしい長い髪を振り乱した彼女は、自分の足あし下もとを睨にらんだまま呪じゆ詛そを吐はき出す。

「変わらない終わらない!!　皆死んだ！　死んでしまえ!!」

　その目には誰の姿も、何も映っていない。狂気に歪ゆがんだ姿を、教室の壁際から二人の男子生徒が窺うかがっている。うちの一人が隣の友人に囁ささやいた。

「……あいつまじ狂ってるよ」

「やばすぎるっしょ……めちゃくちゃつえーし。種族ってお前と同じ純人間？」

「体格からしてそうっぽいけど」

　高すぎない背、華きや奢しやとはいえない体は、女が純人間であることを示している。

　確かにこの学校では『魔法使いの種族』と思われがちな純人間は、『武器を使って戦う種族』でもあるのだ。ただ、監獄学校の入学年齢では武器による強さの優劣はつけづらい。だから必然的に、純人間の入学生は魔力で力を測れる魔法使いが多くなるのだ。

　仲のいい友人たちと教室でだらけていた最中、突然やってきた女の暴ぼう虐ぎやくに晒さらされた獣じゆう人じん族の男子生徒は、黒い耳のついた頭を撫なでる。

「オレ、武器持ち相手にすんの初めて……」

「やりづらい？」

　聞き返すもう一人の男子生徒は、純人間の魔法使いだ。

　もとは七人いた彼らグループは、瞬またたく間に蹂じゆう躙りんされ、もはや二人しか残っていない。

　校内の他の場所でも何かが起きているのか、遠くから絶叫や爆発音が断続的に聞こえてきている。四階にあたるこの場所からなら、外庭の様子が確認できるはずだが、今はそんなことをする余裕もない。

　獣じゆう人じん族の男子は、友人をにっと笑って見下ろした。

「戦ったことがないってだけだ。やれるよ。あいつら助けないとまずいし」

　長剣の一いつ閃せんに斬きり伏せられた他の生徒は、先程からぴくりとも動かない。少しずつ広がっていく血ち溜だまりが、流れ出していく命そのものにも見える。

　純人間の少年が、ぽつりと呟つぶやいた。

「みんな、まだ生きてるのかな」

　残ざん酷こくともいえる指摘を口にした彼は、今の状況を正確に計ろうしながら、抑えきれない不安を顔ににじませていた。友達たちを早く助け出したいが、助けても校内では大した治ち癒ゆ魔法も使えない。一刻も早く外に出て治療を施ほどこさなければならない。

　獣人族の男子は、にっと笑って返す。

「全員生きてるだろ。生きてなかったら──あの女もぶっ殺すだけだ」

「そうだな。……行こうか」

　二人は頷うなずきあうと同時に走り出す。飛ぶような速度で近づいてくる獣人族の男子生徒に、女はふっと顔を上げた。長い髪の間から暗く淀よどんだ双そう眸ぼうが見える。

　直後──ぶん、と教室が揺ゆれた。

　否いな、それは、長剣が振るわれた衝撃がもたらした錯覚だ。獣人族の男子生徒はすばやく身を屈かがめた。宙を薙なぐ斬ざん撃げきにすれすれで空を切らせる。そのまま走りこんでくる彼に、女は細身の長剣を頭上に振り上げた。細腕のどこにそんな膂りよ力りよくがあるのか、片手で剣を振るう女の顔を獣人族の少年は目だけで見上げる。

「ほんと化け物かよ」

「……死んでしまえ」

　ぼそりと吐はかれた死の宣告。

　だが長剣が振り下ろされるより先に、女の顔に緑の光球がぶつかった。校舎内ということで、本来の威力の数分の一しかないそれは、だが一いつ瞬しゆんの目くらましとしては十分な効果をもたらす。

　生まれたわずかな隙すきに、獣人族の男子生徒は女の腹にタックルした。そしてそのまま、女の体を担かつぎ上げるようにして窓際へと走る。

「うらあああ！」

　女の長い髪がたなびく。長剣が獣人族の少年を狙ねらって再び上げられた。その刃はに、光球が連続してぶつかる。けれど剣の軌き道どうは変わらない。魔法使いの少年が叫さけんだ。

「駄だ目めだ！　退ひけ！」

　振りかかる刃が、獣人族の頭を二つに割ろうと落ちる。

「──螺ら旋せんよ！」

　だが、突とつ如じよ響いた少女の詠えい唱しようが、彼の命を救った。

　ドアの前に、いつの間にか指輪生の少女が立っている。ジリア・シィースの短剣から放たれた風の螺ら旋せんは、今まさに振り下ろされようとしていた女の長剣にぶつかった。弾はじかれた刃はの先端がぶれて、血濡ぬれた刃の根元が獣人族の肩口へと食いこむ。

「……っ」

　苦く悶もんの声が洩もれ、だがそれでも獣じゆう人じん族の少年は女を放さなかった。

「死んどけ！」

　彼は女に取りついたまま窓へと突っこむ。

　二人の体は次の瞬しゆん間かん、ガラスを突き破って四階から外へと飛び出していた。血と破片を撒まき散らしながら、女の体は地上の植え込みに叩たたきつけられる。鈍にぶい衝撃音が辺りに響き、枝の折れる音がかき消された。

「……っ、くぁ……」

　決して強くはない純人間の体。折れた骨の痛みにあえぐ女は、あおむけのままびくびくと痙けい攣れんする。左の腿ももからは枝の先が飛び出しており、口からはごぼりと血が吐はき出された。

　だが、まるでひどいその状態であっても、彼女の右手だけは長剣を探して植えこみを蠢うごめいている。異様なその姿の前に、空中で彼女を放した獣人族の少年が立ちなおした。

　彼は血で染まった肩を竦すくめる。荒い息をついて獣人族の男子生徒は笑った。

「じゃあ仕切りなおしだ。嫌いや々いや言わなくなるまでぼこってやる。──立てよ、化け物」

　びくりと震える女の体。

　見開かれた目が青い空を見つめる。陽ひの光に溶ける呟つぶやきが吐き出される血に混ざった。

「──ああ、助けて」

　そしてゆっくりと立ち上がる過去の妄もう執しゆうを前に、獣人族の少年は再び拳こぶしを握りなおした。







　校内のあちこちで異変が起こっている。

　それは、空気の変化からすぐに感じ取れた。「今、やばいよ！」と叫さけびながら廊下を走ってくる友人の少女がいなくてもわかりきったことだ。

　廊下の幅を広げて作られた展示用の小さなホール。その中央に立っている巨人族の彼女は、駆かけてきた級友を振り返った。顔を汗だくにしている羽う人じん族の少女は、彼女を見るなり叫ぶ。

「やばいよ！　外に出ないと、変なやつらがいっぱいいる！」

「あー、知ってる」

「知ってる、ってじゃあなんで……」

　羽人族の少女はそこまで言って言葉を切った。長身である巨人族の友人越しに、その前にあるものを覗のぞきこむ。

　──ガラスのケースに飾られた、精せい巧こうなドールハウス。

　それは巨人族の彼女が、先月の展覧会に合わせ半年以上をかけて作ったものだ。構想や素材集めから考えれば一年近くもの時間を費やしている。巨人族の少女は、ボーイッシュなショートカットを右手で撫なでつけた。

「いやー、苦労したんだよね。やっぱこの学校にいると手に入らない素材も多いし？　いざ作り始めても、『巨人族の女がミニチュア好きとかギャグかよ』とかうるさい男子はいるしさ」

「ロティちゃん……あの」

「頑張っても頭の中の理想に全然追いつかないし。ほんと時間は足らないし、もう最後の方は徹夜ばっかりで、しんどかったのなんのって……」

「ね……ロティちゃん、しっかりして……」

　羽う人じん族の少女はそっと友人の袖を引いて、おそるおそる「憤怒」としか言いようのないその顔を見上げた。

　ロティ、と呼ばれた少女は、精魂を込めた自みずからの展示物に手を伸ばす。そして、砕くだけたガラスケースの向こうの、折れたアンティークランプのミニチュアを摘つまみ上げた。一週間もかけて針金を細工しガラス玉を嵌はめこんだそれは、けれど今はできの悪い釣り針にしか見えない有様だ。半ばから折れて捻ねじ曲がっているそれを、ロティはそっと手の中に包みこむ。

「しんどかったっつってんのに……ふざけんなよ」

　──この学校に来て六年。

　巨人族の原集落に育ったロティにとって、種族問わず同世代の少女たちと暮らすここの生活は、驚きの連続だった。「小さくて可愛かわいいものが好き」という、家では隠していた好みが露ろ見けんして、けれどそれが友人たちにすんなりと受け入れられたことも、そして手先の器用さを生かしてドールハウス作りを始めたことも、ロティにとっては今までの人生が一変して感じられた出来事だったのだ。──けれどそれが今、無む惨ざんに踏ふみにじられている。

　ホールの窓ガラスは外から破られていた。侵入者はおそらく、そうやって窓から入り──ついでのようにロティのドールハウスを踏みつけていったのだろう。ショーケースごと粉々になっているそれをロティは睨にらむ。ふつふつと湧き上がる怒いかりを胸に、彼女はアンティークランプをケースに戻した。

「誰だろーが容よう赦しやしない……ぶん殴なぐってやるわ！　手伝ってよね、セラ！」

「もちろんだよ！」

　駆かけこんできた時の動転した様子とは一転して、羽人族のセラは意気高く頷うなずく。同じ年に入学し、友達になってから六年。それだけの時間をかけて二人で築いた繫つながりだ。

　二人の少女は視線を交わしあうと、ガラスの破片が続く方へ走り出した。まもなく、廊下の先に一つの人影が見えてくる。

　小柄なセラの二倍はありそうな長身の男は、やけに古めかしい意い匠しようの軽けい鎧がいを身に着けている。一目で同じ巨人族とわかる後ろ姿に、ロティは絶ぜつ叫きようした。

「お前かああああ！」

　振り返った巨人族の青年は、呆ぼう然ぜんと驚いた顔でロティを見た。

　まるで迷子のようなその表情に、だがロティはかまわず拳こぶしを振るう。激情のあまり、ここが力を抑制される校内であることすら忘れた。あるいは頭のどこかで「だからこそ全力を振るってもいい」と思っていたのかもしれない。外であれば、頭蓋ずがいまで割り砕くだいたであろう彼女の剛腕が、青年の顔に突きこまれる。

　しかしその拳は、男の掌てのひらにぶつかって、ぴたりと止められた。

「──え？」

　視界が揺ゆらぐ。

　そう思った時には既に、ロティの体は廊下の壁へと叩たたきつけられていた。

　衝撃に息が詰まる。指一本さえすぐには動かせない。

　思考が停止し、だが彼女は己の死がすぐそこにあることを理解していた。

　その予想を覆くつがえすべく動こうとするロティの前に、セラの小さな体が割って入る。羽う人じん族の少女は、触媒の剣を男へと向けた。

「ねむねむして！」

　校内でも使える弱い部類の秘術。だがそれは、ほんの軽い眠気を呼び起こすにすぎない。

　それだけの術を見知らぬ男の目の前で使うには、かなりの覚悟が必要だったろう。羽人族の魔法使いたちは基本的に前衛に立つことはない。セラもそれは同様で、いつもロティの後ろで詠えい唱しようしていたのだ。

　だが今のセラは、友人のロティを後ろに庇かばって立っていた。セラの震える剣先を見たロティは──体の痛みも、死の覚悟も無視して背後の壁を蹴けりつける。

「うああああぁぁ！」

　ロティは左腕でセラを抱きこんだ。そうして右手をかざし、来るであろう攻撃を受け止めようとする。彼女は血の味がする唾つばを飲んで前を向いた。

　──けれど、相手の攻撃はいつまで待ってもやってはこない。

　ロティの腕の中でぎゅっと目を閉じていたセラが、おそるおそる顔を上げる。

「え……？」

　──謎なぞの男は、いつの間にか泣いていた。

　彼は顔を覆うことすらせず、頰ほほを濡ぬらし、涙を流している。その目は二人を見ていながら、もっと遠くの誰かを見ているようでもあった。血けつ痕こんのこびりついた拳を震わせ、男は嘆なげく。

「殺してくれ……」

「は？」

　聞こえた言葉が信じられず、ロティは聞き返す。

　突然現れて彼女の大事な作品を踏ふみ潰つぶしたこの男は、単なる自殺志願者だというのか。そんな自分勝手な願望に、彼女たちを、この学校を巻きこんだというのか。

　怒いかりを覚えるよりも、ただただロティは啞あ然ぜんとする。彼女はセラを背後に回しながら、自分より背の高い男を見上げた。

「あんた……一体何者？」

「私は──」

　言いかけて、だが男はぴたりと制止した。まるで時が止まったかのように動かなくなる。ただ一箇所、血の気のない口元だけが震えた。

「……聞こえる」

「聞こえる？　別に何も聞こえないけど……？」

「聞こえるんだ……『復ふく讐しゆうしろ』と」

　青年の顔が歪ゆがむ。唇くちびるの震えが、全身に広がっていく。遠くから何かに突き動かされているようなその震えは、すぐに男の両腕と拳こぶしにまで達した。異様な雰ふん囲い気きにロティは囁ささやく。

「……セラ、ごめん、逃げて」

「ロティちゃん、でも」

「逃げな。この人おかしいよ」

　やはりこの男はただの自殺志願者ではない。狂気の中にいる何かだ。ロティは相手から視線を逸そらさぬまま、セラの体を横に押しやる。小刻みに震えていた男は、涙に濡ぬれた視線をロティの上で止めると、また拳こぶしを振り上げた。

　──正気の縁ふちを離れようとしている精神。

　暴力として現れるそれを前に、ロティは頭を庇かばって素早く顔の前で腕を交差させた。攻撃に備え身を固くする。

　──次は骨が砕くだかれるかもしれない。

「……でも、セラがいるのに退ひけないっての」

　口の中で呟つぶやいて、彼女は奥歯を嚙かみしめた。ぶん、と空気の揺ゆれる気配がする。先程と違い、拳に殴なぐり飛ばされるまでの時間が、やけに長く思えた。

　──たとえ両腕の骨を砕かれようとも、今度はその喉のど笛ぶえに食らいついて一いつ矢し報むくいてやる。

　燻くすぶる怒いかりをそのままに顔を上げたロティはその時──自身の頭を叩たたき割ろうとする男の拳と、それを止める、門番の背を見た。







　どん、と鈍にぶい衝撃音が上の階から聞こえてくる。

　廊下を走っていたクレトとジリアは、反射的に天井を見上げ、次にお互いの顔を見あわせた。

「クレト、今の」

「行くぞ」

　既に彼らは校舎をある程度回ってきている。幸か不幸か、まだ教師と出会ってはいないが、何人もの生徒たちには出会って伝言を頼んできた。戦闘に出くわしたことも二度ほどあったが、いずれも生徒たち自みずからが侵入者を外に出しての仕切りなおしになった。本当なら、全てに決着がつくまで介入したかったが、今はあまりにも時間の猶ゆう予よがない。強者として在ある生徒たちを信じて任せるしかない。

　──だがそれも、彼らが本来の力を発揮できているという前提においてだ。

　クレトは見えてきた階段を駆かけ上がる。踊り場を越えた時、少女たちの声が聞こえた。

「ロティちゃん、でも」

「逃げな、この人おかしいよ」

　それを聞いたクレトは、無言で走る速度を上げた。

　廊下の先に三人の人影が見える。

　長身の女子生徒に振り下ろされようとしている拳こぶし。その目の前に、門番の青年は自分の体を割り込ませた。決して速くはない敵の剛腕を肘ひじで弾はじく。

　それをしながら彼は、背後の少女二人に叫さけんだ。

「外に逃げろ！　中は危ない！」

「あ、れ……？　ひょっとして門番の人？　なんで校舎内に……」

「俺だって、どうせ中に入るなら平和な時がよかったよ！」

　だが、今はどれほどささやかな贅ぜい沢たくであっても望める時ではない。クレトは侵入者たる囚しゆう人じんの男を睨にらむ。

　クレトに攻撃を弾かれた彼は、反射的に飛び下がって距離を取り、今は廊下の壁際に立っていた。その表情は、いくつもの感情が入り混じった慨がい嘆たんとも憤怒ともつかないもので、だがクレトはそれを不思議には思わなかった。

「そんな顔が俺たちらしいんだよな……まったく」

　最後の日の感情のまま縫いとめられた狂人たち。

　ディアテの城都が燃えたあの戦場で、単純ならざる思いを抱いだいていた人間は多かったのだろう。今にも倒れこみそうに青ざめた顔で立っている青年を、クレトは同情の目で見つめる。

　だが同情はしても、それが相手の狂気を薄めるわけではない。

　遅れて追いついてきたジリアが、クレトの半歩後ろに並びながら少女たちに問うた。

「伝言が届いてなかったんですか？　侵入者が暴れているから、外に出るようにって伝達しているんですが。いくらあなたたちでも、ここで戦うなんてただの愚行ですよ」

「聞いてたよ。でも……」

　言い淀よどむ巨人族の少女の声音には、動どう揺ようや後悔が漂っていたが、それ以上に隠しそうともしない戦意があった。彼女の隣では、羽う人じん族の少女が友人の袖を握っている。二人の女子生徒はクレトの肩越しに、得体のしれない巨人族の青年を見つめた。同じ巨人族の少女が問う。

「あいつ、何？」

「過去の亡霊だよ」

　両腕をだらんと下ろし、ぶつぶつと何やら呟つぶやいている男は、誰の姿も見えていないかのようだ。まさに亡霊といえるその姿に、巨人族の少女は顔を顰しかめた。

「何それ。意味わかんなくて腹立つんだけど」

「怒っていいさ。当然の権利だ」

　クレトは青年に向かい、歩を踏ふみ出す。囚しゆう人じんの青年はクレトと同じ巨人族とはいえ、初めて見る顔だ。おそらく、元はディアテの所属ではなかったのだろう。だがクレトは、怒いかりと嘆なげきの間で彷徨さまよい続ける狂人と自分が、変わらぬように思えてしかたなかった。

「苦しいんだろうな。よくわかるさ。でも、ここはこんな風に暴れていい場所じゃない。外に出るぞ、ほら」

「……殺してくれ。聞こえるんだ。『復ふく讐しゆうしろ』と……」

「わかってる。俺のせいだ」

　一歩一歩、クレトは男に近づいていく。

　滴したたる涙が、廊下の床にぽたぽたと落ちて黒い染みを作った。

「もう、殺したくない……」

「眠ってりゃいいさ。全部終わるまで」

　男の背後の窓をクレトは指し示す。天気のよい日だからだろう。窓は開かれ、その向こうには青空が広がっていた。言われて振り返った巨人族の青年は、顔を上げて空を見上げる。それと同時にクレトは床を蹴けった。

　──だが、彼よりも速く飛び出した人影がいる。

「ロティちゃん!?」

　小柄な少女が友人の名を叫さけぶ。

「こっのおおおおお!!」

　長身の少女は、吠ほえながら男に体当たりした。けれど囚人の男はびくともしない。縋すがるような目がロティを捉とらえ──そして再び拳こぶしが振り上げられた。

　だがクレトが横からその手をつかみ、狂った男に叫ぶ。

「もうやめとけ！」

　相手の腕を捻ひねり上げようとするクレトに、男は左手を上げた。しかしロティがその手を払いのける。彼女は男の両肩をつかむと、窓に向かってぐいと押しつけた。

「死にたいなら、一人で死ね！」

　長身の体がぐらりと傾かしぐ。

　少女に足を払われ、男の背は窓枠を乗り越えた。落ちていく彼は、だがロティの腕をしっかりと握っている。そのことに気づくのが遅れたクレトはロティの手を取ろうと腕を伸ばした。

　だが、その指は空を切る。

「ちょ、ジリア！」

　助力を求めてパートナーの少女を呼んだクレトは、言った直後、隣を通り過ぎる小柄な少女の影に安あん堵どしかけた。けれどすぐに勘違いに気づく。

「ロティちゃん！」

　友人の名を叫さけびながら、体重がない者のような身軽さで窓枠を乗り越えていったのは、同じ羽う人じん族でもジリアではない。もう一人の少女だ。啞あ然ぜんとするクレトの視線の先で、二人の少女は男と共に遥はるか地上へと落下していく。羽人族の少女は、空中で触媒の剣を抜くと叫さけんだ。

「ふんわりして！」

　薄うす紅べにの光が弾はじけ、地上に同色の雲が広がる。三人の体は、その只ただ中なかに「ふんわりと」受け止められた。クレトはぽかんとしてその光景を見下ろす。

「なんだ、あの魔法……」

「行きましょう、クレト」

　やってきたジリアが、くいくいと彼の服の背を引く。

「おー、ってか、女の子二人だけ残してって大丈夫か？」

「あの二人なら平気です。六回生の中でも上位の二人ですから。トーナメントの優勝経験もありますよ」

「まじか。ってかあの小さい方の子、お前より年上なのか。二つくらい下かと思った」

「……上に見えてすみませんね」

　なぜかジリアにはぶすっとした反応をされたが、信用のおける相手というなら任せておくに越したことはない。地上からは少女の怒声が聞こえてくる。

「自分の都合で人のものぶっ壊すとかまじありえないから！　死にたくなくなるまでぶん殴なぐってやるよ！」

「ロティちゃん、行くよ！」

　やる気に満ち溢あふれた宣言に、クレトはこんな事態ながらふっと笑ってしまう。

　そうして再び駆かけ出そうとしかけた彼は、だが自分たちが上がってきた階段の向こうから、うっすらと光る何かが近づいてきていることに気づいた。それがなんであるか、不審に思う間もなく、光はその正体を現わす。

　それは宙を泳ぐ巨大な魚だ。

　透き通って光を放つ魚。今までにも何度か、遠目に空を泳いでいるところを見たことがあった。クレトは、くるりと向きを変えて廊下を進み出す魚を指さす。

「あの魚って」

「ああ……」

『──非常事態のお知らせです』

　廊下を泳ぐ巨大魚から、初めて聞く少女の声が響き渡る。

『ただいま校内に、不審者が複数侵入しています。なんらかの魔法処理がかかっているらしく、自然治ち癒ゆ能力を持つと同時に正気を失っている者がほとんどです。既に戦闘発生及び重傷者も出ています。これを聞いた生徒たちは、すみやかに外に出るように』

　光る魚は淡たん々たんと通告しながら廊下を進んでいく。遠ざかっていくその姿をジリアが指さした。

「他の生徒たちが動いているんでしょう。あれは、もう一人の指輪生の作ったものですよ」

「もう一人の指輪生……そんなのいるのか！」

「いるに決まってるじゃないですか……普段はまったく仕事しませんけどね。さすがに自分にまで火の粉が飛んだら、動かざるを得ないでしょう」

『すみやかに外に出て、各自攻撃と防衛を行ってください。現在、百人ほどの不審者が敷地内を徘はい徊かいしています。見つけたら拘束してください。──なおこの通告は、一部の教師の許可を得ています』

　一部の教師の許可、と聞いて、二人はほっと表情を緩めた。

　どうやら監獄学校の教師たちは、そこまで薄情でも、上の言いなりでもないらしい。

　──これならば、囚しゆう人じんたちの方はなんとかなるかもしれない。

　だがクレトがそう気を緩めかけた時、去っていく魚の声が遠くから続けた。

『また──ただいまこの学校は外部から完全封ふう鎖さされています。それに伴ともなって寮門付近は危険地帯となっています。近づく際には注意してください』

「完全封鎖!?」

「ディアテも決断が速いですね……」

　戦後処理のために作られたディアテルリア学園。

　その最悪の役目が、地下牢ろう獄ごくの封印が解かれ、囚人が溢あふれ出した時の防波堤になることだ。

　この真実は、ルルゥ・エンシズから聞いたものだが、既にディアテは監獄学校をこの段階にまで置いてしまっているようだ。地上にまで広がった牢獄を、国がこの後どうするつもりなのか。なんらかの手が打たれる前に事態を収拾できなければ、生徒たちが危ない。

「それにしても寮門か。俺がいなくて閉まってるはずだろうに、なんで危険なんだ？」

「……誰かが何かしたのかもしれません」

　二人の脳のう裏りにまっ先に浮かんだのは、真しん紅くの髪を持つ魔女の姿だ。

　クレトは無意識のうちに息を吞のみこむ。牢ろう番ばんである彼女は、教師とも生徒とも違う。もっと自由で──もっと強大だ。

　彼女が何かしたのなら、門前から直接牢獄への穴をあけることくらい容易たやすいだろう。クレトは自分が畏おそれていることに気づくと、不安げなジリアに笑ってみせた。

「とりあえず校内はさっきの魚が回ってくれそうだし、行ってみるか」

「ええ」

　彼らの目的は、セーネを探し、ニアを助けて今の事態を収拾することだ。けれど校内のめぼしいところを回った今も、彼女たちの姿はない。入りこんできた囚しゆう人じんの何人かと、事態がよくわかっていない生徒たちがいただけだ。

　校内には生徒の姿もすっかり見えなくなっている。戦場は外へと移行したのだろう。流れ弾だまが壁や校舎にぶつかっているらしく、先程からクレトの体にびりびりと痺しびれが走っていた。

　それだけでなく爆音が立て続けに聞こえてきており、空に閃せん光こうが爆はぜるのが見える。クレトは昇降口に向かって階段を駆かけ下りながら、ついてくる少女を案じた。

「大丈夫か？　辛つらかったら言えよ」

「これくらい平気です。あなたと仕事をするようになって、大分体力つきましたから」

　ジリアはふっと笑う。美しいその横顔に見とれかけたクレトは、だが一階にたどりつくとすぐそこの昇降口を目指し走った。

　開け放たれたままの玄関の向こうは、建物に囲まれた中庭になっている。普段は生徒たちで賑にぎわっているのだろうそこには、今は一つの人影もない。均ならされた黒い土が静寂を染み出させているようで、時折聞こえてくる爆音も遠い世界のこととして吸いこまれていくようだ。

　そして中庭を横切るようにして、薄黄色の煉れん瓦がが埋め込まれた通路が、昇降口からまっすぐ正面に続いている。その先にあるのは見慣れた寮の建物だ。いつもの寮の裏側に位置しているのが、この中庭なのだろう。二人は寮門を目指して無人の通路を駆け出した。

　クレトの後ろを走るジリアが、汗のにじむ額ひたいを手の甲こうで拭ぬぐう。ふと石畳に視線を落とした彼女は、何かを思い出したように口を開いた。

「クレト、もしかして、ニア・ディラは……」

「ん？　どうした？」

「──何か素敵なことでも思い出したのかな？」

　楽しそうな少女の声は、中庭の右手奥から聞こえてきた。

　ジリアが足を止める。彼女は突剣を構えながら、よく知る声の主を探して叫さけんだ。

「ルルゥ……！　どこにいるんです！」

「別に隠れてないよ。あなたが見つけられないだけ」

　黒い土の上にふっと淡あわい影が差した。

　その影を革の制靴が踏ふむ。ついで白く細い脚が、制服のスカートが何もなかったはずの場所に現れた。

　──透き通るような長い銀色の髪。折れてしまいそうな華きや奢しやな体。

　完璧な美び貌ぼうを自信で彩いろどったようなその少女は、かつての羽う人じん族首席でありジリアの幼おさな馴な染じみだ。前の事件の時と同じく、監獄学校の制服に身を包んだルルゥ・エンシズは、短剣を手に笑う。

「大変そうだね、ジリア。そんなにあちこち走り回って、大切なものは見つかった？」

「大切なものって……まさかあなた、セーネ・ビエラに協力しているんですか？」

　今この状況において、クレトたちが探す「大切なもの」とは、セーネが連れ去った王女くらいしかない。クレトは以前ルルゥが「何も知らない滑こつ稽けいな王女様」と嘲あざけっていたことを思い出した。

　しかしルルゥは、幼おさな馴な染じみの問いに首を横に振る。

「協力なんてしてないよ。私は私の好きに動いてるだけ。私がやりたいって思ってたことをあっさりできちゃう『最悪の魔女』のことは、ちょっと羨うらやましいって思うけど。力があるって自由でいいよね」

「……そんなことを言いに現れたんですか？」

　ジリアの声音に険が混ざる。怒いかりと失望を混ぜあわせて見み据すえてくる彼女に対し、ルルゥはけれど軽く肩を竦すくめただけだった。

「力があるって悪いことじゃないよ。できることが増えるんだもん。ジリアだって『もっと力があれば』って思うでしょ？　──それをどう使うかは、別の問題だと思うけど」

「おいおい。言いたいことにはおおむね同意だけど、関係ないなら大人しくしててくれるとありがたいな」

　今にも憤慨し出しそうなジリアを押さえて、クレトは前に出る。

　──これだけの混乱した校内で、ルルゥ・エンシズに自由に動かれたら、取り返しのつかない事態になる。

　前回は、地下の亀き裂れつが牢ろう獄ごくと繫つながってしまったがゆえに、種族英雄の精神が召喚されたのだ。それが今は、種族英雄どころか囚しゆう人じんの大盤振る舞いだ。狂人が溢あふれて選び放題になっている。

　ルルゥ・エンシズの曾そう祖母である術者「傀かい儡らい遣い」は、大戦時に秘術によって多くの人間を操あやつり自みずからの兵隊にしていたというが、今彼女に同じことをやられたら、筆舌に尽つくしがたい惨さん劇げきが待っているだけだ。返事如何いかんでは、あるいは返事がどうであっても、ここで彼女を止めなければならない──無言のうちにそう覚悟するクレトに、ルルゥはだが、くすくすと毒のない笑い声を上げた。

「関係ないってひどいな。こんなことになって、わたしたち監獄学校に閉じこめられちゃった同士でしょ？」

「お前は好きに出ていけるだろ。背中に紋様入れられてないんだから」

　入学を免まぬがれ、外から侵入してきたルルゥには、生徒たちのように禁止領域において生気を吸い上げられる紋様はない。あれさえなければ、どうにかして逃げることはできるはずだ。

　しかし少女はその指摘に微笑を崩さないままだ。上げられた短剣の切っ先が、寮の建物のある方を指し示す。

「紋様がなくたって、今はもう出られないよ。完全封ふう鎖さになったらどうなるかって、こないだ教えてあげたでしょ」

「どうなるかって……」

　──その時、ルルゥの示す寮門の方から、鈍にぶい爆発音が聞こえてきた。

　高い寮の建物越しにも、黒煙が上がるのが見える。

　クレトは光る魚が「危険地帯になっている」と通告していたことを思い出し、舌打ちした。

「くそ……！」

「行きましょう！」

　クレトとジリアは、寮の方へと同時に駆かけ出す。ルルゥ・エンシズは、そんな二人を含みのある笑え顔がおで見送った。

　次第に近づいてくる建物、開かれたままの鉄格ごう子しの扉を抜け、二人は寮の表玄関へと続く通路を走った。壊れて取れているもう一枚の扉の向こうに、慣れ親しんだ広場が見えてくる。

　魔法の白煙と砂煙が立ちこめる門前──そこは既に、溢あふれ出した囚しゆう人じんたちと生徒たちとの衝突が起こる戦場となっていた。




　あちこちから怒声とも悲鳴ともつかない声が上がり、混ざりあって混こん沌とんの様相を呈ていしている。建物内から外へと場所を変えた戦闘は、ただただ「苛か烈れつ」の一言に尽つきた。

　真っ向から血飛沫しぶきを撒まき散らし殴なぐりあう巨人族の青年と少年。

　その向こうでは黒い火柱が屋上を越える高さにまで上がっていた。生くる者全てを焼きつくすような火柱の中からは、女の狂笑が聞こえてくる。

「みんな、死、死ぬ！　死ね！」

「うぜえよ！　キモいし黙だまれ！」

　少年の怒鳴り声を詠えい唱しようとして、火柱には更なる魔法が放たれる。だが数十もの焰ほのおの矢は、全て黒炎の渦うずに飲みこまれ溶け消えた。一段と高くなる哄こう笑しように生徒たちのある者は舌打ちし、ある者は疲労の見える顔で再び詠唱を始める。

　普段門前で起きている乱闘とは違う。生死をかけての戦闘は、見慣れているはずの場所にもかかわらず──城都が焼けたあの日を連想させた。

　粉ふん塵じんを上げながら繰り広げられている戦闘の一つ一つに気を取られていたクレトは、思わず晴れた空を見上げる。

　──赤く焼けていた、最後の日の空。

　だがそれは過去の景色だ。苦い記憶を一いつ瞬しゆんで振り切ったクレトは、今の惨さん状じようを見つめなおす。

「セーネ……お前がしたかったのは、本当にこんなことなのか？」

　──全て壊してあげる、と魔女は言った。

　その言葉のとおり、校内は今、凄せい惨さんな戦火が広がりつつある。

　あちこちで衝突しあう強者たち。倒れていく者、それを踏ふみ越えていく者。拡大し続ける混乱の様相は確かに全ての崩壊へと繫つながっていて──けれどクレトには、魔女がそれを見て喜ぶ様が、どうしても想像できなかった。

「何考えてんだ、本当に……」

　苛いら立だちと疑念が混ざりあって膨ふくらんでいくが、自失している時間はない。

　これがセーネとの勝負というなら、全ての囚しゆう人じんを打ち倒し、学校を元どおりにするだけだ。

　顔を上げたクレトは、ジリアに袖を引かれて視線を下ろす。指輪生の少女は左手で彼の袖をくいくいと引きながら、右手に持った突剣の先で正面を指した。

「クレト、門が……」

　立ちこめていた砂さ塵じんが、爆風の余波によって薄らいでいく。

　そして寮門が彼の視界に入った。クレトは見えた光景に、ぽつりと呟つぶやく。

「……あれは」

　クレトが収監された時、確かに閉ざされた鉄の寮門。

　だがその左の片方が、今は人の通れるほどに開かれている。ジリアが驚いているということは、彼女ではなく教師の誰かが開けたのだろう。事実、開かれた門のすぐ内側には、二人の教師とその傍そばに固まって震えている女子生徒たちの姿があった。

　そしてそれだけでなく──




　門の隙すき間まの向こうからは、巨大なワニの目がじっと中を見つめていた。




「──っ！」

　クレトも何度か全ぜん貌ぼうを見たことがある巨体は、記憶によれば原種竜りゆうを上回る。

　滑なめらかに光る灰青色の鱗うろこ。

　離れた彼らのところまでうっすらと漂ってくるねっとりとした甘い香り。

　監獄学校の外周を巡回している守護獣の体は、わずかしか開かれていない門もん扉ぴ越しでは全体の十分の一も見えない。感情のない巨大な黒い目の下には、小屋をも丸飲みできそうな口の割れ目があり、中にはずらりと並ぶ牙きばが見えた。原始的な絶望を抱いだかせる眺ながめは、この乱戦にあって更に非現実的だ。

　門の外側に座りこんでいるのだろう。ワニの左眼は瞬まばたきもせず中の様子を窺うかがっている。

　それは獲物を待つ捕食者の目で──同時に生徒たちを見張る、断罪者の目でもあった。

　以前、脱走した生徒が、一口でワニに食われたのも見ているクレトは、寮の玄関に立ちつくしたまま呻うめく。

「まじかよ……あれが来ちゃってるのか」

「──ね、出られないでしょ？」

　かつん、かつん、と規則的な足音が背後から聞こえてくる。ルルゥ・エンシズは二人から数歩離れた場所で足を止めると、腰に手を当てて笑った。ジリアが幼おさな馴な染じみの少女を睨にらむ。

「ルルゥ……あなたは」

　──地下牢ろう獄ごくが壊れた時、学校に何が起こるのか。

　最初から知っていたルルゥは、一段上からこの騒さわぎを俯ふ瞰かんしているような余裕ぶりだ。

　彼女は門の内側にいる二人の教師のうち、若い女教師の方を指さした。

「実戦向きじゃない生徒から逃がそうって思ったのかな。急いで二の壁まで越えさせちゃえば助けられるって思ったのかな。でもそれは正しいけど……とても間違ってたよね」

　優しい、憐あわれみの言葉。

　間違っている、と言われた女教師の左腕は──よく見ると肩からぶっつりと食いちぎられていた。守護獣が普通は教師を襲わない以上、生徒を庇かばってやられたのだろう。彼女の足あし下もとには小さな血ち溜だまりができている。苦痛に顔を歪ゆがめ、右手で傷口を押さえながらもその女教師は、泣いている女子生徒を励ますのに懸けん命めいであるように見えた。

　愚かさを嘲あざ笑わらう幼おさな馴な染じみの言葉に、ジリアは怒気を露あらわにする。

「あなたがあれを動かしたんですか？」

「そんなことできないよ。元々ああなることが決まってただけ。ジリアにもジオラマで見せてあげたでしょ。ディアテっていう国はあなたたちをいいように使っていて、でもそれを知らない人間は多いの。教師であってもね」

　誰も味方ではないのだと、ルルゥは暗に指摘する。

　だが少なくとも、国からの命令に背そむいて、生徒を逃がそうとしたあの教師たちは味方だろう。

　ルルゥはそんなクレトたちの想いに、気づいていないのか気づかないふりをしているのか、曖あい昧まいに笑った。

「どんなことでも知らなければ幸せに生きられるよ。本当のことを知れば、苦しみ抜いて生きることになる。でも結局、知らないってだけで人は死んでしまうんだよね。──ジリア、あなたはどっちがいい？」

　まっすぐ幼馴染みを見て問うルルゥはその時、人の儚はかなさを、そしてその在あり方を悲しんでいるようにも見えた。抗あらがえない流れを追うように、外から来た少女は哀あい惜せきを乗せて笑う。

　彼女の携たずさえる短剣が銀色の光を帯びて──戦う生徒たちへと向けられた。

「ルルゥ！」

　ジリアが己の剣を上げようとするが間に合わない。

　クレトが被弾覚悟で少女を取り押さえようと飛び出した。

　だが──剣先から放たれるはずの光は、通路の天井に当たって淡あわい飛ひ沫まつを上げる。

　ルルゥ・エンシズは、背後から自分の手をつかみ上げた青年を、憎にく々にくしげに睨にらんだ。

「また邪じや魔ましてくれるのね」

「騒さわぎに乗じて妄もう動どうする人間を止めぬわけがない」

　術を放つ寸前でルルゥの腕をつかんで止めたディサロス・シアンは、重々しく言い放つ。

　ここに至るまでかなりの戦闘をしてきたのだろう。彼の制服はぼろぼろで、赤い硬こう肌きにもいくつかの傷が見えた。それでも大きな怪け我がは負っていないのを見て、クレトは安あん堵どする。

「無事だったか……！　ニアたちを逃がすために戦ってくれたって聞いたけど」

「大したことではない。パンを少し焦こがしてしまったくらいだ」

「どういう状況で戦ってたんだよ。ありがとな」

　この非常時にあっていつもと変わらぬ青年の様子に、クレトは顔を綻ほころばせる。竜りゆう人じん族の青年は戦場となっている広場と、その向こうの寮門を見やった。

「こちらもなかなかひどい状況だな。おまけに門の外に、まるでワニのような何かが見える」

「ワニです」

「ジリアが脱線しそうだから先に言っとくけど、本当にワニだ」

「……ワニはどうでもいいから、そろそろ離してくれないかな？」

　右手をつかまれたままのルルゥが皮肉げに唇くちびるを曲げる。だが、折れそうにかぼそい少女の腕をディサロスは一いち瞥べつしただけで離そうとはしなかった。

「お前を自由にしたら事態が悪化するだけだろう」

「わたしだけ捕まえていても、事態は解決しないと思うけど」

　毒のある微笑でルルゥは言い返すが、その目には緊張がちらついている。卓越した術者である彼女も、ディサロス・シアンと比べれば身体能力は小さな蝶ちようも同然だ。その上、竜人族は強い精神耐性を持っており秘術が効きづらい。ルルゥにとっては天敵とも言える相手だ。

　ディサロス・シアンは、クレトたちを見る。

「この女はこう言っているが、他に押さえなければならないものはなんだ？　あの女子二人は別行動か？」

「ミャーはロドと組んで戦ってる。ニアは──」

　おそらく、今一番に押さえなければならないのは、セーネだ。

　だが彼女はどこにいるのかわからない。寮前にいるのかとも思ったが、見える範囲にその姿はない。押さえたくとも、その居場所がわからない──それ以上に、古い友人をまるで敵のように言っていいものかどうか、迷いがクレトから言葉を失わせた。

　言葉を嚙かむ門番を見て、ルルゥは微笑の形に目を細める。

「彼女がどこにいるのか、わからないならヒントをあげようか？」

「知ってるのか!?」

「うん。教えてあげる。その代わり──」

「聞かなくていいです。クレト」

　ジリアの声がきっぱりと割って入る。聞く耳を持たないその態度に、得意げな顔をしていたルルゥはむっと頰ほほを膨ふくらませた。棘とげのある視線がジリアに刺さる。

「聞かなくていいって、何それ焼きもち？　別にいいけど、時と場所をわきまえた方がいいんじゃないかな」

「っ、誰が焼きもちですか誰が！」

「そうやってすぐむきになるとこ、わかりやすいよね。ジリアは昔からそうだったもん。お泊り会でおねしょしちゃった時も……」

「あれは違いますから！　関係ない話やめてください！」

　両手をぶんぶん振って否定するジリアは、耳まで真っ赤になってしまっている。対するルルゥは、ディサロスに腕をつかまれたまま「べー」と舌を出しており、子供の喧けん嘩かと大差ない。

　クレトは視線を逸そらしてジリアの肩をぽんと叩たたいた。

「うん……小さい時のこととか気にすんな。誰でもやるから」

「誰でもやるってなんですか！　違うって言ってるじゃないですか！」

「問題は今だからな。落ち着けジリア」

「……話が進まないぞ」

　ディサロスまでにそう言われると、ジリアは涙目ながらぐっと言葉を飲みこむ。ルルゥの方はそれを見て勝ち誇ったような顔になった。幼い頃の彼女たちがどんな友人同士であったか、容易に想像がつく気がしてクレトは溜ため息いきをつく。

　優等生の顔が剝はがれ落ちかけたジリアは、必死で表情を取り繕つくろいながら話を元に戻した。

「ルルゥの話は聞かなくていいです。連れ去られたニア・ディラがどこにいるか、心当たりがありますから」

「本当か!?　なら早く──」

「ええ。でも先に行ってください、クレト」

　ジリアは息を吐はく。

　深く、遠く。

　それは彼女が意識を切り替えるための行程だ。

　透き通る空と同じ色の瞳ひとみが、子供時代を共に過ごしたルルゥを見つめる。

「後から追いつきます。私は彼女と決着をつけなければなりませんから。二人とも手だしは無用です」

「……へえ。あなたが一人で戦えるの？」

　ルルゥの右手から、ばちっと音を立てて白い火花が上がる。ディサロス・シアンが顔を歪ゆがめて手を離した。銀髪の少女は彼のことなど見向きもせずに、一歩前に進み出る。

「ジリアがそのつもりならつきあってあげるけど。もうこの人たちと合流はできないと思うから、言い残すことがあったら今のうちだよ」

「言い残すことというほど大層なものはありませんが、普通の連絡ならば」

　ジリアは左手で自分の右手に触れると、小さな何かをディサロスへと放った。空中でそれを受け止めた彼は、怪け訝げんそうな顔で掌てのひらを開く。

「これは……」

「あなたが持っていた方がいいでしょう」

　──ディサロスの手にあるものは、鳥の印章指輪だ。

　指輪生の証あかしであるそれを自みずから手放したジリアは、当然のように彼を見る。さすがに驚くディサロスに、ジリアは背後の混戦を示した。

「それを持っていれば、校内でも門外でも普通に戦えます。ですから、どうかこの学校を守ってください。私の次の、指輪生として」

「ジリア、お前」

　決然と言いきる姿に、クレトは瞬しゆん時じに実感する。

　──彼女もまた、己の死を可能性として見み据すえている。

　それは当然のことで、だが、彼はどうしてもそれを受け入れる気にはなれなかった。彼は隣の少女の手をつかむ。

「心当たりがあるなら一いつ緒しよに行くぞ」

「いえ、先に行っていてください。ルルゥと初めて会ったあの地下室を覚えているでしょう？」

「地下室……？」

　記憶を探さぐるクレトとは対照的に、ルルゥの表情が苦いものになる。幼おさな馴な染じみの反応に、ジリアは確信を強めたのだろう。彼女は頷うなずいて、クレトだけに囁ささやく。

「あの地下室、入口に年号が彫られていたのを覚えていますか？　今から四年前の、ディアテ暦七百一年……つまり、ニア・ディラの入学年です」

「……ああ」

　ジリアの言わんとするところに、クレトもまた思い当たる。

　セーネは『封印機巧に組みこまれている自分の代わり』として、ニアを連れ去ったのだ。

　魔女の言葉がどこまで真実かはわからないが、もしニアが幼い頃から「セーネの後継者」として考えられていたなら、入学に合わせて新たな封印設備が作られた可能性もある。

　実際、ルルゥはあの部屋で言っていたのだ。「ディアテはここに力ある生徒を封じて、地下の封印を強化しようとしている」と。

「そうか……」




　──おそらくあの部屋は、ニアを配するために作られた、新たな封印設備なのだ。




　そして封印機巧が別の人間を核にして動き出せば、セーネは自由に力を使えるようになる。ジリアも途中でその可能性に気づいたのだろう。彼女は抜いた突剣で、正面にいる幼おさな馴な染じみを指し示した。

「わかったなら行ってください、クレト。きっと彼女はあなたを待っているんでしょうから」

　ほんの少し不安そうに、寂しそうに、けれど少女は美しく微ほほ笑えむ。

　綺き麗れいに伸ばされた背。まっすぐであろうとするその姿勢は、自みずからが影のように引いてきた過去を見み据すえたものだ。

　ジリアはルルゥと。

　そしてクレトは──セーネと。




「向きあう時が来たんです、私たち」




　ふっと笑う少女は、まぎれもなく今を生きる少女だ。

　彼女を見つめるルルゥ・エンシズもまたそうだろう。

　生徒たちは皆、自らの過去から歩んで、現在に立っている。

　──ならば過去の大戦から生きてきた者たちは、一体いつを生きているのか。

　クレトは、自分が向きあうべき魔女のことを考える。

「……わかった。無理はするなよ」

「お互い様です」

　ジリアはいつものように優等生然として言いきった。もっともらしく胸を張る彼女は、つかまれた手を一度ぎゅっと強く握り返して手を離す。

「さあ、始めましょう、ルルゥ」

「いつでもどうぞ？　力の違いを教えてあげる」

　向かいあう少女二人は、もはやお互いしか見ていない。それが同じ時代を共に過ごした人間の繫つながりだ。自身も似た繫がりを持つクレトは、ジリアを案ずる気持を振りきると寮門を振り返る。重い溜ため息いきを聞いて横を見ると、そこにはディサロス・シアンが立っていた。

「以前は、自らの力であの門を出ていってやると思っていたものだが、今は不思議とそんな気分にならないな」

「ワニがめっちゃ見てるしな……あれは出たらやばいだろ」

「そういう意味ではないのだが。まさかワニが実在するとは思わなかった」

　かぶりを振って、ディサロスは石段を混戦の中へと下りていく。疲労は見えるが躊躇ためらいのない青年の隣にクレトは並んだ。ディサロスは掌てのひらの中に少女から託された指輪を握りこむ。

「私は、誰かに言われたからこの学校を守る訳ではない。自分でそうすべきだと思っているから戦っている」

「だろうな」

「だが、言われなければ見えてこぬものもあった。……感謝している」

「ディサロス」

「行くといい。お前にはお前のすべきことがあるのだろう。ここは私がなんとかする」

　残りの数段をディサロス・シアンは飛び降りる。彼は肩越しにクレトを見上げると、見間違いかとも思うほどささやかに、微わ笑らった。

「帰ってきたらまた試食をしてくれ。色々新しい案がある」

「……ああ、気が済むまでつきあうさ」

　ジリアに聞こえていたら呆あきれられるだろうが、それが彼の慣れ親しんだ日常だ。そういう日々を過ごしていたいと思う。ディサロス・シアンは頷うなずいて手を振ると、混戦の中へと歩み入っていく。すぐに暴れ狂っていた囚しゆう人じんの一人が、彼の手で砂さ塵じんの中から投げ飛ばされた。

　──今は拮きつ抗こうしている状況も、長引けば長引くだけ生徒たちの苦戦に傾くだろう。

　クレトは石段を飛び降りると、生徒たちの戦場に背を向け駆かけ出す。

「すぐ戻ってくるからな」

　空が赤く染まってしまう前に。あの最後の日を繰り返さないように。

　焦しよう燥そうと願いに突き動かされ、彼は走る。

　それはまるで、七十年を巻き戻していく道行きだった。










　　　６




　──「私と契約しなさい」と、魔女は言った。




「契約？」

　深く暗い穴の底に繫つながれてから、どれだけの時間が経ったのだろう。

　記憶を探さぐっても答は出ない。そんな試みをすることさえ無む駄だだと、今のクレトは理解していた。普段の自分は逃れられない狂気の中にあるのだ。

　煮えたぎる憎ぞう悪おを呪じゆ詛そとして吐はき出すだけの存在。異形と呼ばれた巨体は、今は冷めない怒いかりを留とどめておくだけの器だ。全身に負った傷も、鎖くさりが足に食いこんだ痕あとも、全てゆっくりと治っていくのを見て、クレトはそう感じた。

　彼は、ぼんやりとした意識で宙に浮かぶ少女を見上げる。

　真しん紅くの髪の魔女。

　陰いん鬱うつな牢ろう獄ごくの中にあって、その姿は鮮烈で──ただただ自由に見える。

　昼夜を問わず狂った叫さけびが聞こえるこの地下牢ろうで、何にも捕われていない彼女は以前と変わらないままで、なぜかクレトを安心させた。

　数日に一度、ほんのわずか訪れる正気の時間、曖あい昧まいな思考で彼は考える。

「契約ってなんだ？」

「約束のことよ。あなたに興味があるって言ったでしょう？」

「……ああ」

　呪のろいを受けたあの日から、感情は変わらない。

　だが、記憶だけは不思議と遠く薄らいでいくように思える。クレトは苦労して彼女と戦った時のことを思い出した。

「言ってたな。俺の体をもらってくとかなんとか」

　人形にしては大きすぎると思うが、駒こまとして戦わせるには十分だろう。

　ただ全てが終わってしまった後で、彼女は一体誰と戦うつもりなのか。そんなことをクレトはぼんやり考える。

　──魔女は、しばらく沈ちん黙もくしていた。

　そう感じられたのは、クレトの記憶が断絶していたからかもしれない。気がついた時、彼女は無言の時などなかったかのように笑っていた。

「そうね。その体に興味があるわ。色々やってみたい実験があるの」

「今なら使いべりしないしな。便利そうだよな。断る」

「でも実験中にいちいち喚わめかれても煩うるさいから、あなたの精神は邪じや魔まかしら」

「断るって言っただろ！　人の話聞いてたか！」

　クレトは呆あきれて、だが少し気分が軽くなる。

　感情が変わらぬ呪いを受けて、まだこんな気分になれるのは、最後に戦っていたのが他でもない彼女だったからだろうか。実際今は呪いの影響で、あの戦闘の後に訪れた激情に支配されている時間の方がずっと長い。脳のう裏りには血に塗まみれた広間の光景が繰くり返される。頭の中で死んだ女が「復ふく讐しゆうしろ」と繰くり返し続ける。──きっと、自分は永遠にこの坩堝るつぼにいるのだろう。死なぬ肉体を牢ろう獄ごくとして。

　セーネは、赤く塗った爪を顎あごに当てる。

「新しい体をあげましょうか」

　軽く言われた言葉。

　その内容を理解できず、クレトは聞き返した。

「は？」

「新しい体をあげましょうか、と言ったのよ。わかりやすく言いなおすなら、あなたの精神が邪魔だから、別の体に追い出すのよ」

「すごく無茶苦茶なこと言われた！」

「ほら、煩い」

「お前はひでえよ！」

　鎖くさりを鳴らしてクレトは抗議したが、魔女はどこ吹く風だ。

　彼女はちらりと壁の時計に視線を走らせる。燭しよく台だいに赤く照らされた仕掛け時計は、クレトからは角度的によく見えない。おそらく牢ろう番ばんである彼女の為のものだろう。セーネが時々それを見て、彼の正気である時間を計っていることをクレトは知っていた。

　──久しぶりに他愛もない会話ができたが、それももうすぐ終わりだ。

　妄もう執しゆうが湧き上がってくれば、クレトはまた狂気の中に帰る。失われたものを嘆なげき怒って、咆ほう哮こうすることになるのだ。

　クレトは、話は終わったと見て目を閉じる。

　だが、彼の予想に反して魔女はふわりと下りてきた。鎖が解ければ触れられそうな彼の眼前、赤い髪の少女は宙に佇たたずむ。

　気配に気づいてクレトが目を開けると、セーネはにっこりと笑った。

「契約をしましょう。あなたに新しい体を上げるわ」

「断ったよな！　俺は！」

「元の体も、必要な時は時間制限つきで返してあげる。ただし、時間を過ぎて使いすぎたら、その部分は私に譲渡すること」

「パーツで考えんな！　人の体をばらばらにする気か、お前は！」

　決定事項のように言う魔女にクレトは叫さけぶ。

　いつものように、まるで気まぐれで悪質な魔女だ。そう思う彼に──セーネはだが、不意に右手を伸ばしてきた。手袋越しの掌てのひらがクレトの頰ほほにそっと触れる。

　真しん紅くの魔女は、笑いもせず彼を見つめると、言った。

「その代わりあなたには──正気でいられる時間をあげるわ」

　それが二人の、変わらない日々の始まりだった。




　　　　　　　　　　　　　　　※




「セーネ！」

　隠し扉を開け、クレトは地下への階段を駆かけ下りる。

　いつかジリアとニアと来た通路は、あの時から足跡が増えていない。クレトは「ヒールのついた靴だ」と指摘された足跡に気づいて苦い顔になった。だがそれでも、足を止めず走る。

　突き当たりの扉は、彼を待っているかのように開かれていた。

　その先の広間からは、淡あわい光が洩もれ出している。魔法仕掛けの広い円形の部屋。一歩中に踏ふみ入るなり、クレトは叫んだ。

「セーネ！　いるんだろう！　ニアを返せ！　って……」

　魔女の姿を探して視線を巡らせたクレトは、だが自分の見たものが理解できず固まった。

　地下に広がる部屋──その只ただ中なかに、以前はなかったはずの小さな部屋が存在している。

　三方を囲む石の壁、部屋の中央には粗末な机と椅い子すが置かれている。見慣れ過ぎたそれらに、クレトはぽつりと呟つぶやいた。

「なんで……俺の独へ房やが、ここに──」

　たん、と軽い足音がすぐ傍そばで聞こえる。動けずにいるクレトは、立ったままの自分をすり抜けて、もう一人の自分が机の方に走っていくのを見た。

　──全身に包帯を巻いた、人形の体を持つ青年。

　まだ黒い上着を着ていない彼は、立ちつくすクレトには気づかず、机のもとに駆かけ寄るなり叫さけぶ。

『おい、セーネ！　この包帯なんだよ！　聞いてないぞ！』

『──あら、言っていなかったかしら』

　赤いヒールが薄暗い天井から現れる。真しん紅くの髪に成長しない少女の容姿。宙から下りてきた美しい魔女は、やはり入口のクレトには気づかないまま、包帯だらけの青年を見て笑った。

『いいじゃない、その体。似合っているわ』

『包帯だらけが似合うとか嬉うれしくないわ！　隠された力に憧あこがれる年頃みたいだろ！』

『ならそうなればいいわ。包帯を外すと狂気に囚とらわれた闇やみの自分が現れる、とか』

『微び妙みようにあってるからやめろ！』

『楽しくていいわね。じゃあ私は、呪のろいからの精神分離がちゃんとできているか知りたいから、しばらくあなたと一いつ緒しよに暮らそうかしら』

『はぁ!?』

『さっそく観察日記をつけるわね。第一日目、晴れ──』

『天気関係ねぇ！』

　抗議の叫びと共に、二人の姿はふっとかき消える。入口に立ったままのクレトは、覚えのある会話を聞いて、遠い日の記憶を思い出した。

「あれは確か、この体をもらった最初の日の……」

　鎖くさりに繫つながれた巨体から、包帯だらけの人形の体に移った。その日に確か、セーネと同じ会話をしたのだ。まるで気まぐれのように、魔女は「経過観察が必要だから」と言って彼の独房に入り浸びたるようになった。──そしてそのまま長い時を共有してきた。

　ぽつんと置かれた机の周りに、またふっと二人の姿が現れる。机に突っ伏し顔を伏せているクレトに、宙に浮くセーネが問うた。

『どうしたの？　さっきから無む駄だに暗いけれど』

『暗い言うな。外がどうなってるかって、ちょっと考えてたんだよ』

『あら、あなたたちを犠牲に復興していく地上が気になるの？　心が広いのね』

『犠牲だなんて思ったことないさ。実際、俺は最後に散々暴れまくったんだしな。平和になったならそれでいい。……あの人も、きっとそう思ってる』

　苦味の混ざる呟つぶやきは、彼が自分を納なつ得とくさせようとしているがゆえだ。呪のろわれて狂った自分はともかく、友人である王太子が混乱の末に命を落とし、汚名を着せられたことはまだ飲みこめていない。

　──それでも、今が平和であればいいと願う。

　宙に浮かぶ魔女は、クレトを見下ろすと指を弾はじく。途端、彼の頭上にどさどさと紙の束が降り注いだ。

『ぐっ……！　何すんだ！』

『好きに読めばいいわ。気が向いたらまた持ってきてあげる』

　机の上に広がっている紙の束は、地上で発行されている月報や機関誌の数々だ。ディアテの今を伝えるそれらを、クレトは驚いて見つめる。一番上の一枚を手に取ると、そこには建てなおされた城都で開かれた、ささやかな平和式典の様子が描えがかれていた──

　そして二人の姿は、またかき消える。

「セーネ……」

　まるで、過去の記憶を一枚一枚めくっていくかのようだ。

　クレトは、現れては儚はかなく消えていく地下牢ろうでの日々を、そしてそれだけの間、自分たちが積み重ねてきたものを見つめる。

　──いつでも彼女と共にいたのだ。

　不変を負う自分たちは、ずっとそのままでいるのだと思っていた。だが、その思いこみこそが愚かだったということなのだろうか。

　重く沈殿していく思いを嚙かみしめ、それでもクレトは歩を踏ふみ出す。広間内に踏み入った彼が十歩ほど進んだところで、独房の幻影は溶け入るように消え去った。

　そして小さな部屋が消えたことで、その先にあった石の祭さい壇だんが見えるようになる。




「遅かったわね、クレト」




　慈いつくしむような、穏やかな声。

　──彼女は、何を思って過去を映し出していたのだろうか。

　最悪、と呼ばれた魔女、セーネ・ビエラは、祭壇の上に細い足を組んで座っていた。

　無造作に垂らされた長い赤髪が、床に触れるほどに広がっている。周囲には夥おびただしい本数の黒い糸が張り巡らされており、彼女を中心に部屋のあちこちにまで伸びていた。

　クレトは、床の魔法文様がうっすら光を帯びていることに気づいて用心する。部屋から洩もれていた淡あわい光の正体はこれだろう。他の場所は闇やみに溶けたままでよく見えない。ニアの姿を探したが、紋様の光が照らし出しているのは祭壇に座るセーネだけで、少女の姿は見えなかった。

　うっすらと微ほほ笑えんでいる魔女に、クレトは用心しながら一歩踏ふみ出す。

「昔の記憶なんて呼び起こして、どういうつもりだ？」

「別に。ただの暇潰つぶしかしら」

「お前が暇なのは別にいいけどな。──ニアをどこにやった？　ここに連れてきたんだろ？」

　セーネがいるということは、ジリアの読みが当たっていたということだ。魔女は、当の指輪生が不在であるのを見て笑った。

「あなたが一人で来るとは思わなかったわ。もう一人はどうしたの？」

「別の場所で戦ってる。みんなそうだ」

　ミャーもロドも、そしてディサロスもジリアも、皆それぞれ戦っている。思うことこそ違えど、この学校のために動いているのだ。

　彼は長いつきあいの魔女を見み据すえる。

「大戦の時の不始末で作られちまった学校だけど、ここはもうあいつらの居場所なんだ。何があったとしても、こんな風に過去をぶちまけたりしていいもんじゃない。ほら、囚しゆう人じんたち地下に戻すぞ。話はそっからだ」

「生徒たちに戦闘を任せて、出した結論がそれ？　つまらないわね」

　溜ため息いきをついてセーネは祭さい壇だんの上に立ち上がった。ぱちん、と細い指が鳴らされる。

　──途端、真しん紅くの炎が祭壇の向こう、部屋の奥に灯ともった。

　その火が照らし出すものを見て、クレトは叫さけぶ。

「ニア！」

　向かい側に抜ける扉のあった場所。

　だが今はそこに、扉をふさぐように太い石柱が立っていた。床から高い天井までを繫つなぐ石柱は、表面にびっしりと魔法の紋様が彫りこまれている。

　──そしてその半ばには、この国の王女が、手足を埋めこまれ磔はりつけにされていた。

　傷ついた制服姿のままのニアは、クレトの呼び声にうっすらと目を開ける。

「門番さん……」

「無事か！　今助けるからな！　ちょっと待ってろ！」

　クレトは言うなり駆かけ出す。だがその行く手を光る檻おりが遮さえぎった。いつかルルゥが生み出したものと同じ、だがそれよりもずっと緻ち密みつな檻が、高い壁となってクレトの前に立ちふさがる。

「くそ！　こんなもの……」

「やめた方がいいわ」

　前と同じように光る格こう子しに手を伸ばしかけた彼を、セーネはやんわり留めた。だが一いつ瞬しゆん遅く、引こうとした指が光る線をかすめる。

　それだけで、気の遠くなるような激痛が走った。

「ってえ……！　なんだこりゃ！」

「私を他の人間と同列に考えるあなたが馬ば鹿かなのかしら。忠告はしたつもりなのだけれど」

　同じ魔法紋様を使って檻おりを作るにしても、ルルゥとセーネでは実力差があり過ぎるということなのだろう。「お前がセーネくらい強いとは思えない」とは、クレト自身がルルゥに言った言葉だが、これほどわかりやすく自分に返ってくるとは皮肉にもほどがある。

　クレトは光る格こう子しの向こうにいるセーネを見み据すえた。

「セーネ……ニアを放せ」

「なぜ？　囚しゆう人じんたちをあるべき場所に返せというなら、彼女もまたそうではないかしら。彼女があるべき場所はここ。ディアテが彼女のために作った、敷地全体に作用する封印機巧の核よ」

「……お前はそれを知ってたんだな」

「ええ。最初からね」

　クレトたちが初めてここを見つけた時に、つけられていた足跡。

　あれはやはり、セーネのものであったのだ。

　彼女はもっと以前にこの場所に来て、造られた部屋の持つ役割を知った。それが魔法紋様を読み解いてのことか、他から得た情報によってかはわからない。だがセーネは一足早く真実にたどりついていたのだ。

　嫣えん然ぜんと笑う魔女に、クレトは顔を顰しかめる。

「牢ろう獄ごくをぶっ壊したいなら、ニアをそんなところに埋めこんだってしょうがないだろうが。みんなもう地上に出てきちゃってるだろ」

「まだ全員じゃないわ。それに、彼女が封印機巧の身代わりになってくれていないと、私が自分の力を全て自由に使えないでしょう？」

　魔女の掌てのひらに小さな焰ほのおが灯ともる。

　真っ赤な炎球は、大きさこそ掌より少し大きいくらいだが、込められている力は膨ぼう大だいなものだ。下へ手たをしたらその一つで、地下牢獄に匹敵するほどの穴があくかもしれない。

　表面にふつふつと泡が立つ赤い焰を、門番の青年は息を吞のんで見つめる。

「何がしたい、セーネ」

　彼女が全力を振るわねばできないことなどない。

　牢獄を管理するために魔女がどれだけ力を割さいていたか、詳しいことはわからないが、それを差し引いたとしても彼女の力は絶大だ。何しろ彼女はかつて「たった一人で一軍に匹敵する」を体現して、クレトの前に現れたのだから。

　真意の知れない魔女は、うっすらと微ほほ笑えんだ。

「さあ、何がしたいのかしらね。まずはやり残したことからかしら」

「やり残した？」

「ええ。あなたも覚えているでしょう？」

　クレトの目前の檻がふっと消失する。

　代わりにそれは、ニアが捕まっている柱を隔離するようにして、部屋の後方に現れた。

　遮さえぎるもののなくなった円形の部屋で、クレトとセーネは向かいあう。

　魔女が右手を上げると、赤い焰ほのおは消えた。代わりにその指に絡みついた黒糸が生き物のようにずっと音を立てて動く。それらはまたたく間に漆しつ黒こくの鎖くさりとして縒よられていった。

　セーネは鎖と、無数の糸を引いて艶あでやかに笑う。

「まだあなたと決着がついてないわ。──遊びましょう、クレト」

　そうして魔女は当然のように、最後の日の続きのように、鎖を握る手を彼に差し伸べた。







　──いつかこんな日が来ると、思ったことはあっただろうか。

　長い年月だ。一度や二度は考えたことがあったかもしれない。けれどクレトにとってそれはずっとあるはずのない可能性だった。彼女と共に呪のろいを受けた時から、そして、地下で終わりのない時を共有するようになった時から、二人は同じ境遇に置かれた友人で、同居人になった。誰に伝わらぬことでも、誰に言えぬことでも、お互いになら言えると思っていた。あるいは、言わずとも伝わる、と。

　だからもう、彼女と戦う日など来ないと思っていた。

「決着って……何言ってんだ、お前」

「あら、頭の動きが鈍にぶいのかしら。決着という単語の意味がわからないのは想定外だったわ」

「わかってるから困惑してるんだろうが！　隙すきあらば俺を貶おとしめようとすんな！」

　棘とげのある言葉も辛しん辣らつな態度も、まるでいつもの彼女らしく思える。

　だが、その指し示す内容は受け入れがたいものだ。クレトは両手を上げながら、檻おりの消えた床を一歩一歩、歩き出した。

「今更俺と戦う意味とかないだろうが。むかついてんのはわかるから、話聞かせてくれ」

「あら、殊しゆ勝しようね。──でも愚かかしら」

　前触れもなく、黒い鎖が唸うなる。

　魔女の手から伸びるそれは、ぶん、と宙へ舞い上がった。

　直後、反転してクレトの頭上へと振りかかる。

「ちょ……！」

　クレトは咄とつ嗟さに左へと跳とんだ。彼のいた場所の床が、鎖の直撃を受けて割り砕くだかれる。薄い音を立てて亀き裂れつが広がっていくのを見て、彼はぞっとした。

「おいおい……今のは下へ手たしたらまた大破だぞ」

　少しでも避よけるのが遅れていたら、直撃していた。

　大破で済むならいい方だ。下手をしたら中の精神核まで砕かれていたかもしれない。

　クレトは、感情では当惑したまま──けれど染みついた経験では、魔女の本気をひしひしとその身に感じていた。

　セーネの鎖くさりは、床の魔法紋様までもを容よう赦しやなくえぐり取ると、またずるずると彼女の手元に戻っていく。彼女は穏やかに微ほほ笑えんだ。

「話すことはないわ。話す意味もないわ。だけど戦う意味なんていくらでもある。そして意味がなくても人は戦うのよ、クレト」

「セーネ」

「これを見るといいわ」

　魔女はヒールで軽く祭さい壇だんを蹴けると、ふわりと宙に浮かび上がる。

　それと同時に石の祭壇が、うっすらと白く光り出した。柱に囚とらわれていたニアが小さな悲鳴を上げる。

「ニア！」
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　びくりと体を跳はねさせた少女は、すぐに力なく頭こうべを垂れた。どうやら気を失ってしまったようだ。何が起きたのかわからないでいるクレトに、セーネが付け足す。

「この部屋の機能を動かしただけだわ。彼女から吸い上げる力を強めたの。その分意識は保っていられないけれど、意識があっても苦しいだけだからいいわよね」

「よくねえよ」

　ひんやりとした怒いかりにクレトは吐はき捨てる。

　これが、セーネの呈ていする「戦う意味」だとはわかったが、それでも感情を波立たせずにはいられない。彼は上げていた両手を下ろす。

「とにかく、ニアは連れて帰る」

「どこに帰るというの？　学校という大きな牢ろうにいるのもこの部屋という小さな牢にいるのも、変わりはないと思うけれど」

「変わるに決まってるだろうが。──友達がいる」

　たとえニアが、一生監獄学校という牢ろう獄ごくから出られないのだとしても。

　友人と共に暮らす日常と、誰も来ない地下で眠り続けているのとでは大きな違いだ。

　それにクレトは──いつか彼女をこの学校からも卒業させてやりたいと思っている。今の状況を除いても、ニアをこんな場所に置いておくつもりはない。

「お前が、その違いをわからないはずないだろう」

「わからないわ。自由でないのは一いつ緒しよ。そこに取り繕つくろう欺ぎ瞞まんがあるかないかの違いでしょう」

「欺瞞？」

　聞き返しながら、クレトは落胆とも失望ともつかないもので心が冷えていくのを感じていた。

　地下牢獄で過ごした変わらない日々において、そっけない態度ながら囚しゆう人じんたちを誰よりも気遣っていたのはセーネではないのか。呪のろわれて永遠を生きる彼らに、外の世情を知らせ続けたのは、ささやかな慰なぐさめこそが救いになると思っていたからではないのか。

「欺瞞以外の何だというのかしら。檻おりの中の平和をありがたがるなんて馬ば鹿かみたいだわ。そんな誤ご魔ま化かしに浮かれるくらいなら、眠っていた方がずっとましでしょう？」

　門番になって地上に出たクレトを、彼女はいつも呆あきれ顔で見守っていた。平和を喜んで理想を語る彼に、「現実を見ろ」と冷れい水すいを浴びせながら──けれどその理想を捨てろとは、一度たりとも言わなかったのだ。

　魔女は、美しく笑う。

「現実は変わらない。慰めなんて──無価値だわ」




　城都が燃え盛る最後の日に、血と汗にまみれて一人戦っていた彼女。

　狂気が押しこめられた地下牢獄にて、泰たい然ぜんと誇り高いまま変わらなかった魔女。

　本当は、誰よりも彼女こそが理想家なのではと思っていた。

　だがそれこそは、クレトが勝手に夢想した幻に過ぎなかったのだろうか。




「お前は……」

　敵として出会い、七十年を友人として共に過ごした。だがそれだけの時間をかけて、自分たちは結局、何もわかりあえていなかったのだろうか。

「無価値とか……お前が言うのか」

　とめどない苛いら立だちを吐はき出しかけて、けれどクレトはその先を飲みこむ。

　──熱くなりすぎてはいけない。

　彼女は容易たやすく真意を口にする人間ではないのだ。こうして彼を苛立たせること自体が目的なのかもしれない。第一、セーネがクレトの考えに批判的なのはいつものことだ。彼は自身にそう言い聞かせる。

　セーネは険しい顔のクレトを見てくすくすと笑った。自由を体現するように、赤いドレスが暗い宙で翻ひるがえる。

「怒りたいなら怒ればいいわ。自由にすればいい。私も、あなたも」

　好きにしろ、と言いながら彼女は、ニアを捕えたままだ。

　クレトは深く息をつくと、最悪の魔女を睨にらんだ。

「もう一度聞くぞ。譲ゆずる気はないのか、セーネ」

「ないわ」

　あっさりとした返事は予想できたものだ。クレトは苦い思いで足あし下もとを見る。

　七十年の過去。

　そして、これからの未来。

　どちらかを優先させるなら、出せる答は一つだ。

　この学園を、そして生徒たちを守る。

　そのために彼女が立ちふさがるというなら、囚しゆう人じんたちと同様、打ち倒し地下に戻すだけだ。

「わかった。──ねじ伏せてやる」







　勝算は、五分の一もあるだろうか。

　ただでさえ相手は、最強の魔女と言われるセーネだ。加えて牢ろう番ばんの義務を放棄し、制限がなくなった今では、やる前から結果は見えている。

「おまけにこの体は、お前の作品ときてるしな」

「いつでも元の体を返してあげるけれど？　そういう契約なのだし、狭量なことはしないわ」

「心が広くてありがたいな。考えとく」

　セーネがそう言うのなら、一分間の制限内なら体の召喚は可能だろう。だがそれは歪いびつな切り札だ。最初から使う手ではない。

　そして、使える手は他にもある。

「──行くか」

　クレトは宙に浮かぶセーネを見上げた。

　鎖くさりを持つ手が上げられる──その瞬しゆん間かんを狙ねらって彼は床を蹴ける。

　黒い鎖は生きた蛇へびのごとく跳はねると、ぶん、と音を立てて宙を薙ないだ。腰ほどの高さで迫ってくるそれを横目に、クレトは魔女に向けて走る。骨を割り砕くだく勢いで襲いかかってくる黒こく鎖さ──無数の糸の塊を、彼はぎりぎりまで引きつけると身を屈かがめた。頭のすぐ上を、暴力そのものである鎖くさりが通り過ぎていく。

　セーネはくすくすと笑った。

「大変ね。その体が大破したら次はどんな体に入れて欲しい？」

「最高傑作とか言っといて、さらっと大破させようとすんな！　もっと大事にしとけ！」

「思い入れのある分、瑕きずが見つかると叩たたき割りたくなるものね。残念だわ」

「俺は壺つぼか何かか！」

　大体そんな理由で割られるとしたら、まず精神核が割られそうだ。

　クレトは叫さけびながら、戻ってきた鎖を飛び越える。まるで遊ばれているような状況だが、実際遊ばれているのだろう。それくらいの力の差が今の彼らにはある。

「けど、正面からぶち当たる必要はないからな」

　セーネが浮かぶ祭さい壇だんまでは、あと二十歩ほど。

　魔女の手に、もう一本の鎖が生まれる。

　叩き割る、と言ったからにはあくまで直接攻撃をしてくるつもりだろうか。だとしたら純粋にありがたい。決着もつけやすくなる。

　クレトは走りながら左手の包帯に手をかけた。先端から強引に解いていく。

　彼の魂を人形の体に固着させる為の包帯。それを左腕から引きはがしてしまったクレトに、セーネは笑った。二本の鎖が宙で唸うなる。

「返して欲しいのかしら？」

「左腕だけな。──喚よべ」

「あなたの好きなように」

　どこからともなく現れた黒糸が、クレトの左腕に絡みついた。

　肩から先、本来の腕が熱を伴ともない戻ってくる。

　同じ魔女が生み出した糸。その片方は彼に力を与え、片方は鎖となって全身を砕こうとしている。まるで矛盾した感情のようだ。だが、それが自分たちらしいとも思う。

　傷だらけの太い指を握るクレトに、魔女は謳うたった。

「さあ──ここから一分間よ」

　容よう赦しやない鎖が振りかかる。

　一本は真上から、一本は床と平行に、同時に襲いかかるそれらを青年は一いち瞥べつした。

　柱ほどに太い二本の鎖。その一本でも直撃すれば、全身を砕かれるだろう。

　だがクレトは足を止めぬまま、恐れも見せず左手を上げる。

　──そして真上からの一本を、あっさりと外へと叩き払った。

　ごつっ、と硬い異音が上がる。勢いのまま逸そらされた一本は、クレトを薙なごうとするもう一本とぶつかって、けたたましい金属音を上げた。床が削れる音を背後に聞きながら、クレトは魔女の真下へと走る。

「あら、恐いわね」

　常用武器の一つをあしらわれても、人形遣いは余裕を崩さぬままだ。

　セーネは空中で両手を広げた。二本の鎖くさりがたちまち無数の黒い糸へと戻る。そしてそれは、クレトの後方で再び一本の太い鎖へと縒よりなおされた。

　祭さい壇だんまであと十数歩。そのまままっすぐに走りきろうとしていた彼は、突然がくんと動かなくなった両足に、顔から転びそうになる。

「げ……」

　見ると膝ひざから下には、魔女の操あやつり糸がびっしりと絡みついている。彼本来の体を呼び戻すためではない、単なる拘束の糸。なんとかバランスを取って踏ふみとどまったクレトは、左手で糸をつかみ取ろうと身を屈かがめた。

　だがそこに、セーネの声がかかる。

「これでおしまいかしら？」

　空を切る音。

　振り返ろうとしたクレトの体に、背後から鎖が激突する。

　二本を一本として縒りなおされたそれは、二倍の太さを持って青年の体を弾はじき飛ばした。

　足に絡みついていた糸がちぎれる。

　クレトの体は、軽々と宙へ跳はね飛ばされた。

　肉が裂け、骨が砕くだける激痛に、頭の中が真っ白になる。

　女の声が平然と宣告した。

「──あと三十秒」

　全身を襲う衝撃。

　言われた意味を理解した時には既に、クレトは祭壇前の石床へと叩たたきつけられていた。

　床の破片が四方に飛び散る。罅ひびの入った魔法紋様が、光を弱めてまたたいた。

　半ば床にめりこんだクレトは、潰つぶれかけた肺で呻うめく。

「っ……くそ……」

　のたうちまわりたいほどの痛みだ。だがすぐには動けない。自然治ち癒ゆが始まったのか、全身がほんのり熱を持つのがわかった。──けれどそれでは間にあわない。

　クレトは全身の力を振り絞しぼる。震える右腕をついて、上体を起こした。どこから出ているのかわからぬ血が、ぼたぼたと床の上に滴したたる。

　頭上から魔女の憐あわれむ声が聞こえた。

「おしまいならそう言えばいいわ。待っているのは退屈だもの」

「降参は……しない」

「ならあと十五秒かしら」

　穏やかに残ざん酷こくに、魔女は契約を告げる。

　クレトは血の臭いが混ざる息を吐はいた。痛みを訴える四し肢し。足の召喚も必要だろうかという考えが、一いつ瞬しゆん頭をよぎる。

「……いや、いけるだろ」

　動けないはずがない。

　これくらいのことは今まで何度もあった。だから諦あきらめるようなことではない。

　クレトは右腕一本を支えに、痛む体を引き起こす。そうして祭さい壇だんの傍そば、広い円形の部屋の中央に立って、真上に佇たたずむセーネを見上げた。彼女は手の届かない遥はるか空中で愉たのしそうに笑う。

「それで？　そこからどうするの？」

「こうする」

　左手で拳こぶしを作る。

　それをクレトは、まっすぐに祭壇の中央へと振り落した。

　何もかもを打ち砕くだく豪腕が、白く光る祭壇をも割り砕く。

　石の割れる音。

　魔法の飛ひ沫まつが上がり、紋様の彫られた表面が、無数の破片となって飛び散った。

　がらがらと祭壇の右半分が崩れて倒れる。残る左半分も半ば傾いて──祭壇に収められていた中身が剝むき出しになった。




　──一見してそれは、ぎっしりと何かが入っている四角い檻おりのように見えた。




　曲がりくねり、複雑に編まれた何十本もの細い銀管と水晶球。模型の骨組みのようなそれらは、外側の四角を形作っているだけでなく、内部でまで精密に絡みあっている。隙すき間まはあちこちにあるが、手を差しこめるほど大きくはない。いくつもの水晶球から洩もれ出す淡あわい光が、床の上に複雑なレースのような影を落としていた。

　ところどころに見えるディアテの紋章。国が持つ魔法技術の粋すいを詰めこんだのだろう。美しいとさえ言えるそれを、クレトはなんの感慨もない眼で見下ろした。彼は、既に人形のものに戻った左手を握り呟つぶやく。

「これがこの部屋の核か」

「正確に言うなら、この学校全体を制御する新しい封印機巧の核ね。ディアテはこの部屋と王女を私の代わりにして、封印を維持していくつもりだったんでしょう」

「なら、これを壊せばニアは自由だ」

　たとえこの学校からすぐには出られなくとも。

　人知れず地下で眠り続ける必要はなくなる。彼女の意志を、理想を、無む駄だにせずに済む。

　祭さい壇だんを割った時に、既に破片が突き刺さっていたのだろう。核装置のあちこちから小さな火花が上がっているのをクレトは冷ややかに眺ながめた。

　魔女の優しい声が問う。

「でも、それを壊せばまだ残る全ての封印も無効になるわ。生徒たちから吸い上げた力が囚しゆう人じんを縛しばることもなくなる。それだけじゃない。まだ外に出てきていない者も自由になる。全部の頸くび木きが外れるのよ。──それでもいいのかしら？」

「よくないだろ」

　過去が未来を浸食するなど、あってはならない。

　だが、それを防ぐためにニア一人を犠牲にすることも違う。

　今ここに、ジリアがいたら言うだろう。「私たちを信じてください」と。

　だから彼は、いつでも懸けん命めいな彼女に応える。

「よくないけど、もう外に出てきてるやつらはいるからな。戦わなきゃならないのは同じだ」

　拳こぶしを握る。

　時が進むように、彼は自みずからの足で一歩を進む。

「だから──俺は、生徒たちを信じるよ」

　セーネは答えない。彼女は笑わない。

　そしてクレトは魔法仕掛けの核を叩たたき割った。







　　　　　　　　　　　　　　　※







　魔法の白光を見て、ジリアは咄とつ嗟さに飛び下がる。

　光の矢は彼女の眼前、石畳の上に突き刺さった。反応が少しでも遅れていれば、足をやられて勝負が決まっていただろう。ジリアは体勢を立て直しながら息をつく。

「本当に休む暇をくれませんね……」

「どうしたの、ジリア。もう降参？」

「いえ全然」

　寮の真下を通る玄関通路には、他に戦っている者の姿はない。石のアーチや壁に囲まれたここは、厳密には建物内ではないが生徒たちにとっては戦いにくい場所なのだろう。ジリアはあと数歩下がれば石段から落ちてしまうという場所で、先程から幼おさな馴な染じみとの応酬を続けていた。

　余裕を崩さないルルゥが笑う。

「無む駄だな努力はもうやめたら？　わたしとあなたの実力が全然違うのなんて、入学前の順位づけでよくわかっているでしょ？」

「五年も前の話ですよ、ルルゥ」

　苦い顔で返すジリアは、ちらりと背後の広場の様子を確認する。

　囚しゆう人じんたちと生徒たちの戦闘は、いまだ膠こう着ちやく状態だ。人数は生徒の方が多いものの、不死の狂人たちはどのような傷を負っても復帰してくる。その異様さに恐れや疲労を覚え出す生徒もおり、長引けば不利は明らかだ。現状を認識すればするほど、溜ため息いきが重くなる。

「おまけに数人、明らかにまずそうなのが混ざってますしね……」

　大戦最後の日の城都戦に参加していたという囚人たちは、もともと猛者揃ぞろいなのだろうが、どうやらこの学校の生徒から見ても、格の違う相手が何人か混ざっているようだ。詳しい状況はわからないが、先程から生徒たちが幾度かかっていっても弾はじき返される場所が点在している。最初に出くわして拘束してきた獣じゆう人じん族の種族英雄も、そろそろ自由になっているかもしれない。

「急がないと……」

「この後の予定でもあるのかな？」

　ルルゥは皮肉たっぷりに笑うと、短剣を一いつ閃せんさせる。

　白い飛ひ沫まつが剣先から上がり、ルルゥの目の前、通路いっぱいの大きさに光線の網が出現した。

「……っ」

　力の違いを見せつける緻ち密みつな魔法。

　触れれば捕ほ縛ばくされるか、焼き刻まれるか、そのどちらかだろう。ジリアは一いつ瞬しゆん、反転して石段を駆かけ下りるか迷う。だがすぐに彼女はその考えを捨て、通路にとどまることを選んだ。自みずからの突剣を構える。

「切り裂け──」

「行け！」

　魔法が完成するより早く、光の網がジリア目がけて押し寄せる。

　逃げる隙すき間まはない。触れてはいけない。

　だから彼女は、突剣をまっすぐに振り下ろした。生み出された風の刃やいばが、網を切り裂き隙間をあける。ほんのわずかな細いその隙間に、ジリアは躊躇ためらわず身を横にして飛びこんだ。顔を、腕を、鋭するどい痛みが通り過ぎていく。

　だが彼女は怯ひるまず石畳に着地すると、そのまま通路を前に跳とんだ。

「え？」

　ルルゥの驚く顔が正面に見える。

　子供の頃を思い出すその表情に、ジリアはくすりと笑う。

　そして彼女はそのまま、頭を下げると幼おさな馴な染じみの少女に体当たりした。体重の軽い二人は勢いのままもつれあって石の通路を転がる。

「この……！」

　短剣の落ちる音がする。もみくちゃで、どの手が自分の手かもよくわからない。

　だがジリアは、食らいつくようにしてルルゥの上に馬乗りになると、その両手首を石畳の上に押さえつけた。憎にく々にくしげに睨にらんでくるルルゥを見下ろして言う。

「後の予定はあります。この事態を収拾しなければなりませんから」

「まだ後があるって信じてるんだ。幸せな頭の中だね」

「そうですね。あなたと同じくらいには」

　かつて理想を語りあったことを揶や揄ゆするような切り返しに、ルルゥはむっと目つきを変える。ただ、怒いかりを滾たぎらせようともジリアは彼女の細い体を完全に押さえこんでいた。四し肢しを動かそうと試みるルルゥは、それが叶かなわないとわかるとジリアを嘲あざける。

「それで？　魔法じゃ勝てないから暴力でなんとかしようって？　この学校に入学してから、野や蛮ばんな種族に感化されたの？」

「魔法も十分暴力的です。精神を侵おかす秘術は特に」

　──人を好きに操あやつろうとする傲ごう慢まんさは、他と何一つ変わらない暴力だ。

　冷ややかなジリアの言葉に、ルルゥは美しい顔を歪ゆがめる。子供の頃と今と、随ずい分ぶん変わってしまったようにも、また少しも変わっていないようにも思える幼おさな馴な染じみを、ジリアは見み据すえた。

「あなたを動かしているのは一体誰なんです？　死亡偽装までしてこの学校に侵入させて……。ディアテの体制崩壊が狙ねらいなんでしょうが、やることが陰湿です」

　十二歳で道を分かたれた友人が、五年間どこで何をしてきたのか。

　察するにそこには、何者かの悪意が垣かい間ま見える。原集落で生まれ育った少女を、人目を避けて連れ出した「誰か」は、おそらく彼女に現実の醜しゆう悪あくさを切り取って見せつけたのだ。羽う人じん族が愛玩種族として、世の陰で搾さく取しゆされる光景を。

「確かに、私は外の世界をろくに知りません。でもルルゥ、あなたの知っていることが全てでもないはずです。現にこの学校では違う種族同士が助けあうなんて、当たり前のことなんです。ここで育った生徒たちの大半は羽人族への差別をよしとしないでしょう」

　今この瞬しゆん間かんにでも、生徒たちの戦いを見ればわかるはずだ。理想は理想で終わるばかりではないのだと。頑かたくなな友人にジリアは訴える。

「そして同様の無法を許さない人間は、きっと外にも大勢います。羽人族でも、それ以外の種族でも」

　国がそれに気づいてくれないのなら、気づかせてやればいいだけだ。癇かん癪しやくを起こして多くを巻き添えにしてしまえば、自みずからの正当性が失われるだけだろう。

　きっとルルゥは誰よりも高い理想を持っていた。──だから人よりも絶望してしまったのだ。

　もしもっと早く再会できていたなら、違う今があったかもしれない。

「教えてください、ルルゥ。あなたが一人で泥を被る必要はないです。私たち約束したでしょう。一いつ緒しよにこの国をよくしていこうって──……っ」

　言葉が、切られる。

　それはジリア自身が意図して切ったわけではない。

　だから彼女はルルゥを見つめていた視線を──自分の体へと移した。制服のブレザーの下、左の脇わき腹ばらに氷でできた杭くいが深々と刺さっている。魔法で作られた杭なのだろう。みるみる血で染まっていくシャツを、ジリアは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　ルルゥは、力の緩んだ相手を横に押しのける。

「無詠えい唱しようでも魔法は使えるって前に見せたのに」

「……っぁ」

「ほんとジリアは詰めが甘いよ」

　手を払ってルルゥは立ち上がった。傷を押さえてうずくまるジリアを横目に、彼女は落とした短剣を拾い上げる。諦てい観かんを思わせる目が門前の混乱を視界に入れた。

「誰がわたしを動かしてるのかなんて、言ってもきりがないし意味ないよ。一人じゃないし、何人も入れ替わってる。最初にわたしに声をかけてきた人はとっくに死んだかな。城の要職についてる羽う人じん族だったけど」

　ルルゥは乱れた銀髪を払おうとして、指についた血に気づいた。ジリアの血に触れていたのだろう。彼女はそれを舌先でゆっくりと舐なめ取る。

「どこにだって不満を持つ人間はいるし、腹の底では反発しあってる。当然、ディアテの城も、五種族それぞれもそう。誰か一人悪役がいて、そいつを倒せば全部うまくいくなんて──そんな夢みたいなことないよ」

「……ルルゥ……」

　荒い息をついてジリアは幼おさな馴な染じみを見上げる。

　手を伸ばせは全てが取り戻せるなら、どんなによかったことだろう。

　ジリアが願っていたのはそんなことで──だがそれはただの夢だと、ルルゥは告げる。

　外から来た少女は、動けないジリアに背を向けた。

「ここにいて、ジリア。もうすぐ全部が変わるから。終わったらあなたに、新しい世界をあげる」

　混戦の中へ、ルルゥは一人歩き出す。孤独を当然のように負うその背に、ジリアは呟つぶやいた。

「……行かせませんよ」

　血に濡ぬれた指先を宙へと走らせる。

　突剣を使わない、無詠唱での魔法。それを可能にしているのは、ルルゥのような抜きんでた魔力ではなく、綿密に用意されてきた布石だ。

　──通路の両脇の壁から、天井から、そして石床から、白く光る魔法紋様が浮き上がる。

　それらはたちまち宙へと広がり、繫つながりあって空中に大きな魔法円を描えがいた。

　光に気づいて振り返ったルルゥが啞あ然ぜんとする。

「……ジリア、これ」

「力の差がありすぎることは、わかっていましたから……。あなたともう一度会えた時のために準備をしておきました」

　魔法円はゆっくり回転し始める。

　その輪りん郭かくから浮き上がった光の粒が、ぱらぱらと宙を走り、ルルゥの体へまとわりついた。次第に増えていくそれは、振り払おうとしても離れず、一つまた一つと増えていく。

　ジリアは腹の傷に止血をかけながら息を吐はいた。

「対象の生気を吸い取りながら捕ほ縛ばくするための術です。この学校はそういう術を研究するのに困らない環境ですからね。元々建物にかかってる魔法とぶつからないように仕掛けをするのは、骨が折れましたが」

「……っ、この」

　ルルゥの体に触れる光の粒一つ一つが、彼女の生気を吸い上げていく。それは決して強い力ではないが、隙すきを作るには十分なものだ。ジリアは両手で床に触れる。そして命じた。

「……捕えよ」

　魔法円、それ自体が放たれる。

　紋様を組みこんだ光る円は、飛ひ沫まつを振りほどこうとするルルゥをたちまち捕えて包み込んだ。紗しや幕まくでくるむように、円は少女の体を巻きこんで一層輝く。天井や壁に描えがかれた紋様が連動し光を強めた。ジリアは光の中へ、願いをこめて訴える。

「ルルゥ……私たち、やり方は違っても目指すものは同じはずです。だから……もう一度一いつ緒しよにやりなおしましょう。ちゃんと見て、気づいてください。私たちに味方してくれる人は、いっぱいいるんだって……」

　魔法円が形を変えて大きな球の形になる。そしてそのままそれは、眠りをもたらす繭まゆとなった。光る繭は、更に飛沫を降らせて捕えた少女を眠らせ──

「え？」

　無音の炸さく裂れつ。

　ルルゥを包みこんでいた光の球が内側から散り散りに爆はぜた。

　同時に壁や天井に灯ともっていた紋様も光を失う。

　何が起きたのか咄とつ嗟さにわからない。だが用意していたものが、全てかき消されたのだということはわかった。

　呆ぼう然ぜんと座りこんだままのジリアを見下ろし、ルルゥは自由になった手を払った。

「本当に、詰めが甘いよ」

「ルルゥ」

「ごめんね、ジリア」

　少女はそして短剣の先をジリアに向けると──寂しそうに微ほほ笑えんだ。

「さよなら」

　短剣から放たれた白い帯が、ジリアの体を床に縛しばりつける。これでしばらくは彼女も動けないはずだ。必死に拘束から逃れようとする幼おさな馴な染じみに手を振って、ルルゥは歩き出した。

「待ちなさい！　ルルゥ！」

　背後からの制止の声にも、彼女はもう振り返らない。振り返って手を差し出すこともしない。自分たちは違う道を歩いているのだとわかっている。

　混戦の広場へと続く石段を下りながら、ルルゥはくすりと笑った。

「……一いつ緒しよに行けたらよかったね」

　気負うあまり、近道をしようとしすぎたのかもしれない。ジリアは、正道以外を歩まない人間だ。それがどんなに迂う遠えんで割の合わないものであっても、彼女は歯を食いしばって堂々と歩む。そういう人間だ。

　ルルゥもそれを知っていて、だが「今度こそ」とも思っていた。子供の頃からいつも、同じ期待を捨てられないでいた。自分の選ぶ道の方が確実と思っていたのだ。そしてそれ以上に、自分が一番ジリアに応えられる人間だという自信があった。

「正道を歩むだけじゃ足りないよ。でも……そうだな、ジリアはそれでいいかな」

　綺き麗れいごとだけで世界は回らない。この学校もきっとそうだ。皆が皆、ジリアのように理想に生きられるわけではない。今のような急場になれば、生徒たちも隠していた本性が現れるはずだ。とてもではないが、異種族同士助けあいなどしていられない。体力一つとっても、それぞれの種族には差がありすぎるのだから。

「大丈夫。あなたが報むくわれる世界を、わたしが創ってあげる」

　そのためにいくら泥を被ろうとも構わない。醜しゆう悪あくな現実にジリア自身がまみれる必要などない。正道を歩める人間が、正しさを味わえないまま終わることなどあってはならないのだ。

　石段を下りきったルルゥは、広場のあちこちで起きている衝突を見回した。

　人形遣いが牢ろうを解放した今、同様の騒さわぎが校内の各所で起こっているはずだ。そして囚しゆう人じんたちが不死である以上、生徒たちはいずれ倒れる。そしてこの学校は外から永久に封印される。

　──ジリアも、含めて。

「そんなことはさせないよ」

　そうなる前に、封印機巧を破壊することができれば、校内から生徒が逃げ出すことも可能だろう。そして地下に押し込められていた狂気は、外に溢あふれ出しディアテの城都を焼く。人々が相争う混乱の時代が再び訪れるのだ。すべてが終わるまでに、夥おびただしい犠牲を生み出しながら。

「…………」

　ルルゥは自分が眉み間けんに皺しわを寄せていることに気づくと顔を上げた。

　──そして、自みずからに振りかかる獣じゆう爪そうを見る。




「え？」

　疑問の声は、まるで他人のもののように遅れてルルゥの耳に届いた。事態を認識するより先に、鋭するどい五爪が彼女の顔を切り裂こうとする。

　だがその寸前で、彼女の体は横抱きに攫さらわれていた。

「危ない！」

　聞き覚えのない少女の声。爪が何かに跳はね返って音を立てる。

　突然揺ゆらされた視界にルルゥがようやく慣れた時、彼女の傍そばには二人の少女がいた。

　一人は座りこむルルゥを支えて、膝ひざをついている華きや奢しやな少女。

　もう一人は彼女たちを庇かばって前に立っている長身の少女。

　おそらく羽う人じん族と巨人族だろう。彼女たちの見み据すえる数歩先には、ルルゥを襲ったと思われる獣じゆう人じん族の少年がいる。囚しゆう人じんの彼は、見覚えのある愉ゆ悦えつに満ちた微笑で三人を眺ながめていた。

　羽人族の少女が、ルルゥを横から覗のぞきこむ。

「大丈夫？　あなたも羽人族だよね？」

「あ……」

　返事をするより先に、長身の少女が緊張のにじむ声を飛ばす。

「セラ、こいつやばそう。食い止めるけど、そっち行っちゃうかもしれないから逃げといて」

「誰か呼んでくるよ。待ってて、ロティちゃん」

「大丈夫。私頑丈だから。その子連れて離れてて」

　緊迫した口調であるのは、彼女が巨人族だからだろう。強きよう靭じんな肉体と力を持つとはいえ、巨人族では獣人族のスピードについていけない。ただ己の不利を悟る彼女は、自分の敗北よりも後ろに庇った二人に被害が及ぶことを恐れているようだった。

　セラと呼ばれた少女が歯は嚙がみする。彼女はルルゥに怪け我ががないことを確認すると、手を合わせて懇こん願がんした。

「ごめん。わたし、ロティちゃんの後衛しないといけないから……。誰か呼んできて。できれば近接できる子」

「……逃げないの？　あの敵、種族英雄だよ。すごく強い。多分勝てない」

「そうなの？　──そっか」

　セラはそれを聞いて、ふっと微ほほ笑えんだ。

　種族英雄という意味がわからなかったのだろうか。もう一度ルルゥが言いなおそうとする間に、だが彼女は立ち上がった。触媒の剣を手に叫さけぶ。

「ゆっくりして！」

　気の抜けてしまう詠えい唱しようだが、効果はあった。

　獣人族の少年の動きが、ぬるま湯に落ちたかのように遅くなる。その隙すきにセラはルルゥを振り返って笑った。

「じゃあ、逃げてて」

「……行くと死んじゃうよ」

「うん。でも友達だから」

　あっさりと言って、少女は駆かけていく。それに気づいた巨人族の少女が制止するが、セラは止まらない。格上の敵を相手に、二人で連携を取って戦い始める少女たちを、ルルゥはじっと見つめた。

　二人の窮きゆう地ちに気づいたのか、別の場所から生徒たちがぱらぱらと集まってくる。竜りゆう人じん族も獣じゆう人じん族もいる彼らは、当たり前のように互いを庇かばいながら種族英雄相手に戦い始めた。

　座りこんだままのルルゥを、新たに走ってきた少年が気遣う。

「怪け我がしてる？　立てる？」

「……うん」

「なら、後ろ下がってて。君、見た感じ羽う人じん族だろ。痛みに弱いだろうから最後衛で」

　そう言う少年は純人間の魔法使いのようだ。自身も後衛でありながら彼女の前に立とうとするその背を、ルルゥは見上げる。幼おさな馴な染じみの声が脳のう裏りに蘇よみがえった。

『ちゃんと見て、気づいてください。私たちに味方してくれる人はいっぱいいるんだって──』

　何も知らないでいたのは、本当はどちらの方だったのか。

　ルルゥは小さな唇くちびるを嚙かむ。

「……そんな夢みたいなことなんて」

　空はまだ青い。

　喉のどを突くこの感情をなんと言うのか、今は言葉にならなかった。







　　　　　　　　　　　　　　　※







「きりがないな……」

　嘆たん息そくに疲労が混ざったことに気づいて、ディサロス・シアンは眉まゆを寄せる。

　足あし下もとに転がっているのは、意識を失った女の体だ。先程まで誰も近寄れないほど魔法を乱射し、黒い火柱を上げていた彼女を、ディサロスは硬こう肌きを頼りに突破して叩たたき伏せたのだ。

　全身を強く打って気絶した女は、だが今もゆっくりと回復していっているのだろう。不可思議なことだが、ディサロスも今までの戦闘からその謎なぞめいた特性に慣れてきた。今回もここに至るまで、様々な種族の不審者たちと戦ってきたのだ。その度ごとに動きを封じ拘束を繰り返したおかげで、段々効率が上がってきている。

　他の生徒たちも、この侵入者たちの扱いを学習してきたのだろう。ディサロスが女を倒したのを見て、すかさず何人かが鎖くさりを持って駆かけ寄ってきた。

「よし、縛しばれ。今のうちに魔法封じもかけろ」

「こいつに復活されたら面倒だぞ。しっかり拘束しとけ」

　手分けする生徒たちを見ながら、ディサロスは次の相手を探して視線を巡らす。

　──今日は一日、イレギュラーな出来事ばかりだ。

　次期指輪生に任命されたと思いきや、門番は隔離され、その後襲われるニアたちを不審な生徒たちから助けたと思ったら、大量の不審者が校内に溢あふれ出した。まったくもってあわただしく意味がわからない。

　だがこれは──いつもの騒そう動どうではなく、深刻に学校の危機であるのだろう。

　誰かが明確に口にせずとも、空気からして違う。

　力が足りなければ、そして選択を誤れば、容易たやすく命を失う──そう既に他の生徒たちもわかっているはずだ。ディサロスは乱戦の外側に、寮の壁に寄りかかったまま動かない女子生徒がいるのに気づいて苦い気分になった。

「逃げ場がないのが問題だな」

　監獄学校の生徒は各種族の強者たちが集められてはいるが、必ずしも全員が戦闘巧者なわけではない。入学したての幼い生徒もいれば、才能のほとんどを研究方面に開花させている生徒もいる。そんな彼らにとって、今回の事態は突然の災さい厄やくも同然だろう。校舎内に隠れれば自衛のための力も使えず、外に出れば狂人たちがうろついている。

　そして問題なのは──戦える生徒であっても、格の違う相手が混ざっていることだ。

　狂気がそうさせるのか、場数が違いすぎるのか、まるで異質な戦士たちが、今の校内には複数解き放たれている。こんな状況で、なんとか一部の生徒を逃がしておきたいと思う教師がいたことは咎とがめられない。──たとえそれが、多くの者にとって誤算だったのだとしても。

「実在する怪談が多すぎるな」

　巨大なワニの目を、ディサロスは振り返る。

　わずかに開かれた門越しに見えているその目は、非現実めいた滑こつ稽けいさと、後のない絶望を連想させる。どちらが勝とうがまるで興味のない、ただ観察している目。それは全ての人間が倒れるのを待っているようにも見えるのだ。

「……あれをなんとかできれば」

　ぼそりと呟つぶやいたのは半ば無意識だ。ディサロスは自分の言葉が他人のもののように聞こえて、顔を顰しかめた。

　退路をふさいでいるワニを無力化できれば、事態はましになる。このままでは底なし沼に沈んでいくように、ずるずると削られて全滅しかねない。そうなれば当然、学校は終わりだ。

「それは、困るな」

　七年もいて、ようやくこの場所に愛着が湧いてきたのだ。

　──初めは真ま面じ目めにやっていれば、すぐに卒業できるだろうと思っていた。

　何年も隔離されて過ごすのは業ごう腹はらだが、それも竜りゆう人じん族のためだと割り切っていた。他の種族と馴なれあう必要はない。揺ゆるぎない自分の力を発揮すれば最短の道が歩めると思っていた。

　だが単位を全て修めても、どれ程好成績を出そうとも、一向に卒業の話は出てこない。むしろ自分よりも弱い生徒たちが、嬉うれしそうに卒業していく。

　なぜ、と思うと焦あせりも募つのった。自分は不当にここに閉じこめられているのだと憤いきどおるようになるまでは、そう時間がかからなかった。

　やがて国への不満を膨ふくらませていた彼は──門番の青年と衝突し叩たたきのめされて、改めてこの学校と向きあうようになったのだ。

　学校のカリキュラムが何を意図しているのか、卒業に必要なものはなんなのか。他種族の生徒とも、少しずつ話すようになった。今まで知ろうとしなかったものが見えてきた。焦りが消えて初めて、ここでの暮らしを「楽しい」と思うようになった。この学校で何を学ぶのか、何を得るのか、やっと目指すべきものがわかってきた気がする。

　──だから、まだ早い。

　ディサロスは、後ろから襲いかかってきた黒い獣を右に避よける。仔こ馬うまほどもある獣が着地し反転しようとしたところを、流れるような踏ふみこみで突いた。

　毛皮を貫通して、中の肉と骨に衝撃を突き抜けさせる掌しよう打だ。それは竜人族に伝わる古い技法で、クレトと戦って以来、密ひそかに練習してきたものだ。

　獣は短い悲鳴を上げるとその場に崩れ落ちる。ディサロスは自分の掌てのひらをじっと見つめた。

「……いけるか？」

　納なつ得とくできるだけの腕には程遠いが、これならば硬い皮膚や厚い肉を持つ敵にもある程度通用するかもしれない。──たとえば、門外にいるワニのような。

　ディサロスはもう一度寮門を振り返る。気のせいか、門の向こうに陣取るワニと目が合った気がした。彼は拳こぶしを握る。

「──行くか」

　だがそう思って歩き出そうとした時、離れた場所でわっと悲鳴が上がった。

　直後、ディサロスの目前に獣じゆう人じん族の少年が飛びこんでくる。生徒ではない軽装の彼は、離れた場所での戦闘から、魔法攻撃を避けて下がってきたらしい。返り血に汚れた顔にうっすらと歪ゆがんだ笑え顔がおを浮かべていた。見覚えのあるその気配に、ディサロスは息を吞のむ。

「お前は……」

　顔形が別人のものであってもわかる。歪いびつな少年の空気は、先日彼と戦った種族英雄のものだ。

　あの時は、羽う人じん族の秘術によって精神のみが別の肉体を動かしていたが、今はこれが本来の体なのだろう。両手の獣じゆう爪そうには、べったりと血がこびりついている。

　少年はディサロスのことを覚えているのかいないのか、口の端はを上げて愉たのしそうに笑った。

　ディサロスは、考えるより早く構える。一歩目の踏みこみで距離の半分を詰めた。

　相手の体が軽く沈んだ。その肩を狙ねらって突きを打ちこむ。

　だが、鋭するどい速度をもって繰くり出されたディサロスの拳こぶしは空を切った。

　代わりに──喉のど元にひやりとした空気を感じる。

　それがなんであるのかわかる前に、彼は左手で首の前を払っていた。きん、と硬い音がなり、獣じゆう人じん族の少年が目の前に現れる。

「……っ！」

　ディサロスは反射的に後ろに跳とんで体勢を立て直した。ぞっと背筋が緊張する。

　──相手の速度を追いきれない。

　半ばわかっていたことだが、それが事実だ。以前戦った時には、三つの体を一人が操あやつっていたことで、多少の遅れが出ていたのだろう。だが今の少年の動きをディサロスは捉とらえきれない。竜りゆう人じん族の硬こう肌きがなければ、とっくに喉のど笛ぶえを切り裂かれて終わっていただろう。ディサロス・シアンは白い爪痕あとがつけられた首を押さえる。

　獣人族の少年は、そんな彼を嬲なぶるようなうすら笑いで見やった。

「まだまだ、だ」

　それがどういう意味かはわからないが、少年がディサロスと戦う気であることはわかる。

「参った……」

　負けはしない、とは思う。だがすんなり勝つこともできないだろう。ここで狂った少年の目を他に向けずに済むのはいいが、その分ディサロスも何もできなくなってしまう。

　彼は背後のワニが、中の混戦を皮肉げに俯ふ瞰かんしている気がして焦あせりを覚えた。

　だが、当然ながらそれは相手の気にするところではない。獣人族の少年はゆらりと身を傾けると──再びその場からかき消えた。どこから来るのかわからぬ攻撃に、ディサロスは硬肌で守られていない双眼を腕で庇かばう。

　だが、血ち濡ぬれた獣じゆう爪そうは──いつまで経っても彼の体に振りかからなかった。

　新たな声が、気だるげにその場に響く。

「またこいつかよ。だりぃな」

　呆あきれたような少年の声。

　腕を下ろしたディサロスは、その声の主を見て驚く。

「ロド・ゼニス……出てきたのか！　その手は……」

　クレトが出てきていたこともそうだが、収監されていたはずの少年も、この騒さわぎで外に出てきたのだろう。後ろにミャーがいるところを見ると無事合流できたらしい。

　ただその右手は──手首から先が、ちぎれてなくなってしまっていた。

　最低限の手当ては済ませてきたのだろう。止血用に巻かれた包帯は赤い血を含んで膨ふくらんでいる。言われたロドは、苦痛を見せない顔で「あー」と面倒そうな声を上げた。

「腕輪が邪じや魔まだったから外した。すぐ慣れんだろ」

「ああ……」

　腕輪生の腕輪は、どこにいても嵌はめた者の力を制限してくる。ロドはその制限を取り払うために自みずから己の手を引きちぎったらしい。兄と背中あわせに立つミャーが、珍しく浮かない顔をしているのはそのためだろう。

　だがロド本人は、さして気にした様子もなく先のない右手を上げる。

「別に大したことねーよ。後で義手つけるし、こっちのが動きやすい。それに、俺にはミャーがいるしな」

　右腕以上の存在である半身をロドは目で示す。ミャーは彼女らしくない大人びた溜ため息いきでそれに応えた。

「ロドは人の話を聞かないから困るよねー。腕輪嵌まってたって、ミャーがその分戦うのにさ」

「手は後で代わりをつけられるけど、こんながちゃがちゃ戦えるのは今しかねーし。そんな怒んなよ、かわいい顔がおもしろくなる」

「ロドのばーか！」

　獣じゆう人じん族の双子はいつもどおりに見えるが、その視線は油断なく同じ血筋の種族英雄を捉とらえている。ロドの登場に用心して距離を取った少年は、今は軽い苛いら立だちを両眼にちらつかせていた。

　ロドは鼻で種族英雄の少年を笑う。

「で？　お前は一人でいいのか？　妹がいるって門番が言ってたぜ」

「……きさま」

「まー、どっちにしても殴なぐるけどな」

　ロドとミャーは、それを合図にしてすっと立ちなおした。

　隙すきのない二人の構えに、種族英雄の少年もまた表情を変える。彼は再び構えなおした。
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　──衝突が起こる前の張り詰めた空気。

　ロドはディサロスに向かって追い払うように手を振る。

「んじゃ、こいつは俺たちが受け持つから、そっちはそっちでやってくれ」

「……ああ」

　ロドの怪け我がは気になるが、獣じゆう人じん族は獣人族が相手をした方がいい。ディサロスは双子を信じて背を向けると、寮門に向かい走り出す。門のすぐ内側で生徒たちを庇かばって励ましていた女教師が、駆かけてくる青年に気づいて顔を上げた。

「君は……」

「傷を手当して、下がっていてください」

「外に出る気か!?　でも生徒は外に出ると……！」

「平気です」

　指輪を嵌はめた左手の小指をディサロスは教師に見せる。彼女はそれを見て言葉に詰まったが、すぐにかぶりを振った。

「その指輪があれば外でも戦えるが、守護獣は襲ってくる。自分の指輪でないならな」

「それは……」

　落胆しかけるディサロスに、女教師は懐ふところから小さな箱を取り出すと、それを投げてよこした。

「来期の為に作っていたものだ。あとは仕上げに出すだけだ。──私がこれを持っていたことを、幸運に思うよ」

　ディサロスが小さな箱を手元で開けると、そこにはジリアのものより大振りな印章指輪が収められていた。精せい緻ちな鳥がついているジリアと違って、印章部分には今のところなんだかわからない塊がついているが、これから形を整えていくのだろう。彼は感慨を持って自分の指輪を見つめた。今の状況を思い出し我に返ると、彼はそれを左手の指に嵌める。

「確かに、受け取りました」

「ああ、無理はするな。守護獣は好戦的な生き物だ。指輪生相手でも必要とあれば牙きばをむく」

　ジリアが以前から「ワニワニ」言っていたことからして、指輪生が餌えさやり係を担当する生き物かと思っていたが、どうやらら人に馴なれているわけではないらしい。ただその分、ジリアに気兼ねせず戦うことができる。

　ディサロス・シアンは、門の境界線手前で足を止めた。開いた門もん扉ぴ越し、数歩先に見えるワニの眼が彼を捉とらえる。気を抜けば飲まれてしまいそうな深しん淵えん。非現実めいた不条理に足を取られそうになる。重く甘い香りが肺はい腑ふから体の中を侵おかしていく。

　だがそれよりも彼に押し寄せてくるのは、「門外に出る」ということへの緊張感だ。

　あの時は、クレトに阻はばまれこの境界線を越えることはできなかった。

　それでよかったのだと、今では思う。学校に残ったことで、わかったことがあった。だが今は、境界を越えるも越えないも決めるのは自分自身だ。

　自分一人が全ての責を持つ。それを「重い」と感じるのは、多少なりとも成長した証あかしなのだろうか。ふっと笑って──ディサロス・シアンは境界線を踏ふみ越える。

　ワニは軽く目を細めただけで反応しない。青年はそのことに内心激しく安あん堵どしつつ、ワニの正面へと回った。あらためてその巨体を見上げる。

「これは……」

　べったりと地面に顔をつけて門前に寝そべっている巨大ワニ。

　予想はしていたが、想像以上の大きさだ。間違っても人一人で戦うようなものではない。

　先日現れた原種竜りゆうも、初めは生徒数十人がかりで封印したというのだ。ワニは大きさからしても彼の三十倍はあるだろうし、その巨体ははりぼてには見えない。

　ディサロスは己の無む謀ぼうさに笑い出したくなって、気を引き締めた。

「では、やるか」

　ワニの鼻先を狙ねらい、構える。

　肝心なのは最初の一撃だ。そこまで彼は攻撃対象とみなされない。

　ただ、一撃を入れた後は、餌えさやり係から餌そのものへと降格されるだろう。

　だから、この一撃にできるだけの力を込めばならない。

　──ディサロスは腰だめに構えた右手を、まっすぐに後ろへ退ひく。

　呼吸を意識し、体の流れを意識した。緊張を胸の中で飼い慣らす。

　そして彼は、ワニの鼻を狙って突きを繰くり出した。

　大きく踏ふみこんだ足。鼻先から鼻び孔こうへと衝撃が走り抜ける。

　己でも会心と分かる一撃。

　弱点である鼻孔を打たれたワニは、甲かん高だかい苦痛の声を上げて巨大な頭を宙にのけぞらせた。追い打ちををかけるように、ディサロスはむき出しになった顔の下へと滑りこむ。巨体の作る影が、乾いた地面にくっきりと見えた。その上を走る数秒はやけに長く感じられる。

　ディサロスは右の前足にまで到達すると、勢いのままそこに拳こぶしを打ちこむ。一撃目と違って性急な突きのせいか、鉄板を殴なぐったような手応えのなさだ。打たれた右足が何事もなかったように宙に持ち上がり、ディサロスは歯ぎしりしたい気分で横に跳とぶ。

　そして彼は、「それ」を見上げた。

「……っ」

　感情のない空洞のような瞳ひとみが、高くからディサロスを見下ろしている。

　敵の出現を受けて、相手を見定めるつもりなのだろう。巨大なワニは後ろ足だけで立ち上がり、足あし下もとのディサロスを視界に入れていた。壁の高さを容易たやすく越えるその姿に、門内から女子生徒たちの悲鳴が上がる。

　ディサロスはいつでも動けるように身構えながら、三階建ての建物ほどもあるその上体を見上げた。──甘い香りがふっと強まる。

　突とつ如じよ、ワニは巨大な口を開けて襲いかかってきた。

　巨体からは想像もつかない俊しゆん敏びんな動き。ディサロスは予想していたにもかかわらず、その速度に虚を突かれて飛び退のくのが遅れた。

　否いな、彼はいつもどおりの敏びん捷しようさで動いていた。ただワニの速度がそれを上回っただけだ。

　──避よけられない、と直感する。

　迫りくる顎あごを見上げて、胸によぎったのは恐怖よりも喪そう失しつ感だ。このまま、色んなものを置き去りにして自分を失ってしまう。また力が足りなかったのだ、と思った。

　それでもディサロスは、諦あきらめず後ろへ跳とぶ。目前に見える鋭するどい歯の並びと、その奥に存在する死を見ながら覚悟を決め──けれどワニの巨体は、唐とう突とつに横へと吹き飛んだ。

「は……？」

　監獄学校を隔離する二枚目の壁に、灰青色のワニは地響きを上げて叩たたきつけられる。

　何が起きたかわからない。だが、自分が命を拾ったのだということはわかった。驚きながらもディサロスは身に染みついた動きで構えを取りなおす。

　──その時、隣から低い男の声が聞こえてきた。

「無茶はやめた方がいい」

「っ!?」

　ディサロスはぎょっとして声のした方を見る。

　気配などまったく感じなかった。にもかかわらず、いつの間にかすぐ隣にその男はいた。

　竜りゆう人じん族であることを示す、深い青の硬こう肌き。銀に近い灰色の髪は、短く刈り込まれている。右手は徒手で、左手には何に使うものなのか掌てのひらに収まる大きさの水晶球がつかまれていた。

　長身に彫りの深い精せい悍かんな顔立ちの男は、外見からして二十代後半だろう。だがその面おも持もちは、もっとずっと長くの時を過ごしてきているように老成している。

　首の詰まった黒の長衣。時代がかった竜人族の民族衣装を着ている男は、生徒にも教師にも見えない。ただ、校内に溢れている侵入者たちと違って、その目には理性の光がしっかりと見て取れた。

　初めて見る──だがどこか知っているような気もする男は、裏返った体を戻そうともがくワニを見ながら言った。

「あれは、ディアテが大戦中から研究していた魔法生物だ。膨ぼう大だいな魔力を持った人間を作り出そうとして、その研究の副産物として生まれた。いわばこの国の作り出した生物兵器で、普通の人間が単身相手取れるようなものではない」

「あなたは……」

　確信に似た予感を覚えて、ディサロスは口を開く。

　けれどそれより早く、男は視線を転じると地面を蹴けった。今まさに起き上がろうとしていたワニの左前足目がけて飛びこむ。いくら竜りゆう人じん族の硬こう肌きが強きよう靭じんとはいえ、男の貫き手がありえない強度でワニの足を抉えぐる様を、ディサロスは啞あ然ぜんとして見つめていた。

　灰青色の鱗うろこの下から青い血が辺りに飛び散る。再びワニの奇声が上がり──だがその傷口は、みるみるうちに肉が盛り上がってふさがっていった。

　男は何度か貫手でワニの足を攻撃していたが、その回復速度に諦あきらめてかディサロスの前にまで戻ってくる。彼は、血を撒まき散らしつつ暴れるワニを見ながら嘆たん息そくした。

「それにしても、ここまでの事態になるとは、セーネ・ビエラが何を考えているのかわからないな。大戦の頃から何を考えているかわからない女ではあったが」

「……あなたは、やはり」

　気軽に名を呼ぶことが憚はばかられて、ディサロスは口ごもる。だが男は彼を振り返ると、あっさりと名乗った。

「ああ、私はヴェーテ・サイという。地下の囚しゆう人じんで呪のろい持ちではあるが、自己評価では正気を保てている方だと思う。十段階でいえば九くらいだ」

「ヴェーテ・サイ……あなたが……！」

　憧あこがれの人物を前に、ディサロスは言葉を詰まらせる。

　クレトなどはヴェーテ・サイについて、「幼女の格かつ好こうで学校の周りを徘はい徊かいしながら漫画を描いている」とよくわからないことを言っていたが、どうやら事実誤認であったらしい。

　かつての竜人族種族英雄の男は、独り言ごとのように呟つぶやいた。

「本当なら、こんな風に地上に出てくるつもりはなかったのだがな……」

　男は左手に持った水晶球を一いち瞥べつする。中に複雑な赤い魔法紋様が浮かび上がっているそれは、なんらかの魔法に使う核であるのだろう。よく見ると表面に細い亀き裂れつがいくつも入っていた。

　男は壊れかけた水晶球を懐ふところに入れると頷うなずく。

「ともかく、あれは私がなんとかしよう」

「なんとかと言っても……」

　今こうして話している間にも、ワニは再生を続けている。これでは校内で侵入者たちを相手にしているのと同じだ。否いな、拘束しづらい分、より悪いかもしれない。

　しかしヴェーテ・サイは、その懸け念ねんを見通しているかのように頷いた。

「再生すると言っても、あれは呪い持ちではない。人為的な治ち癒ゆ能力だ。攻撃し続ければおのずと限界を越える。──そういう作業には不死不変の呪いを負った私の方が向いているのだ。たとえ致命傷を受けても死ぬことはないのだからな」

「不死不変……ですか」

　本人の口から聞くその言葉は、少なくない衝撃をディサロスに与える。ヴェーテ・サイは彼のそんな表情に気づくと、苦笑するでもなく──ただ生き真ま面じ目めに続けた。

「そういうわけだ。見たところ一般生徒ではないようだが、しばらくは門の中で待っていてくれ。これは私たちの世代が残してしまった負債だからな。できればこれ以上、生徒に犠牲を払わせたくない」

　最後の言葉に、重い悔かい恨こんが漂って聞こえたのは気のせいではないだろう。

　ヴェーテ・サイは、起き上がったワニの方へと歩いていく。その背を見ながら、ディサロスは呟つぶやいた。

「負債……」

　この学校に隠されていたもの。それはおそらく時代の生んだ業に似たものだ。多くの人間を巻きこみ、成るべくして成ったようなもの。あるいは自分がその時その場にいても、同じことになったかもしれない。

　──だが、今は今だ。

　ディサロスは素早く決断すると、ヴェーテ・サイの隣に並ぶ。

「手伝います。微力ですが多少は早くなるでしょう。……それに、自分の学校を守るためです」

　この学校は、守られるだけの子供を集めた場所ではない。皆、それぞれの種族の強者として集められているのだ。ましてや指輪生になるなら、自みずから前に立ち率先して動くべきだろう。ジリア・シィースが非力な身で、ずっとそうしていたのだから。

　ヴェーテ・サイは生徒の言葉に軽く目を瞠みはったが、無言で前を向きなおした。その眼まな差ざしに、新たなものを発見した喜びがよぎる。竜りゆう人じん族の種族英雄は、自分の長い袖を払った。

「そうか。ならお願いする。代わりというわけではないが、同種族として戦闘の技法など伝えられることもあるだろう」

「……それは、光栄です」

　──双そう肩けんにかかる重みを、自らの手で充足に変えていく。

　その予感に自身を奮ふるい立たせ、ディサロスは巨大な守護獣へと向かいあう。

　過去も今も、恐れも高揚も、全てがないまぜで単色なものなどない。停滞も前進も振り返ればよく似たものだ。今ならそう思える。

　ヴェーテ・サイが地を蹴けって走り出す。ディサロスはその後に続いて飛び出した。できるだけ自然体で動けるよう指の先までを意識する。

　だがそうして二人と一匹が交差しようとしたその時。

　──学校全体に、何かが砕くだけ散る高い音が響き渡った。
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　強烈な破は砕さい音が響き渡る。

　学校中に届いたその音は、地下の広間においては暴力的な衝撃波として現れていた。

　封印機巧を叩たたき割った、と思った瞬しゆん間かん、クレトの体は遥はるか後方の壁に叩きつけられる。息が詰まり、全身の激痛に目の前が真っ白になった。そのまま床の上に崩れ落ちたクレトは、ずきずきと痛む全身であおむけになり、高い天井を見上げる。

「……っ痛ぇ」

　目に見える景色に変化はない。だが、肌身に感じる空気が異変を訴えていた。

　この分では地上にいる者たちも変化に気づいているだろう。壊れた祭さい壇だんを中心に、魔力混じりの風がゆっくりと渦うず巻まいている。

　その渦の真上に浮かんでいる魔女が笑った。

「あらあら、大変ね。肝心の封印機巧が破は綻たんして、これでこの学校もおしまいかしら」

「半分くらいはお前がやっといて、よく言うよな……」

　もともとはセーネが地下牢ろうを解放したのがきっかけなのだ。彼女が牢ろう番ばんの役目を保持したままなら、どんな人間がこの学校を崩壊させようと試みてもそれは叶かなわなかっただろう。

　クレトは冷たい床の上に転がったまま、包帯の取れた左腕を見た。

　体の他の部位は、まだ頼めば召喚できるだろう。そうでなくとも今の体がゆっくりと直ってきているのがわかる。戦うための手段はいくらでもあるのだ。

　けれど彼はそのままの無防備な姿勢で、同居人の魔女に問うた。

「なあ、本当はお前、何がしたいんだよ」

「何がって？　見たままだと思うけれど？　私が大おお騒さわぎを好きなのよく知っているでしょう？」

「大騒ぎも度を越してるだろ。七十年の封印を無に帰して、何がしたい？」

　ディアテのやりように反発して、何もかもを台なしにした──彼女のしたことを、そう捉とらえることもできるだろう。長らく封じられていた牢を解放し、自分の身代わりとして王女を攫さらった。城がもくろんだとおり牢番の世代交代は行われたが、肝心の封印は破は綻たんしてしまった。

　まるでちぐはぐな結果だ。だが、魔女の気まぐれのせいと言えばみな信じただろう。セーネ・ビエラは「最悪」の通り名が示すとおり、理解しがたい存在なのだ。実際、大戦時代の彼女はどこの国にも寄らず孤高を貫いていた。だからこそその参戦の報を聞いて、ディアテの人間だけでなく、他の誰もが驚いたのだ。

　──気まぐれで、何をしでかすかわからない恐るべき女。

　けれどクレトは、そんな彼女の印象が表面的なものでしかないことを知っている。セーネ・ビエラは、いつも最後には、彼女なりの理由があって動くのだ。そしてそれは、決して理解しがたいものではない。大戦最後の日に戦い続ける彼女を見て、そしてそこからの七十年を共に過ごして、クレトはそう感じた。

「確かにめちゃくちゃわかりにくくはあるんだけどな……」

　それでも「無価値」などというものではないはずだ。諭さとすにしても決別するにしても、それを知らぬままではいけないと、思う。

　門番の青年は、錆さびた臭いのする息を吐はき出した。

「なんでこんなことしたか言えよ。それが本当にどうしようもない理由だったら──あらためてねじ伏せてやるから」

　転がったままのクレトに、セーネの顔は見えない。彼は目を閉じて魔女の答を待つ。体内の糸を探さぐり、壊れかけた体が直るまでの時間を計った。

　──地上に混乱を広げたままの、とても長い数秒。

　沈ちん黙もくの間を打ち破ったのは、セーネの静かな声だ。落ち着いてよく響く声音。微笑を含んで魔女は語る。

「クレト、あなたの体は私の最高傑作だと思っているわ」

「ああ……感謝してるよ」

　正気でいられる体をあげると言って、彼女はそのとおりのものをくれたのだ。

　この数十年間、人らしい感情を持てたのは彼女のおかげだ。こびりつく呪のろいの狂気の下にあってそれは奇跡的なことだろう。

　クレトのむき出しの左腕を見て、セーネは穏やかに笑う。

「どの種族でもない体だわ。でもうまく使えばどの種族とも渡りあえる。私の糸と魔法と、使い手の意思がそれを可能にする」

「……そうだな」

「でも、もっと戦えるでしょう？」

　ぱちん、と指が鳴らされる。

　それと同時にクレトの体内の糸が、強く熱を持った。体の中から焼かれるような感覚に、彼は思わず声を上げそうになる。けれど熱は、波のようにまたたくまに引いていった。クレトは体の痛みもまた同様に消え失うせていることに気づいて啞あ然ぜんとする。

「なんだこりゃ……こんなことできんのかよ」

「立ちなさい、クレト」

　拒否を許さない命令が降ってくる。

　クレトはその声音の冷ややかさに、否いやが応にも警戒度を上げながら立ち上がった。完全に直された体で石床の上に立ち、魔女を見上げる。

「セーネ……」

　封印機巧が破壊された今、床の魔法紋様は暗く沈黙している。等間隔に配された壁の燭しよく台だいだけが、広い部屋を輪りん郭かくから仄ほのかに照らし出していた。長い真しん紅くの髪が、灯あかりを反射して炎のような輝きを宿す。長い年月を湛たたえた魔女の双そう眸ぼうが、砕くだかれた祭さい壇だんの中身を見下ろした。

「封印機巧が壊れたということは、全ての囚しゆう人じんが自由になるということでもあるわ。その意味があなたにもわかるかしら」

「多分な」

　危機感が徐々に大きくなっていく。まさか、とは思うが、そんな常識をも飛び越えてくるのがセーネだ。彼の危き惧ぐを現実とするように魔女は艶えん笑しようを見せる。

「クレト、私は、私の最高傑作がどこまで行けるのか知りたいの」

　赤い手袋を嵌はめた左手が宙にかざされた。そこから無数の黒糸が床に降り注ぐ。まるで黒い鳥とり籠かごを形作るように伸びる糸は、互いに絡まりあい、やがて一つの巨大な球体となった。

　そして不意にぴたりと止まると──中から弾はじけ飛ぶ。

「……っ！」

　吹きつける砂混じりの風。

　部屋中に広がるのは、古い空気の臭いだ。

　焼け落ちた街と血と泥の混ざった、あの日の臭い。

　反射的に腕で顔を庇かばっていたクレトは、風がやむとともに手を下ろした。

　そしてセーネによって召喚されたそれと向きあう。

「ほら、七十年ぶりの自由よ」

　黒い檻おりの中から現れた巨体。

　それは、「異形の巨人」と呼ばれた──かつての彼自身の姿だった。







　普通の巨人族のゆうに二倍以上はある体たい軀くには、腕にも顔にも古い傷跡が無数に残っている。

　鍛きたえられた剛腕は、全てを薙なぎ払うとして戦場でひどく恐れられたものだ。

　──ディアテの、災さい厄やくの巨人。

　未だ狂気の中にあり続ける本来の己を見て、クレトは歯を嚙かみしめる。

　四し肢しに繫つながる鎖くさりは、床に垂れた先から引きちぎられている。

　虚うつろな両眼に意思の光はない。ただ妄もう執しゆうだけが消えぬ火のように眼の奥にちらついていた。

　人形遣いの魔女は、召喚した巨人の肩にふわりと降り立つ。形のよい指がクレトを手招いた。

「来なさい、クレト。その体で過去を超えられるのか。私に見せて頂ちよう戴だい」

　じゃらり、と鎖を鳴らして、異形の巨人が一歩を踏ふみ出す。歪いびつなその姿を見上げたクレトは嘆たん息そくすらできずに人形の拳こぶしを握りしめた。

　──祖先の血が強く現れた、巨人族としても類を見ない巨体。

　その双眸は何も捉とらえていない目だ。耳を澄ませばぶつぶつと、とめどない呪じゆ詛その呟つぶやきが聞こえてくる。這はい寄るようなそれを、「覚えがある」と思うのは当然だ。人を呪のろい、国を呪う言葉。終わりなき怨えん嗟さは他でもない彼自身が長い間吐はいてきた言葉なのだから。

　クレトは懐かしい体を前に、歯ぎしりする。

「自分と戦うとか、洒落しやれにもならねえよ」

「あるいは正気と狂気のぶつかりあいかしら。もっともどちらが正気かなんて、きっと誰にも本当にはわからないのだけれど」

「お前がそうであるように、か」

「ええ」

　痛烈な皮肉返しにも、セーネは動じない。彼女は再びふわりと宙に浮かび上がった。その両手に今度は細く長い鎖くさりが編まれる。巨人の左右に垂れた鎖がとぐろを巻いた。

「楽しみだわ。あなたが私たち二人を相手に、どこまで戦えるのか」

「……おいおいおいおい。お前も加わるのかよ。本当に洒落にならないっての」

「あら、これくらいの苦境で音を上げるのかしら。期待外れだわ」

　嘲ちよう弄ろうするセーネの目は、だがクレトが退かないことを確信しているようだった。

　事実、退くという選択肢は彼にはない。今はセーネの制御下にあるかもしれないとはいえ、何もかもを憎にくんでいる巨人だ。クレトが対決を避ければ、他の人間、おそらくは生徒たちが相手をしなければならなくなる。──そしてそれはただの自殺行為だ。

　千人の戦士に匹敵すると言われた異形。大戦時に悪名込みで大陸中に轟とどろいた彼の評判は、クレト自身、ある程度力を加減して振る舞った上で、なおもついたものなのだ。当時は王太子である友人の名誉に関かかわってくるだろうと思い、「やはり異形は」などと謗そしられるような全力を振るったりはしなかった。

　それでも彼の力は、他の人間と比べて圧倒的であったのだ。そんな存在を生徒の前に放つことなどできない。唯一、箍たがを外して暴れ狂った最後の日のことを思えば尚なお更さらだ。

　──だからここで叩たたき伏せるしかない。

　門番の青年は静かな決意を胸に一歩を踏ふみ出す。途中落ちている包帯を拾い上げ、彼はそれを左腕に巻き始めた。

「そいつが相手ってことは、部位の召喚はもうできないってことか」

「そうね。まだ戦うことを考えて右腕を温存していたのに、残念だったわね」

「白々しいこと言うな。大体、俺一分越えて元の体使ったことないだろ。勝手に自分のものとして扱うな。契約違反だ」

「私のものであるのは、この彼じゃなくてあなたの方だわ」

　細い指がクレトを指す。傲ごう然ぜんとした人形遣いに、クレトは溜ため息いきをついた。

「それと、契約違反のつもりはないけれど？　彼は別に、私の言うことなど聞かないのだし」

「より悪いだろ、それ」

　召喚された巨人は、全てを叩たたきつくさんばかりの憎ぞう悪おをその目に滾たぎらせている。

　だが、まだクレトに向かってこようとはしていない。それはセーネが四し肢しに残る鎖くさりに魔法をかけ、その動きをとどめているからだろう。彼女の手た綱づなが離れた時が最後、狂乱の拳こぶしがセーネ自身を叩き潰つぶす可能性さえある。

　だがそれをわかっていてなお、魔女は愉たのしそうに笑っていた。

「さあ、クレト、覚悟はいい？」

　彼の返事を待たずにセーネは両腕を広げる。十指が開かれ、そこから四方へと鎖が放たれた。

　天井に、床に、壁に、枝分かれして槍やりのように突き刺さる細い鎖。張り巡らされたそれらはまるで蜘く蛛もの巣のようだ。燭しよく台だいの灯あかりに照らされ赤しやく銅どう色に光る鎖の中心で、魔女は謳うたう。

「そろそろ終わりの時間よ」

　その宣告と同時に、巨人の鎖が全て消え失うせる。

　頸くび木きを失った巨体が、咆ほう哮こうを上げクレトに向かい走り出した。

　意味を持たない絶ぜつ叫きようが地下室を揺ゆるがす。

「ぉぉぁぁぁおおおおぉぉぉぉ!!」

　憤怒に突き動かされる狂人。

　向かう先にいる人間が、もう一人の己だという意識もないのだろう。一ひと踏ふみごとに石床を割り砕くだき迫ってくる巨人に、クレトは舌打ちする。

「今までのつけかよ……」

　圧倒的な力。

　それを異形として具現化した自分に、クレトはただただ忌いま々いましさを抱いだく。

　大戦時、自分を相手にした人間たちがどんな気分を味わっていたか、今更ながらに実感する思いだ。それは端的に言うなら「天を仰あおぎたくなる気分」だろうか。

　だが、今の彼に仰ぐ空はない。地上に出られるとしたら、自分の後始末を全てつけてからだ。

　クレトは目前に迫る巨体を見上げる。

　右足を前に軽く構え──タイミングを見計らうと、前に一歩踏みこんだ。

　ほんの半歩外側に逸そらした進路。振り下ろされる拳こぶしと、ぎりぎりですれ違う。

　本来の体から離れて長くなろうとも、自分の間合いはよくわかっている。クレトは床を粉ふん砕さいする拳を視界の端に見ながら、更にもう一歩踏みこんだ。

　体の召喚が使えない以上、この体で全力を尽つくすしかない。だからクレトは、ヴェーテ・サイから教わった技法を意識する。彼は身を低くし巨人の懐ふところへと滑りこんだ。柱ほどもある太い右脚の、膝ひざを狙ねらって突きを叩きこむ。

　一見して軽く触れたようにしか見えない突き。──だがクレトはそこから先、分厚い筋肉の向こうへ衝撃を浸透させた。

「ぐ……ぉ」

　くぐもった呻うめき声が上がる。

　巨人族の動きは、得てしてそう素早いものではない。ましてや異形ほどの大きさになれば尚なお更さらだ。クレト自身、散々それで強敵相手に悩まされてきた。

「今になって、自分がそれを利用するってのは皮肉だけどな」

　膝ひざへの突きを、連続して二発。巨体がぐらりと揺ゆらぐのを待たず、クレトは更に歩を進めた。巨人の股また下したをくぐり抜け、背後へと回る。

　まだ相手は振り返らない。その鈍どん重じゆうさに苦い記憶を刺激されながら、クレトは左足を軸に回転した。よろめく巨人の足首を狙ねらって踵かかとで踏ふみ抜く。

「ぉぉぉぅうああぁぁぁぁぁあ!!」

　骨が折れる音はしない。だが確かな手応えは返ってきた。怒いかりの唸うなり声が、びしびしと空気を揺るがす。クレトは自身の叫さけび声に顔を顰しかめた。

「大人しく倒れてろよ。まだもっとやばいやつがいるんだからな」

「それって私のことかしら？」

　くすりと笑う声は耳のすぐ傍そばで聞こえたが、セーネは宙に浮かんでいるままだ。彼女は鎖くさりを張ってからその場を動いてない。広間を二分するよう蜘く蛛もの巣状に張りめぐらせた鎖も、クレトがこの場をすり抜けていかないように作った境界だろう。彼女は宙から全てを俯ふ瞰かんして笑う。そんなたちの悪さは、昔からだ。

「だから、これで終わりだ」

　地響きが鳴る。よろめいた異形が膝をついたのだ。

　クレトは呪のろわれた巨人に追い打ちをかける。盛り上がった背に足をかけ、肩に上がった。がくりと垂れたその頭を見下ろして拳こぶしを握り──




　だが、ぱん、と細い鎖が彼の腹を払った。




　クレトの体が宙に浮く。

　何もかもを叩たたき潰つぶす豪ごう腕わんが、風を起こし、空中にいる彼を薙ないだ。

　避よけきれない速度ではない。だが、宙にいたことで避けられなかった。クレトの体は、投げられた球のようにまっすぐに、入口近くの壁に衝突する。

　白い飛ひ沫まつを上げて床に落ちた彼は、さっきと同じ、振り出し地点に戻ったことで呻うめいた。

「くそ……ぽんぽん飛ばされすぎだろ、俺……」

「この巨体をどう見積もったかは知らないけれど、あなたは少し昔の自分への評価が低いのではないかしら？　この私と一対一で戦えた人間はそういないのだけれど」

　巨人の一撃に対し、咄とつ嗟さに両腕を交差させて胸の精神核を庇かばったが、代わりに腕には重い衝撃を受けた。

　自己評価が低いと言われればそうだろう。飛び抜けた耐久性がゆえに相手からの攻撃は効かず、逆に一撃でも食らわせれば戦闘不能にできる──自分がそういう存在であることを、クレトは確かに忘れかけていたのだから。

　異形の巨人は、膝ひざをついた状態からゆっくりと起き上がろうとしている。

　次に攻撃を受けたら後がない。クレトはずきずきと痛む両腕をぶら下げたまま、反動をつけて立ち上がろうとした。だがバランスを崩して倒れそうになる。その腕を、誰かの手が支えた。

　魔女の憐あわれむ声が聞こえる。

「門番になってその体で実戦を重ねているうちに、本当の戦い方を忘れてしまったのではないかしら。すっかり腑ふ抜ぬけて、子供のお守りだけが得意になったようね」

「──子供のお守りも、そんなに得意ではありませんよ」

　凛りん、と響く断言。

　誰よりも涼すずやかに澄んで聞こえるそれは、クレトのよく知る少女のものだ。

　青い長剣を腰に佩はき、右手に突剣を抜いた少女。
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　精せい緻ちな彫刻のように美しい顔に、硬質な表情を乗せたジリアは、小さく溜ため息いきを吐はいた。その突剣に白い飛ひ沫まつが残っているのは、クレトを魔法で庇かばったせいだろう。異形の巨人に薙なぎ払われ壁に叩きつけられて、骨が砕くだけずに済んだのは彼女の助けが入ったせいだったのだ。

　ジリアは左手でクレトの腕を支えたまま、広間の状況を見回す。

「セーネ・ビエラ、なかなか好きなようにしてくれたみたいですね」

　異形の巨人を目にして、それを恐れるわけでもない少女。

　激しい戦闘をくぐり抜けて追いついてきたのだろう。あちこち焼け焦こげた制服を見て、けれどクレトは彼女に目立った怪け我ががないことに安あん堵どした。

「ありがとな、ジリア。お前が無事でよかった。ルルゥに勝てたんだな」

「負けました」

「え」

「負けましたけど、意味はありました。残念ながら、今の私の実力ではあれが精一杯でしたが……ルルゥには伝わったようです。生徒たちに混ざって助けあいながら戦っているのを見ましたから……」

　敗北したと言うわりに、ジリアは嬉うれしそうにはにかむ。どことなくすっきりした様子の彼女を見て、クレトは驚きから覚めると苦笑した。

「そうか……。よかったな。頑固だって言われたか？」

「言われませんでしたが、ルルゥは思っていたでしょうね」

「それがお前のいいとこだよ」

　思ったままをクレトが言うと、少女はほんのり赤面する。

「急になんですか、もう……」

「いやほんとに」

　泥の中であっても、絶望的な状況でも、変わらずに在あろうとする彼女の姿が彼を支える。

　もしかしたらルルゥも、本当はそうなのかもしれない。それでも「自分のために変わって欲しい」と思ってしまう人の欲は、きっと度しがたいものだろう。

　──あるいは自分もセーネに、変わって欲しいと思っていたのだろうか。

　だとしたらそれはきっと愚かな期待だ。孤高の魔女は変わることはない。不変の呪のろいを受けておらずとも、きっと彼女は自分の思うまま、好きなように生きるのだろう。

　稀き代だいの魔女は、指輪生の登場にくすくすと笑った。

「ちょうどよかったわ。これで二対二ね」

「私を一に数えてくれるのは光栄ですが、明らかに戦力は不均衡ですよ」

「そうかしら。あなたにはその剣があるでしょう？　もう一人がついているようなものだわ」

　セーネが指さすのは、少女の腰に佩はかれた長剣だ。

　大戦武器、と呼ばれる七十年前から残る強力な武器の一つ。

　その正体は、かつての王太子が使っていた愛剣だ。

　ディアテの国宝とも言われていたその剣を、ジリアは自分の触媒として持ち出してきたのだろう。魔女は、少女の後ろに死した王太子を見ているかのように微ほほ笑えむ。

「相手にとって不足はないわ。私も一度、彼と会ってみたかったもの」

「お前が言うとやっぱ怖こえよ」

　クレトのかつての友人は、決して弱い人間ではなくむしろその逆だ。想像するだけで悪夢のような対決が実現しなかったことは、幸運と呼ぶべきことだろう。

　クレトは気になっていたことを少女に確認する。

「ジリア、俺ついさっきこの学校の封印機巧ぶっ壊したんだけどな」

「やっぱりあれはあなたでしたか。減給五年じゃきかないですね。大変な騒さわぎになってますよ、地上は」

「そうか……ひどいことになってるか」

　囚しゆう人じんから最後の頸くび木きが解かれたのだ。ロドたちには、壁を攻撃すると硬直すると教えたが、今はそれも効かなくなっている。もしそのことを発見して利用していた生徒がいたら、ひどい目にあったかもしれない。

　だがジリアはふっと微苦笑した。

「大変な騒ぎになってますけど、ひどいことにはなってませんよ。むしろ生徒たちも力の制限がなくなりましたから。建物内でも壁の外でも動けるようになりました。おかげでさっきまでより有利に戦えてますよ。ここは私たちの学校ですからね。地の利があるのはこっちです」

「……そうか」

　クレトはほっと胸を撫なで下ろす。そんな彼を見て、魔女は赤い眼を細めた。

「よかったわね、生徒を信じてみて。あなたも新しい罪悪感を負わないで済んだわ」

「罪悪感とか、そんなものを気にしちゃいないさ」

「──あら、そうだったかしら？」

　毒を含んだ物言いにクレトは答えない。魔女はそのことに気を悪くした風もなく続けた。

「地上は地上で何とかなっているようで何よりだわ。もっとも、私たちが参戦したらどうなるかわからないけれど」

「そいつは外には出さない」

「そう？　だったらクレト、あなたもいい加減、本気になりなさいな」

　クレト、と呼ぶ声がどちらにかけられたものであったのか。

　ただセーネが言うのと、巨人が立ちなおし二人を振り返るのはほぼ同時だった。

　過去と今、己と対たい峙じする青年は、傷だらけの巨体を見み据すえる。

　もはや何も映していない、過去の惨さん状じようばかりが残っているのだろうその目は、まるで虚むなしさの象徴だ。クレトは何もないその目を見て、自みずからの足跡を顧かえりみる。

「俺も地上に出てから地下や過去を気にするやつ、何人か相手にしてきたけどな……『今を見とけ』って一番言ってやらなきゃいけないのは、結局俺自身なんだろうな」

　今までは、過去の愚かさをもっとも体現した自分だからこそ、他の人間に言わなければと思っていた。だが巡り巡って、本当に教えなければならなかったのは、自分自身だとわかる。

　クレトは隣の少女に囁ささやいた。

「ジリア、危なくなったら逃げろよ」

「またそれですか。危なくなっても逃げなければ道が見つかるって、あなたもそろそろ学習してください」

「セーネがそれを許してくれるような女ならな」

「あら、私は寛大よ。もう一人はどうかわからないけれど」

　魔女が言い終わるより先に、巨人が走り出す。

　石床を伝わってくる振動に、ジリアは顔を険けわしくさせた。

「クレト、率直に言って、あのあなたはセウル先生何人分くらいですか」

「答えづらい質問するな！　多分五人分くらい！」

「じゃあ、万が一黒焦こげにしても、呪のろいがあるしあなたは大丈夫ですよね！」

「だから答えづらい確認すんなと！　多分大丈夫だ！　思いきりやれ！」

　そう言った時には既に、ジリアは長剣を抜いている。触媒化を意味する青い光が剣身に走った。小さな顔が薄青く照らし出され、彼女は長い詠えい唱しようを開始する。

　それを見て、クレトは自みずから前に駆かけ出した。

　そう速くはない巨人の接近。異形の巨人は突っこんでくる青年に向けて、何もかもを打ち砕くだく拳こぶしを振りかぶる。

　だがクレトはその一撃に宙を切らせた。左に跳とび、すれ違いざま片足を払う。

　普通の人間なら勢いのまま、顔から床に突っこんでいただろう。だが体重のある巨人は、足払いにバランスを崩しきりはしなかった。軽くよろめきながら、クレトを探して横を向く。

　愚直なその動きに、青年は苦笑する間もなかった。クレトは大きく跳び下がり、巨人から距離を取りつつ叫さけぶ。

「ジリア！　やれ！」

「はい！」

　青い巨大な雷らい華かが、巨人目がけて炸さく裂れつする。

　鼓膜までもを痺しびれさせるバチバチという音。

　いつかセウルを焼いたものと同じ、強力過ぎる魔法が広い地下の部屋を青く照らした。

　宙にまで広がる光の枝葉を避よけて、クレトは更に距離を取る。

「おいおい。威力上がってるぞ。なんだこれ……」

「秘密特訓をしていたんです」

「ひょっとして、最近噂うわさになってた『深夜に光る青い雷光』って怪談はお前のことか」

「なんの話ですか。あれは単なる自然現象です」

　きりっと真ま面じ目めな顔で言いきる優等生だが、以前剣を持ち出した時とはまったく違う。魔力を増幅する触媒を使いこなしているのだろう。単純にその威力も狙ねらいも上がっていた。これだけの魔法を撃うって、近くにいたクレトを焼いていないのがその証拠だ。

　指輪生の魔法が直撃した巨人は、宣言通り黒焦こげのままその場に立ちつくしている。

　クレトはそれを確認して、セーネを仰あおぎ見た。

「よし、今のうちに……」

「まだよ」

　黒く炭化していた巨人が、小刻みに揺ゆれている。その体からぼろぼろと焦げた皮膚と肉がはがれ落ち──露あらわになった下からは真新しい肉が盛り上がってきていた。

　ぎょっとするクレトに、ジリアが叫さけぶ。

「クレト！　もう一発撃ちます！」

「っ、けどこれは」

　異常ともいえる再生速度。セーネの魔法による自動治ち癒ゆとは違う。もっと異常な回復力だ。

　人形遣いが楽しそうに笑う。

「七十年も保もつ呪のろいよ。私の細工を上回るくらいは予想していて欲しいわ。おかげで終戦後、全員をあの地下牢ろうに入れるのにとっても苦労したのだから」

「その節は悪かったよ」

　呪い持ちの回復能力は当然知っていたが、それにしてもこれは異常だ。呪いの核であるクレトだからこうなのか、それとも封印が完全に解けたからこそ回復力が上がっているのか。

　焼けた巨人の顔から、黒い欠片かけらが落ちていく。

　その下から現れた新しい顔は──やはり、同じ憎ぞう悪おに染まっていた。

　落ち窪くぼんだ黒い両眼が、鏡のようにクレトを映す。

　血の気の薄い口元から、変わらぬ呪じゆ詛そが洩もれた。




「──憎にくい」




　びくりと、セーネに作られた青年の体が震えた。

　広い地下室に、ジリアの詠えい唱しようが聞こえる。そして過去に置いてきたはずの自分の声も。

　まるで精神核に直接触れられたかのような痛みを感じ、クレトは顔を歪ゆがめた。

「ぅ、ぅう……う裏切り者が憎い……み、皆が憎い……」

「…………」

「生きている者がぁぁ、憎いぃ……死んだ者も……憎いぃ……」

「やめろ、黙だまっていろ」

　澄んだ声で、詠唱は続いている。

　巨人が呟つぶやくのは、それに比べれば聞き取れるはずもない小さな恨うらみ言ごとだ。ぶつぶつとあてどなく吐はき出されるだけの残ざん滓しだ。

　だがそれは、クレトの耳に厭いやというほど響いた。胸に落ちて鈍にぶく反響する。

　詠えい唱しようする声が、ついに途切れた。

「ぁ、あいつを死なせた全てが……このディアテが、憎にくい」

「ッ、やめろ！　そんなものをジリアに聞かせるな！」

　突然の叫さけびに、ジリアが啞あ然ぜんとして手を止める。

　クレトは少女のその顔を見て、呪じゆ詛そが彼女にまでは届いてなかったことを知った。胸につかえる重苦しさに気づくと、息を吐はいて気分を切り替える。

「悪い。幻聴が聞こえてた」

「吃驚びつくりしたじゃないですか。おかげで術の最後が組みなおしです」

「組みなおしてくれ。時間は稼ぐ」

　わかりきっていた妄もう執しゆうが曝さらけ出されることに、どうしてこれほど動どう揺ようしてしまったのか。

　クレトは胸の淀よどみを振りきるように床を蹴ける。

　ジリアが怪け訝げんそうな顔ながらも詠唱を再開した。再生した巨人が、青く光る剣を横目で一いち瞥べつする。その視線にクレトは、彼女が狙ねらわれるかと思ってぎくりとしたが、巨人はなぜかふいと視線を戻した。大戦遺物は、狂気と怒いかりに満ちた目でクレトを迎むかえ撃うつ。

「ぅぅぅぉぉぉおおあ!!」

　肩をつかみ取ろうと伸ばされた手を、クレトは肘ひじで逸そらす。

　巨人の再生速度を考えれば、彼の取れる決定打はない。ジリアに攻撃を任せてそれまでの時間を稼ぐしかない。

　クレトはずきずきと痛む腕を無視して、壁の如ごとき巨体に体当たりをする。本来なら微動だにしないだろうと思われる体がぐらりと傾かしいだのは、クレトが己の体を熟知しているがゆえだ。

「そこ効くだろ。古傷があるからな。仲間同士で遊んでてついたやつ」

「っぁぁあ！」

　他人ならわかりようもない弱点を駄だ目め押しで突いて、クレトは離れる。ジリアの詠唱が完成したことを察したからだ。暗あん黙もくの了解で少女が長剣を掲げる。

「──破断せよ！」

　青雷が宙を走る。

　先程のものより大きな雷が、巨人の体に直撃した。

　空気を焼く耳障ざわりな音。その中に狂った叫さけび声が混ざった。ジリアが剣をかざしたまま詠唱を強める。

　──その直後、クレト目がけて宙から赤い炎が降り注いだ。

「ちょ……っ！　セーネか！」

　今まで積極的に動いてこなかった魔女が、ついに攻撃に参加してきたのだ。

　無詠唱で放たれたらしい炎をクレトはあわてて避よける。床にぶつかった大きな炎はたちまち周囲に白煙を上げ始めた。視界を遮さえぎられたクレトはよく見えない空中を仰あおぐ。

「どこだ、セーネ！」

「さあ、どこかしら？　集中すればわかるでしょう？」

　からかうような声は、煙に反響して距離感がつかめない。

　にもかかわらず白煙を上げる炎球は、次々とクレトを狙ねらって着弾してくる。地下室の気温が一気に上昇し、熱された石床がぐにゃりとたわんだ。クレトは炎の近づく気配を避よけて、その場を駆かけ出す。

　けれどすぐに少女の声が警告を叫さけんだ。

「クレト！　駄だ目めです、そっちは──」

　白煙の中から、ぬっと巨大な手が現れる。

　それは黒焦こげた巨人の手だ。広げられた五指が、がっしりとクレトの頭をつかんだ。

「ぐ……！」

　凄すさまじい圧力。持ち上げられた体が宙に浮く。ぎりぎりと頭部を締めつけられ、激痛に頭の中が真っ白になった。

　──このままでは頭ず蓋がいを割られる。

「くそ……」

　そうなれば敗北は必至だ。クレトは両手で焦げたままの巨人の手首をつかむと、反動をつけて関節を蹴けり上げた。的確な狙ねらいの攻撃に指の力がわずかに緩む。

　だが、それでもクレトを放さぬ巨人の腕に、ジリアの放った魔法が命中した。

　槍やり状に絞しぼられた青い雷光は、巨人の腕を貫く。苦痛の絶ぜつ叫きようが上がり、クレトは首を捻ひねって焦げた掌てのひらから脱した。再びつかまれぬよう、彼は頭を押さえながらジリアの方へと後退する。

　少女は巨人から目を離さぬまま門番の青年に聞いた。

「大丈夫ですか、クレト、首は折れてませんか」

「折れてないけど髪がめちゃめちゃ抜けて痛いぞ……。これ多分、後で植毛してもらう時、セーネのやつに怒ら、れ……」

　そこまで言って、クレトはようやく自分の発言の愚かさに気づいた。数歩後ろにいるジリアをそっと振り返る。彼女は、死んだ魚を見下ろすような氷の目でクレトを見つめていた。

「クレト……」

「大丈夫だ。違うから。ちゃんとわかってるから」

「そうじゃないんですけど……」

　いつの間にかセーネの炎はやんでいる。拘束されたクレトを攻撃して、巨人まで巻きこんでしまうことを避けたのだろう。目め晦くらましだったらしい白煙も薄らぎ、広間の様子が見て取れた。クレトは、宙に浮いている魔女の周囲にいくつもの炎球が浮かんでいるのに気づいて、げっそりした気分になる。

「あの位置に居続けられるの、さすがに困るぞ……」

　手の届かないところにいられては、打つ手も限られる。いくら大戦武器があるといってもジリア一人に頼むには限度があるのだ。

　かといって巨人を見れば、またぼろぼろと炭を零こぼして再生していくところだ。

　二対二で戦っている以上、どちらかを集中して落としたい。だが、そのどちらもが難攻不落だ。暗あん澹たんたる気分に陥おちいりそうになる。

　しかしその時、クレトは後ろからシャツを引っ張られてのけぞった。

「ぐえ」

「内ない緒しよ話をしましょう、クレト」

「……内緒話？」

　なんのことかと怪け訝げんに思う間もなく、ジリアは更に声を潜ひそめた。

「これは完全に推察ですが、あなたの本体、回復速度にむらがあります」

「俺の本体って言い方はなんか気になるけど、どういうことだそれ」

「つまり、セーネ・ビエラが大きな魔法を使っている時、本体の回復も遅れていると思いませんか？」

「セーネが魔法を使ってる時？」

　言われてみれば、ジリアの初撃に焼かれた時には恐ろしい速度で治ち癒ゆしていた本体だが、二度目に食らった時にはクレトを捕えて逃げられるまで大部分が黒焦こげのままだった。

　単純に二撃目の方が雷の威力が強かったからだと思っていたが、今見ると巨人はほぼ完全に再生を済ませている。その間、セーネは炎を浮かべたままで何もしていなかった。この二つには果たして、ジリアの推理通り関連があるのだろうか。

「……なるほどな。セーネがなんらかの形で回復を後押ししてるってわけか」

「あくまでも可能性の一つですが。ただ、そうでも考えてみないと切りこむ隙すきがありません」

「確かにな」

　自分のことと切り離して言うなら、人形遣いの魔女も災さい厄やくの巨人も、種族英雄クラスとして広く大陸中に恐れられた存在だ。その上、今や不死となった彼らを相手にしようというのだから、正攻法では難しい。

　クレトは少し考えて頷うなずいた。

「わかった。その仮定で狙ねらってみる。ジリア、触媒の剣がそれでも精神系の秘術は使えるか？」

「制御が難しいので単純なものに限られますが、一応」

「なら頼む。俺、昔から秘術苦手だったからな。動けなくしたら使ってくれ」

　巨人族に有効な秘術なら、今の狂った身にも効果はあるはずだ。頷いて駆かけ出そうとしたクレトを、ジリアはあわてて呼び止める。

「ま、待ってください、もう一つ……」

「もう一つ？」

　首を捻ひねるクレトに、ジリアは険しいとさえいえる顔で頷うなずいた。

「あえて魔法でそう見せかけているのかもしれませんけど……セーネ・ビエラの体は、以前と比べて成長していませんか？」

「え？」

「気のせいだったらすみません」

　そう付け加えるジリアの目は、けれど何かを考えこんでいるようだ。

　クレトは宙に浮かぶ魔女を改めて注意してみる。

　長い赤の髪、年端もいかない少女の体。だがその細すぎる体つきは、言われてみれば記憶にあるより背が伸びている気もする。クレトは同じことを疑問に思って門前で聞いた時、さらりとはぐらかされたことを思い出した。

「成長、か」

　不変の呪のろいを受けた自分たちには不釣合いな言葉を舌の上で転がしながら、クレトはだがあっさりと思考を中断した。

　──今はそれよりも、置いてきた己と向きあわなければならない。

「わかった。じゃあ行くか。あれは今の時代にはふさわしくない。──所しよ詮せん、大戦遺物だ」

「……クレト、それは」

「援護頼んだ！」

　クレトはその場を駆かけ出す。彼よりわずかに早く動き出していた巨人が、それを見て標的を定めた。彼は走りながら叫さけぶ。

「ジリア、頭狙ねらえ！」

「──闇やみよ！」

　長剣の剣先から、秘術の雫しずくが迸ほとばしる。精神を操あやつる飛ひ沫まつは宙を走り──

「邪じや魔まね」

　セーネの赤い炎が、空中でそれを撃うち落とす。クレトは背後にぶつかりあう魔力を感じながら、最短距離で巨人へと走った。

　再生した掌てのひらが、再びクレトを捕えようと伸ばされる。その指先を避よけて斜めに踏ふみこんだ青年は、けれど次の瞬しゆん間かん、背中に激しい衝撃を受けて弾はじき飛ばされた。避けたと思った手に払われた青年は、床に叩たたきつけられ冷たい石の上を滑っていく。

　魔女が宙から彼を嘲あざけった。

「その程度なの？　私の最高傑作のくせに？」

「不満なのはわかるから黙だまってろ！」

　床から跳はね起きクレトは走り出す。この間にジリアが狙われては不ま味ずいと思ったが、巨人は彼女を一いち瞥べつしただけでまたも襲いかかろうとはしない。

「……あ、ひょっとしてあの剣があるからか」

　王太子の愛剣であった大戦武器。今はジリアが携たずさえているそれは、狂った巨人の記憶にも強く印象づいているのかもしれない。なればこそ、あの剣を自分のものとして支配下に置いている少女を標的とは認識しないのだろう。

「ならちょっとは安心だな！」

　異形の狂人にとって、この場でねじ伏せるべき敵はクレトただ一人だ。濁だく流りゆうのように打ちつけてくる殺意に苦笑しながら、彼は向かってくる巨人へと左ひだり拳こぶしを振りかぶる。それを見た相手は、まるで鏡写しのように自みずからも右手を振りかぶった。

　ぶつかりあう拳と拳。

　大きさのまるで違うその衝突で、だが叫さけび声を上げて腕を引いたのは巨人の方だ。

　相手の拳の関節を的確に狙ねらって砕くだいたクレトは、自らも痛めた拳を引いて苦笑する。

「ほんと、過去の自分ってのは複雑な気分だな。なんだかんだで苦手なものが多かったって思い知るよ。こうやって攻撃点絞しぼるのも、昔はできなかったしな」

　攻撃をずらし、逸そらす。いなして、緩む箇所を突く。

　それらは全て、新しい体を得てから覚えた戦い方だ。かつてのクレトは、そのような技法を持って自分に向かってくる者たちを、まるで魔法使いのように思っていた。

　──だが今は、それも彼の武器の一つだ。

「俺は、あいつの最高傑作らしいから」

　どの種族でもない、だがどの種族とも渡りあえる可能性を持った体。

　それはおそらく、一つの種族の枠にとどまらないがゆえの可能性だ。自由であれ、と作られた体だ。

　だからここで過去に勝てないようでは、本当に無意味にされてしまう。踏ふみとどまり、越えねばならない。

　クレトは怒いかりに燃える巨人へと恐れず距離を詰めた。セーネの声が笑う。

「あなたの相手は私たち二人ともよ、ほら」

「させません！」

　セーネの炎とジリアの雷が空中でぶつかりあう。

　赤と青、大きな火花を上げる衝突は、だがクレトの目には入らない。彼は妄もう執しゆうに染まる己と傷ついたその両拳を見上げて──笑った。

「悪いな。もっと早くこうしてりゃよかったよ」

「おおおぁぁあああ！」

　振りかぶられた太い両手。組みあわされた巨人の両拳のうち、右の片方はまだ砕かれたままだ。ジリアの仮定が正しいなら、それは彼女がセーネを引きつけてくれているおかげだろう。

　骨をも粉ふん砕さいする強撃が、ぶん、と振り下ろされる。

　だがクレトはそれに、一歩下がって空を切らせた。

　砕くだく相手を失った両拳こぶしは、床を粉々に割り穴をあける。石の破片が四方に飛び散り──だがクレトはそれら礫つぶてのどれにも当たらなかった。

　彼は獣じゆう人じん族のような身軽さで、振り下ろされた両腕の上に飛び乗る。

　巨人の驚く目を見み据すえながら、クレトは不安定な足場を蹴けって、その腕の先へと飛んだ。

　かつてただ一人の友人だけに垂れた頭。

　今は狂気の中に取り残されたままの頭を、クレトは正面に捉とらえる。

　竜りゆう人じん族がそうするように、彼は自分の右手をまっすぐに後ろへ引いた。

　憐れん憫びんが言葉になる。

「もう──地下に帰れ」

　空は遠い。

　クレトはそして巨人の額ひたいに──全てを貫く掌しよう打だを叩たたきこんだ。







　異形の巨体が、ぐらりと傾く。

　脳を揺ゆらされた余波で、足が体を支えられなくなったのだろう。部屋全体を揺るがして巨人が後ろに倒れると同時に、ジリアが叫さけんだ。

「──月夜よ！」

　伏した巨人を中心に、青い焰ほのおが浮かび上がる。射線なく突とつ如じよ発生したそれは、暗い地下室に美しく揺らぎながら、だが何を焼く様子もない。

　クレトが息を整えて下がるのを見て、セーネが得心の声を上げた。

「あら、その焰、秘術なのね」

「……夢を見せる術ですよ」

　焰の中に倒れたまま動かない巨人は、今はジリアの術で深い眠りに落ちている。途切れぬ呪じゆ詛その代わりに小さな寝息を立てている異形に、セーネはくすりと笑った。

「面白いことをするのね。秘術ならば私には解けないと思った？」

「あなたに破れない術などないでしょう。ただこの術は単純な分、強力ですよ。羽う人じん族に古くから伝わる──子供に、安らかな夢を見せるための秘術ですから」

　青い長剣の先端がそっと床に触れる。それと同時に熱のない青せい焰えんは、巨人の中に吸いこまれるようにして消えた。

　術の完成を示す光景に、赤い髪の魔女はけれど動こうとはしない。ただ穏やかに微笑しているだけだ。

　ジリアはそんな魔女を仰あおぎ見る。

「セーネ・ビエラ、一つ、私の推測を話してもいいですか」

「何かしら」

「あなたと、眠っている彼のことです。彼の治ち癒ゆ力は、あなたが自分の魔法に力を割さいていない時ほど強くなる。──この現象の意味するところです」

「現象の、意味？」

　怪け訝げんな声を上げたのはクレトの方だ。セーネは彼の疑問を代弁して返す。

「私が魔力を割いて強化しているから、というだけでしょう？　そこに何の意味があるというのかしら」

「彼の治癒の力は、厳密には治癒ではなく強制復元──つまり魔法とは似て非なる、呪のろいの力です」

「…………」

　──ジリアが何を言おうとしているのか。

　クレトはまだわからない。ただわからないながらに、何かの予感があった。

　セーネは沈ちん黙もくしている。その顔からは、いつの間にか微笑が消えていた。

　ジリアは眠ったままの巨人の、安らかな表情を一いち瞥べつする。

「あなたたちにかかっているのは、ご存じのとおり竜りゆう人じん族の姫の呪い──クレトを中心に数十人もの人間に影響を及ぼした不変の呪いです。ですが、いくら強力な術者が命と引き換えにかけたとはいえ──七十年は長すぎます」

　ヴェーテ・サイの言葉を、クレトはぼんやりと思い出す。

　彼もまた言っていたのだ。「七十年は長い」と。

「私の推測は二つです。セーネ・ビエラ。あなたの体は、以前から少しずつ成長してきている。それは、この強力な不変の呪いに限界が来ていることを示しているのではないですか？」

「…え？」

　──呪いに、限界が来ている。

　それは思ってもみなかった内容だ。永遠に続くとも思われた狂気が終わるなら、この学園の行く末も変わる。

　クレトは驚いて同居人の魔女を見上げた。

　セーネは長い髪を宙に広げたまま、どこか遠くを見る目で二人を見下ろしている。

「そしてもう一つの推測は……仮に衰えが見えてきたとはいえ、竜人族の人間一人にここまでの呪じゆ詛そが可能だとは思えません」

　竜人族の長おさの娘。強力な種族の貴人である彼女は、確かに人より強い力を持っていたのだろう。だがそれは、種族英雄たちやセーネと同列に語れるほどのものではない。もともと魔法を使える種族ではないのだから尚なお更さらだ。

　命を賭としたとしても、きっと姫は彼らに及ばないだろう。生前の彼女を知るヴェーテ・サイからして「そこまでの力がある人ではなかった」と言っていたのだから。

　ジリアの青い双そう眸ぼうが、魔女の赤い双そう眼がんを捉とらえる。

「この呪のろいは、クレトを狙ねらって投げられたものだと聞きました。そしてその時、彼の一番近くにいたのはあなただった……。セーネ・ビエラ、ひょっとしてあなたはクレトと同様、この呪いの根幹に深く関かかわっているのではないですか？」










　　　８




　呪いがかかる、最後の瞬しゆん間かん。

　クレトが見たものは、小さな背中だった。それまで戦っていた魔女の薄い背。

　なぜ、戦いの最中において、敵である彼女が自分に背を見せていたのか──

　そのことを真剣に考えたことは、今まで一度もなかった気がする。




　　　　　　　　　　　　　　　※




「……へ？　どういうことだ？」

　ジリアの告げた二つの推測。その意味することを飲みこめずに、クレトは声を上げた。真剣な顔をしている少女を見、次に長いつきあいの知己に視線を投げる。

　先に口を開いたのは、セーネの方だ。

「趣味で本を編へん纂さんしているだけあって、ずいぶん想像力が豊かだわ」

「怪談と推測は別のつもりです。面白い話ではありませんし」

「そうね。あなたの言うことは大体率直だわ。──そして正解でもある」

　魔女はふわりとスカートを広げて下りてくる。赤いヒールが罅ひび割われた床に触れた。

　人形遣いは、整った微笑で自分の薄い胸を指す。

「教えてあげるわ。あの呪のろいは、確かにクレトを狙ねらって放たれた。でも呪いは、クレトにぶつかるより先に、私を飲みこんだの。そしてそのままクレトに到達した──」

　無数の黒い文字が寄り集まったかのような塊。

　クレト一人に向けられたその呪いに、だが先に触れたのはセーネの方だった。

　魔女は目を閉じて微ほほ笑えむ。

「本来なら一人だけを縛しばるはずだった呪いは、私を飲みこんだせいで膨ぼう大だいな魔力を得たの。そしてだからこそ、クレトにぶつかるなり衝撃と反動で城都中に弾はじけとんでしまった。まるで油を注がれた炎が火の粉を撒まき散らして燃え上がるようにね」

「セーネ、それは」

　──まるで、あの日彼女がいなければ、ここまで呪いにはならなかったような口ぶりだ。

　だが、セーネはそう言っているのだろう。飲みこめないでいるクレトに、魔女は嚙かみ砕くだいて教えるように続ける。

「クレト、あなたは呪いの核が自分だと思っているのでしょう？　自分にかけられた呪いが解ければ、他の囚しゆう人じんたちも解放されると思っていた。──でも、残念ながら、そうじゃないわ」

「は……？　そうじゃないって、ならお前──」

「七十年もの間、何十人もの人間を不死の狂気に追いやる呪いなんて、どんなに強い想いがあっても、竜りゆう人じん族の姫に生み出せるものではないでしょう？　膨大な魔力がなければ不可能だわ」

　真しん紅くの瞳ひとみがクレトを見つめる。

　そんな風に、セーネが諦てい観かんをにじませて彼に向きあうのは、この七十年間で何度目のことか。

　答えられないでいるクレトに、魔女は微わ笑らった。







「もうわかったでしょう、クレト。あの呪いを拡大し、今日に至るまで強固なものにしたのは──本当の呪いの核は、私なのよ」







「…………セーネ」

　そこから先は言葉にならなかった。

　知らずにいた事実──その可能性を今まで考えずにいたのは、あの一件の直後に訪れた狂気と強い自責の念がゆえだ。

　自分の手の届かないところで、友人を死なせた。何一つ守れなかったのだと後悔に苛さいなまれた。だからこの呪いも、自身に与えられた当然の罰だと思っていたのだ。

　そうしてただ自分を責め続ける彼の傍そばで──魔女はずっと何を思っていたのだろう。

　固まったまま言われたことを反はん芻すうするクレトをよそに、セーネは淡たん々たんと続けた。

「この呪のろいに取りこまれて面倒だと思ったけれど、別に構わないとも思ったわ。見たいものを見続けることが私の目的であったのだし……ディアテにとどまって変わらないまま暮らしていくなら、それでもいいと思った。もともと私に年月は、さして意味がないものなのだから。でもさすがに七十年も経つと、あちこち綻ほころびは出てくるものね」

　セーネは真しん紅くの髪を軽く払う。以前から長くはあったその髪は、だが注意してみればジリアの言うとおり彼女の身長を越えるほどまでに伸びていた。

　クレトは彼女が以前、修理の時に伸びた爪を切っていたことを思い出す。そのようなささやかな変化も全て、不変の綻びから生じたものなのかもしれない。ずっと変わらないように思えていた地下牢ろう獄ごくさえ、いつの間にかゆっくりと風化していたのだ。

「私の力を使っていても、限界はあるということだわ。放っておいてもいずれは全て衰える。この呪いに限らずね」

「放っておいたら消えるって……お前それ、城に呼び出された時、言わなかったのか？」

「仕方ないから教えてあげたわ。でも信じなかったみたい。もっとも、あと何年何十年かかるかわからないのだしね」

　だから一部の人間は、ニアを新たな牢ろう番ばんに据すえようとした。

　そうして彼らは──結局のところ、魔女の怒いかりに触れてしまったのだ。

「なんだそりゃ……信じて待てばよかっただろ。今のまま放っておきゃよかったんだ。そうすれば何十年かかったって……」

　終わりが存在するものなら、変わらぬまま時が過ぎるのをただ待てばよかった。

　ぽつりとそう呟つぶやくクレトに、魔女はけれど、ふっと微笑を消した。

　ひどく真ま面じ目めな、美しい貌かお。深しん淵えんの如ごとき真紅の瞳ひとみが、彼を見つめる。

「何を言っているのかしら。放っておけばいいなんて、あなたは思っていないでしょう？　変わらないままでいることを否定したのは、あなたの方なのに」

「……え？」

「──クレト、危ない！」

　ジリアが叫さけぶ。

　それと同時に視界の端に、いくつもの赤い光が跳はねた。

　無詠えい唱しようでの広範囲術だと認識するより先に、クレトは石床を蹴けって飛び退のく。だがその足首に細い鎖くさりが絡みついた。

「って……！」

　足を取られ、彼は床の上に叩たたきつけられる。その間にいくつもの赤しやつ光こうが次々鎖となり、クレトの四し肢しに巻きついてきた。身動きの取れなくなった彼の上に細い影が差す。

　──それは鋭するどい穂先を持つ槍やりだ。

　宙に浮く槍は狙ねらいを定めると、深々とクレトの胸に突き刺さる。

「っ……が……!!」

「クレト！」

　激痛に気が遠くなる。

　セーネの魔法によって作られた槍は、細い杭くいのようにクレトの体を石床に縫いとめていた。

　拘束の鎖くさりが、役目を果たして全て消え失うせる。だが胸に刺さった槍は、もがこうともびくともしない。

「くそ……」

「クレト！」

　叫さけんでジリアが駆かけてこようとするが、その体にも細い鎖が絡みついた。魔女の鎖は青い長剣にも巻きつき、ジリアの手から触媒を奪うばい取っていく。

　石床に杭打たれた青年と鎖に拘束された少女。身動きの取れなくなった二人を魔女は冷えた目で見回した。

「これで終わりかしら。残念ね」

「っ……セーネ……！」

「それ以上動くと、精神核に傷がつくわよ」

　あっさりとした指摘は、だが事実だ。槍は核のすぐ横を貫いている。

　歯は嚙がみするクレトに魔女は笑った。

「あなたはそのままそこにいればいいわ。この学校に固こ執しつするというなら、変わらないままそこにいなさい」

　優しく言い捨てて、魔女は歩き出す。

　赤いヒールを鳴らし、向かう先はジリアのもとだ。鎖に巻きつかれて座りこんでいる少女は、だがそれでも強い視線で魔女を射抜く。目前に立った女を、ジリアは仰あおいだ。

「セーネ・ビエラ、あなたは、本当は──」

「本当は、何？」

　ぱん、と乾いた音を鳴らしてジリアの頰ほほが打たれる。セーネは笑え顔がおを崩さぬまま、少女の顎あごに手をかけた。みるみる腫はれてくる頰を気にもせず、強引に顔を上向かせる。

「勇敢で結構だわ。これも血筋かしら。あなたの曾そう祖母はあの日、羽を捥もがれたそうだしね。……ねえ、あなたも同じ目にあってみる？　それとも分を弁わきまえて引き下がるのかしら？　戦火を知らない子供の手には余るでしょう」

　真しん紅くの双そう眸ぼうに、闇やみよりも酷こく薄はくな光が宿る。

　最強の魔女からの容よう赦しやない脅おどしに、ジリアは息を吞のんだ。緊張に顔が青ざめ、だが彼女は、背を伸ばしたまま言い放つ。

「やってみればいいでしょう。私は、過去には負けません」

　折れることのない眼まな差ざし。

　意志を譲ゆずらんときつく唇くちびるを嚙かむ少女に、セーネは美しく──そして酷こく薄はくに笑った。

　クレトは激痛と戦いながら叫さけぶ。

「やめろ！　そいつは関係ない！」

「あら、薄情なことを言うのね。彼女の方はそうは思っていないみたいだけれど？」

　セーネは少女の顎あごをつかんだまま、空いている方の手を振る。ジリアに巻きついていた鎖くさりが、制服の背を切り裂きながら弾はじけ飛んだ。透き通って美しい薄うす羽はねが、押さえるものを失って薄暗い空気に広がる。

　うっすらと白く輝く、繊細な両羽。

　傷つけば狂死もありうるその羽は、よく見れば微かすかに震えている。セーネは背に繫つながる羽の根元を細い指でつかんだ。口づけるほどに少女に顔を寄せ、妖よう艶えんな微笑で問う。

「二言は？」

「ありません」

　即答は、広い部屋によく響いた。

　クレトは力の入らぬ両腕を床に叩たたきつける。精神核が傷つくのも構わず、槍やりが縫いとめた体を強引に引き起こした。体の中を刃はが通っていく激痛に、意識が飛びそうになる。

　だがそれでもクレトは無理矢理起き上がると、槍の柄えを右手でつかんだ。──一息でそれを抜き去る。

「セーネ!!　やめろ!!」

「残念、遅かったわね」

　その時クレトが見た光景は──魔女の手が、薄羽の一枚を無残に捥もぎ取るところだった。







　鮮やかな血ち飛沫しぶきが床に飛ぶ。

　羽う人じん族の象徴であり急所でもある薄羽。

　あろうことか付け根から捥ぎ取られたそれは、床の上に打ち捨てられて光を失った。

　ジリアの体が弓なりにのけぞる。

「ああああぁぁぁぁぁぁああ!!」

　想像を絶する激痛。

　人格までもを破壊する苦痛が、今の彼女を襲っているはずだ。狂気の叫びを上げたジリアは、セーネが手を放すとその場に崩れ落ちた。少女は床の上でもがきながらなおも悲鳴を上げる。その様を、魔女は無表情でじっと見下ろした。

　クレトは胸の深手にも構わず立ち上がる。

「セーネ!!　お前は!!」

「同意の上だわ。あなたも聞いていたんじゃないかしら。それに、ほら」

　赤い爪つま先さきが、床の上のジリアを指す。

「彼女にはまだ、戦う気があるようだけれど？」

　震える五指が、床をつかむ。

　涙の零こぼれる青い双眼は、けれどまだ屈してはいない。破けた唇くちびるには血がにじんで、そこから絞しぼり出すような声が洩もれた。

「わ、私は……退ひきません、から……」

「いい心がけだわ。ならもう一枚もかしら」

　倒れたままのジリアの背に、セーネは手を伸ばす。

　それを見たクレトは、胸に穴のあいた体で走り出していた。

　痛みに息ができない。

　足が前に進まない。それでも、行かなければならない。

　魔女の指が、震えるもう一枚の先端をつかむ。

　──遠い。間に合わない。

　その時クレトは、彼女たちの後ろでまだ眠ったままの巨人を見た。

　迷う時間はない。そんなものは要いらない。

　クレトは胸にあいた傷に手を差しこむ。その指先が、硬い精神核に触れた。

　彼は冷たい水晶球をつかみ取る。

「おおおおおおお!!」

　神経の切れるぶちぶちという音。内臓が引きずり出されるような痛み。

　けれどそれも彼をとどめはしない。クレトは人形の体から、精神核をつかみ出した。

　──たとえ、勝ち目のない賭かけだとしても

「俺は……負けない」

　赤い紋様の封じられた精神核を、クレトは前へ投じる。

　それはセーネの横を通り過ぎ、眠る巨人にぶつかって、砕くだけ散った。

　澄んだ音が聞こえる。

　意識が暗転する。

　どこまでも、暗い穴を落ちていくような感覚。

　女の声が聞こえる。「復ふく讐しゆうしろ」と囁ささやく声が次第に大きくなる。

　それは闇やみの中に投げ出されたクレトをまたたく間に押し潰つぶし、不変の檻おりへと閉じこめ──

「──違う」

　跳はね除けて、目を開ける。

　ひたすらに手を伸ばす。

　天地もわからぬ、混乱したのままの動き。

　けれど濁だく流りゆうのような意識を押し退のけた時──クレトは本来の大きな掌てのひらに、か細い魔女の体をきつく握りこんでいた。

　セーネの赤い瞳ひとみが、細められてクレトを見上げる。

「あら……こっちの体で会うのは久しぶりね」

「セーネ……」

「どうしてそんな顔するのかしら、クレト」

　魔女は嬉うれしそうに笑う。その細い体は半ばクレトの力に押し潰つぶされており、太い指の間から赤い血がぽたぽたと滴したたっていた。

　クレトの足あし下もとで、片羽を残した少女が、息も絶え絶えに二人を見上げる。

「クレト……」

「喋しやべるな、ジリア」

　狂気は、まるで初めからそうであったのように、ひどく遠くでざわめいている。

　異形の巨人は、長い時を共に過ごした同居人をじっと見つめた。

「……俺が門番になって地上に出た頃、お前はずっと地下で一いつ緒しよに暮らせばいいのにって、よく言ってたよな」

「言っていたわね。ずっと、変わらないことがあなたの平穏であるかと思っていたわ。外に出たとしても、異形のあなたを受け入れた友人や仲間はもう誰もいない。だから代わりに、私が一緒にいてあげようと思っていた」

　穏やかに、慈いつくしむように魔女は語る。

　与えられたものは、永遠に限りなく近い不変だ。ならばそれを、変わらない日常で埋めることが、クレトにとってささやかな慰めになると、彼女は思ったのだろう。

「でも、あなたは地上に出て『今』を見た。そうして生徒たちを、ここから出したいと思うようになったわ。彼らを自由にしてやりたいって、自分のことは考えずに生徒のことばっかり」

　太い指をすり抜けて滴るセーネの血が、石床の上に小さな血ち溜だまりを作っていく。

「それだけじゃない。あなたは他の狂人たちに……私にまで、自分のせいで申し訳ないと言うようになったわ。私に悪いと思う必要なんて何一つないのに。──いつの間にかあなたは、『変わらないまま在ある』ことを否定していたわ」




『変わっていけるならその方がずっといい』と、クレトが口にしたのは、いつのことだったろうか。門前での話だったとは思うが、はっきりと思い出せない。だがそれを聞いたセーネの様子がいつもと違っていたことだけは、今でも印象に残っている。

　──あの時彼女は、クレトの言葉を聞いて、きっと驚いたのだろう。

　せめてもの平穏だと思っていた不変が、彼にとって負うべき罪であったことに。そして巻きこんでしまった他の狂人たちにも、深い後悔の念を抱いだいていることに。

　驚いて、だから彼女はクレトに、変わらない日常を贈ることをやめた。

　──代わりにセーネが贈ったものは、全てを覆くつがえす『変化』だ。




　魔女は、こほ、と小さく血を吐はく。同じ色の赤い瞳ひとみが、足あし下もとで倒れている少女を見た。ジリアは涙に濡ぬれた目で、ただまっすぐに魔女を見つめ返す。

　門番の青年の、パートナーである彼女のその目を見て、セーネはふっと微ほほ笑えんだ。──だが魔女は笑え顔がおを消すと、熱を帯びた声でクレトに囁ささやく。

「クレト、生徒を外に出したいと思うなら、あなたも同じように出ていけばいい。望む前に諦あきらめる必要なんてないわ。あなたのことを知って、それでも当然のように隣に並ぶ人間が今の時代にいるなら──あなたはここから出ていけばいいのよ」

　昏くらい地下から出て、だが彼が生きるのは、未だ檻おりの中だ。

　生徒たちをその外へと見送りながら、けれど門番はどこにも行かない。檻の中に、過去の上に、居続けている。自分が外に出て自由になることなど、はなから考えもせずに。

「好きなように、望むように、変わっていけばいいわ。あなたは私の最高傑作なのだから。不変の呪のろいなど無視すればいい。それだけのものを、私はあなたにあげたわ」

　呪いの核である魔女は、真しん摯しに、ただ優しく、クレトに告げる。

　いつでも真意の知れぬ微笑を浮かべているセーネは、だが本当の気持ちを口にする時は笑え顔がおを見せない。そのことをクレトは知っている。

　息を吞のむ彼に、魔女は透とう徹てつの眼まな差ざしで訴えた。

「だからクレト、与えられた鳥とり籠かごで満足だなんて、言うのはやめなさい」







　七十年は長かった。

　正気でいられる体をもらってもなお、時折狂気に囚とらわれそうになるほどに。

　だがそれでもまるで平穏の中にいるように暮らしてこられたのは、過去を分かちあい、言葉を交わせる人間がいたからだ。

　真しん紅くの髪と瞳ひとみを持つ、人形遣い。

　その色と同じ血が、クレトの手と石床を濡らした。とめどなく滴したたる血雫しずくの中に──やがて、ぱらぱらと砂に似たものが混じる。

　彼はそっと大きな掌てのひらを開いた。

「セーネ、お前……」

「何、かしら」

　細い少女の肢し体たい。その体は巨人の怪力に握り潰つぶされ、ひしゃげかけている。

　だが彼女の異変は、それだけではなかった。

　赤いドレスの胸の部分、飾り石が砕くだけて散っている。

　その下の肌は──まるで陶器のように罅ひび割われて亀き裂れつができていた。血の流れぬ傷口からは、白砂のような破片がさらさらと落ちていく。空洞に思えるその奥には、光る水晶球が見えた。

　──赤い魔法紋様を封じこめた精神核。

　その意味するところは、人形遣いたる彼女もまた、人形の体であった、ということだ。

「お前これ、いつから……」

「いつだったかしら……。少なくともあなたと出会う前からかしらね……本物の体と同じように作ってあるから、自分でも忘れてしまっていたわ……」

　むき出しの肩が、端からぼろぼろと風化していく。破けた腹から滴したたる血が、床に落ちる前にふっとかき消えた。

　限界を越え、朽くちていく人形の体。

　ぴしぴしと罅の入る音が鳴り、柔らかな肉が硬い破片へと変わる。その破片が崩れて落ちる度に精神核に小さな傷をつけていくのを見て、クレトは芯からぞっとした。武骨な左手で、なんとか彼女の胸の傷を押さえようとする。

「セーネ、待て……」

　まだ少しも話していない。

　何十年も共にいて、大事なことはほとんど口にしなかったようにも思う。

　言わずとも、伝わっているような気がしたのだ。こんな風に壊れてしまうまでは。

「外に行けってお前は言うけどな……俺は、地下にいた時だって十分楽しかったよ……そのまま、ずっとここで暮らしてたってよかったんだ……呪のろいの核がお前にあるっていうなら、地下に封じられたまま、お前と一いつ緒しよに死んだってよかった……」

　異形として生まれた。

　その体を呪わしく思ったことは、何度もあった。

　それでもいつしか己の在あり方が気にならなくなったのは、周りに人がいてくれたからだ。

　王太子をはじめとするかつての仲間や友人、地上に出てから出会った生徒たち。

　そして、もっとも長い時を共に過ごした、気まぐれな魔女も。

　その彼女が今、彼の背を押そうとしている。はなむけのように歪いびつな鳥とり籠かごをばらばらにして。

「けどセーネ、俺にそう言うなら、お前にだって自由はあるんだ。俺たちは生き残ってる。まだいくらでも、時間はある」

　過去を否定するつもりはない。

　だがそこにとどまるな、とも教えられた。

　ささやかな願いにも似たその言葉を、クレトは同じように彼女に返す。

「だから、お前もこれから未来を選ぶんだ。……一緒に行こう」

　壊れていく彼女の体を、そっと包みこむ。小さな精神核ごと抱きしめる。

　そうして崩壊をとどめようとする巨人に、魔女は大きく目を見開いた。

　彼女は驚いた顔で、けれど、ふっと嬉うれしそうに笑う。

「そうね」

　セーネは目を閉じる。

　次の瞬しゆん間かん、細い両腕が塵ちりとなって崩れ落ちた。

　急速に早まる体の崩壊。精神核に、ぴしり、と薄い罅ひびが入る。

　驚きよう愕がくに硬直しかけたクレトは、だがすぐに小さな魔法球に指を伸ばした。

「セーネ、待て。まだ……」

　彼女の魂と等しい精神核。なめらかな表面に武骨な指先が触れる。




　その時、魔女の体は全て、塵へと変わった。




　どこからともなく風が起こる。

　流れゆく空気が、またたくまに全ての塵を運んでいく。

　赤い髪の一房も、血の一滴も残らない。何もない自分の両手をクレトは見つめた。

　掌てのひらには罅の入った精神核だけが残っている。

「セーネ……」

　魔女の心を、クレトはそっと掌に握りしめる。

　それはひんやりと冷たく、ただ優しかった。







　ぐらり、と足あし下もとが揺ゆれる。

　ぎょっとしたクレトは、けれどすぐに足下を誰かに支えられ、視線を転じた。薄い水色の髪の少女をそこに見みい出だして驚く。

「ジリア！　立って平気なのか！」

「平気です……。落ち着いてよく見てください」

　疲労の濃い声音。切り裂かれた制服の隙すき間まから、薄うす羽はねが淡あわい光を放ちながら広がっている。

　それを見て、クレトは自分の目を疑った。

「あれ……二枚ある……ぞ？」

「ありますよ。どうやら私たち、幻を見せられていたみたいです。羽う人じん族を精神支配で上回るなんてさすがですね……」

　溜ため息いきをつくジリアは怪け我がこそないものの、精神に負った衝撃は響いているのだろう。彼女は血の気の薄い顔で、クレトの足をぽんと叩たたいた。

「それより早くニアをつれて脱出しましょう。今の揺ゆれは幻じゃないです」

「揺れ、って」

　聞き返しかけた時、再び強い地揺れが地下室を襲った。部屋の壁や天井からばらばらと破片が落ちてくる。床に亀き裂れつが走り、その奥からはごうごうと重い音が聞こえてきた。

　一連の騒そう動どうで大きな空洞のある地下から崩壊しつつあるのかもしれない。あるいはとっくに風化していた牢ろう獄ごくを、今までセーネが支えていたかだ。

　クレトは、呪のろいの力と癒ゆ着ちやくしていた魔女が消えたせいか、先程から自身の怪け我ががまったく治る気配がないことに気づいた。おそらくは地上に出た狂人たちも、同様の変化を迎えているだろう。

　彼は手の中の精神核に目を落とす。ジリアがそれに気づいて手を差し出した。

「私が持ってます。大事なものなんでしょう」

「……ああ」

「あなたはニアを」

　確かに壊れやすいものなら、力加減ができるジリアが持っていた方がいい。

　言われてクレトは精神核を少女に預ける。彼は柱に拘束され気絶したままのニアを助け出すと、扱いに気をつけながら小こ脇わきに抱えた。

　二人は崩壊を始める地下室を出て、通路を走る。

　先を行くジリアが、見えてきた階段を指さした。

「あとちょっとですよ！」

「って、危ね！」

　大きな揺れに足を取られ、ジリアが転びかける。その体をクレトは咄とつ嗟さに掬すくい上げて後ろに引いた。直後、通路の天井が大きな音を立てて崩落する。

　鼻先を掠かすめて落ちていった瓦が礫れきの山に、ジリアはぎょっと青い目を瞠みはった。

「あ、あぶな……」

「階段が埋まっちまったか。でもかえってよかったか？　天井に穴があいた」

　闇やみに慣れた目を細めて、クレトは上を見上げる。

　崩れ落ちた天井のあった場所、そこからは地上が見え、白い光が差しこんできていた。

　瓦礫の山の先に広がる青空を、ジリアは目を庇かばいながら見上げる。

「あの大きさの穴ならあなたも通れそうですね。確かに、階段ならつっかえちゃったかもしれません。大きすぎて」

「はっきり言うな。俺も思ったけど」

　遠えん慮りよのない物言いの少女は、クレトが本来の異形に戻った今でも、まったく態度を変えていない。陽ひの光を見上げるその横顔を見下ろしたクレトは、だが再び大きな揺れが来ると、急いで少女の体を瓦礫の上に押し出した。

「先に行ってニア受け取ってくれ。外の様子に気をつけろよ」

「わかりました」

　地上に顔を出したジリアは、周囲に誰もいないことを確認すると穴から外に出る。クレトは瓦が礫れきの山を崩さぬように半ばまで上りながら、彼女の手を借りてニアを外に押し上げた。

「ほら、ちゃんと持てるか？　落とすなよ」

「物のように言わないでください。王女殿下なんですから」

　ジリアは苦労しながらもニアの体を地上に寝かせる。

　次第に大きくなる地じ揺ゆれ。遠くからは竜りゆうの咆ほう哮こうが聞こえてくる。彼女は振り返ってクレトに手を伸ばした。

「あとはあなただけです。急いでください、クレト」

「……ああ」

　空色の瞳ひとみが、クレトを見つめる。

　小さな白い手。傷つき汚れようとも、その手は変わらない。ひたむきな眼まな差ざしも前を向く姿勢も、まるで彼とは違う。陽ひの光の下を、まっすぐに顔を上げて歩む人間だ。

　青い空の下、透き通って輝く髪を、クレトは見上げる。

「……お前は、本当に綺き麗れいだよな」

「っ!?　何言ってるんですか、こんな時に……」

「いつも思ってたよ。今は特にな」

　包帯も巻いていない彼本来の手は、古い傷跡と血に塗まみれ──何よりも人とは違う異形だ。

　今は呪のろいの力が薄れているとはいえ、いつまた狂気に囚とらわれるかもしれない体。何よりも、過去と血に塗れた自分の体をクレトは見下ろす。

「お前に比べて、俺は……」

「なにぶつぶつ言っちゃってるんですか。うるさいですね」

「……………」

　身もふたもなく、遠えん慮りよもない言葉。当然のように彼の隣に並ぶ少女は、陽の光の下に薄うす羽はねを広げて、精一杯クレトへと手を伸ばす。

「行くんでしょう、外に。──連れていってあげます」

　いつもと変わらぬ、強気な言葉だ。

　譲ゆずらない意志を芯として生きる少女に、クレトは驚きから覚めると、小さく笑った。

「……そうか」

　過去から出て、その先に。

　閉ざされた牢ろうから、遠く美しい地まで。

　いつか友と旅した日のことを思う。彼女にそれを見せてやりたいと思ったことも。

　ジリアは、不安を気丈さで隠して手を伸ばした。

「ほら、早く」

　その時、一際大きな揺ゆれがやってきた。ジリアの体がぐらりと揺れる。不安定な体勢だった彼女は、支えを失って宙に投げ出された。

「っ、あ……っ！」

　瓦が礫れきに落ちかけた少女を、けれど異形の青年は片手で受け止める。

　壊れそうに華きや奢しやな体を、薄うす羽はねに触さわらぬようそっと抱きなおしながら、クレトは笑った。

「わかってる。約束したからな」

　穴の向こうに見える天は、澄みきって美しい。

　そして彼は自みずからの足で、青い空の下へと踏ふみ出した。
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　国の平穏は、必ずしも局所的な平穏を意味するわけではない。

　このように門周辺に無数にあいた穴を埋め戻している時など、特にそれを実感する。

　スコップを手に、十二個目の穴を埋め終わったクレトは、一息つくと額ひたいの汗を手で拭ぬぐった。

「ほんっと好きにやらかすよな、あいつら……埋める方の身にもなれっての」

　穴だらけの道は、今日も魔法熊が通ってくれなかった。最初から諦あきらめてはいるが、それでも穴を埋め戻してしまうあたり期待を抱いだいているのかもしれない。単に皆が歩きにくいからというのもあるが。

　穴だらけであちこち焼け焦こげた学園寮の壁、そこに嵌はめこまれた時計をクレトは見上げる。

「やばいな。急がないと休み時間になる」

「門番さん！」

　言った端から生徒の声が聞こえる。寮の入り口に現れたその少女は、淡あわい紫色の髪を揺ゆらして、まっすぐにクレトのもとに走ってきた。そして途中で穴に落ちる。

「も、門番さん……」

「前見てください、殿下。今引き上げますから」

「す、すみません」

「あと鼻血拭ふこうな」

　手を伸ばして穴から引っ張り上げると、ニアは鼻血を拭ぬぐいながらお礼を言った。

「ありがとうございます。授業をさぼったら、つい舞い上がって前を見ていなくて……」

「うん、授業は出ような！　お前は他の生徒の見本になるんだからな！」

「見本なんて。わたしが王女だってわかっても、みんな全然変わりませんでしたよ」

　くすりと笑って、ニアは肩を竦すくめる。

　愛らしさの中に高貴さが見えるその仕草に、クレトは苦笑した。

「そうだな。なんか、意外と色々変わんなかったな」

　クレトは包帯を巻いた右手を目の上にかざす。

　人形の体に精神を固着させるためのその包帯には、以前と違いびっしりと魔法紋様が描きこまれている。ニアはそれを見て、申し訳なさそうに小さくなった。

「すみません、私の技量不足で白い包帯にできなくて……」

「いやいや全然。ありがたいよ」




　あの日の混乱は、地下牢ろう獄ごくの崩落と、狂人たちから治ち癒ゆ能力が失われたことで終息した。

　とはいえ、怪け我が人は多数の上、封印機巧が破壊されたため壊れた設備も多く、被害はかなりのものだ。

　狂人たちを捕ほ縛ばくするのにも時間がかかり──ただ不死だと思われていた彼らは、地下牢ろう獄ごくの崩落を境に、ひっそりと息を引き取ったり、深い眠りについたのだという。呪のろいが全て解けたわけではないが、セーネの力を失って効力が急激に衰えたのだろう。

　残った囚しゆう人じんたちは、マリーユとニアが手配して遠く静かな土地の古城に移された。そこが、彼らの長い夢の終わりになる土地かもしれない。




　一連の事後処理の最中、崩落した地下室から人形の体を回収してもらったクレトは、今の自分の体を調整してくれている王女に笑いかける。

「にしても、ニアにこういう才能があったとはな。セーネに並ぶ力があるって言われてるだけあるよ。よく研究してるんだな。授業はさぼるけど」

「まだまだ日々勉強です！　見ててください！　いつか、一から自分で人形を造れるようになりますから！　そうしたら彼女にも、また体を用意できます」

「……おー」

　クレトが拾い上げたセーネの精神核。罅ひびの入ったそれに、まだ彼女の精神が残っているかはわからない。ただいつかもう一度話せる日が来たらいいと思う。彼女はいつも曖あい昧まいに笑っていて、本当のことを少ししか残していかなかったのだから。

「期待してる。ってか魔法熊でいいんじゃないか？　迂う闊かつに人型にいれると恐いし」

「──熊にいれたら、まずあなたの腹が食い破られますよ」

　寮の方から涼やかな声がかけられる。

　どこにいても聞き取れる少女の声だ。見回りでもしていたのだろう。書類の束を抱かかえたジリアは寮の玄関に現れると、一いつ緒しよにいる二人を見てむっと眉まゆを寄せた。

　彼女は小走りに石段を下りてくると、隣りあっていた二人の間に体を滑りこませる。眉を寄せたまま、ジリアはぽんとクレトの腕を叩たたいた。

「穴埋めなんて、あけた生徒にやらせればいいです。地下牢獄を掘り当てようなんて張り切っている人たちですから。いい薬になります」

「っても熊が通れないし、ニアが落ちるしな……」

「わ、わたしは気をつけますから！」

「荷物は熊じゃなくてあなたが運べばいいじゃないですか。私、あっちの体も好きですよ」

「あれは燃費悪いから」

　門の外、詰め所の方をクレトは振り返る。

　一度は戻った本来の体、異形の巨人は、詰め所の隣であぐらをかいたまま眠り続けている。

　呪いの薄まった今、ジリアの魔法で眠る彼がどんな夢を見ているのか。わからなくとも、その安らいだ表情で想像がつく気がした。

　クレトは頭の後ろで両手を組む。

「必要になったら動かすさ。今はとりあえず置いとくよ」

「別に私はいいですけどね。生徒たちにも大人気ですし。夜になると動き出すとか」

「それ明らかに怪談だろ。発生源はお前だろ」

「決めつけは心外です。あの体を見たら、みんな怪談を語りたくなります」

「胸張って何言ってんだ、お前」

　ジリアの膨ふくらんだ頰ほほをつねろうと、クレトは手を伸ばす。

　──その時、授業の終わりを告げる鐘かねがなった。

　長期休暇の始まりとあって、皆楽しみにしていたのだろう。まもなく寮からは、大きな鞄かばんを持った生徒たちがぱらぱらと現れる。彼らははしゃぎながらクレトたちの前を通り過ぎ、門を出ていった。少女の何人かが笑って手を振ってくる。

「門番、またねー！　王女様も！」

「いってきます！」

「おー、気をつけろよー！」

　里帰りする生徒たちは、詰め所の隣の巨人を指さしながら帰っていく。寮に残る者も多いだろうが、しばらくは静かになるはずだ。クレトは隣の王女を覗のぞきこんだ。

「ニアは寮に残るのか？」

「いえ。城に戻って色々やりあってきます。うるさい人間たちを、マリーユ一人に押しつけてはいられませんから」

「そうか。頑張れよ」

「まずは城都のお店巡りをしてからですけど。約束してるんです」

「約束？」

　ニアはにっこりと笑うと、寮の方を振り返って手を振る。

　そこに現れたのは、見覚えのある生徒たちだ。獣じゆう人じん族の双子とディサロス・シアンは、それぞれの表情でニアに応える。

　ボールのように飛び跳はねてきたミャーが、ニアの腕にしがみついた。

「早く行こー！　おにく！　おにく食べたい！」

「可愛かわいい妹がこう言ってるから、そろそろ行こうぜ。義手の部品も探したいし」

「お外の王女様にも会うんだ！　いってくるねー、門番！」

「おう。騒さわぎ起こすなよ、あとマリーユ殿下に暴言吐はくな」

「だいじょぶだいじょぶ」

　相変わらずな双子に挟はさまれ、ニアは軽く膝ひざを折って挨あい拶さつすると門の外へ出ていく。遅れて歩いてきたディサロスが、クレトに大きな紙袋を押しつけた。

「私がいない間、これを頼む」

「頼むって……これ塩パンだろ。どうすりゃいいんだ」

「食べていてくれ。外の味を研究して帰ってきたら、また比べてもらう」

「お前が不在でも俺は味見係なのか……」

「宮廷のパンの味が気になる」

　ニアが「宮廷に他種族の友人として、あなたたちを連れていきたい」と言った時、堅物のディサロスが二つ返事で了承したのには驚いたが、どうやらそんな野望を抱いだいていたらしい。

　かつての彼がそうであったように、ディアテの抱かかえる五種族の軋あつ轢れきは未だ根深いだろうが、種族を問わず共闘が行われた今回の一件を知って、外の人間たちにもなんらかの変化は訪れるだろう。異種族婚も、やがては当たり前のこととして認められるかもしれない。

　クレトはパンの紙袋を受け取ると、ディサロス・シアンの肩を叩たたいた。

「楽しんでこい。ああ、ヴェーテ・サイを見かけたら、よろしく言っといてくれ」

「わかった」

　青年らしい期待を込めた目で笑って、ディサロスは三人の後を追う。

　やがて出立する生徒たちの姿もまばらになると、クレトは隣の少女に尋たずねた。

「お前は？　帰省するのか？」

「基本的には残ります。仕事がありますから。……ルルゥにも会いに行きたいんですけどね」

「……そうか」

　騒そう乱らんの罪で捕えられたルルゥ・エンシズは、今は城の牢ろうに入れられている。だが、まだ若いということもあり、その中での勉学は認められているらしい。面会に行ったジリア曰いわく「楽しそうに勉強してますよ。相変わらず全然素直じゃないですけど」ということだ。二人の少女の間に何があったかは知らないが、そう語るジリアも少し嬉うれしそうだった。

　指輪生の少女は、空を映したような碧へき眼がんで遠くを見つめる。

　幾いく許ばくかの寂せき寥りようを含んだ、だが揺ゆるがない眼まな差ざし。伸ばした背筋で前を向く彼女は、クレトの視線に気づくとはにかんだ。

「どうしたんですか、クレト」

「……あ、いや。別に」

「なんですか、気が抜けたみたいに。あなたも折せつ角かくの休みでしょう。どこか行ってみたいところとかないんですか？」

「あー」

　行きたいところ、と言われてもすぐには思いつかない。城都を出られなかった頃は、色々行ってみたい場所があった気もするが、急に言われても思い出せない。

　──ただ一いつ緒しよに出かけたい人間なら、すぐに答が出た。

　クレトは少しだけ迷いながら、隣の少女に手を差し出す。

「ちょっと遠いけど、あー、えーと、行ってみるか？　お前に見せたい景色があるんだ」

　いつか二人で話したように。遠い空の下まで。

　ジリアは差し出された手を見て、目を丸くする。

　白はく皙せきの頰ほほが、みるみるうちに赤く染まった。制服の下にたたまれた羽が震えて音を立てる。

　少女は何かを言いかけて──だが恥はずかしそうに微ほほ笑えむと、黙だまって小さな手を彼の手に重ねる。クレトは温かな指をそっと握った。

「連れてってやる。約束だ」

　そして二人は青い空の下、新たな時代を歩き出した。




　　　　　　　　　　　　　　　※




　詰め所の隣に座る巨人は、深い眠りに落ちている。

　子供が見るような、安らいだ夢。

　平穏の中そうしてまどろむ異形の前に、彼女は一人立っていた。

　二十代半ばほどに見える美しい女。真しん紅くの長い髪が目を引く彼女は、すらりとした長身を同じ色の赤いドレスに包んでいる。

　女は真紅の目を細めて、校内に戻っていく二人を見送ると、異形の巨人を振り返った。そうして彼が首から下げている革袋に無造作に手を伸ばす。赤く塗られた爪が革袋に触れた途端、青と白の火花が激しく飛び散り、空中に魔法円が浮かび上がった。

　ニアとジリアが何重にもかけていた魔法封印。だが女は、ふっと笑うと魔法円を爪で一弾はじきした。たちまち全ての封印が千ち々ぢに砕くだかれ溶け消える。

　──そうして彼女が袋から取り出したものは罅ひびの入った水晶球だ。

「これは返してもらうわね。私の大事な思い出が詰まっているの」

　百年近い記憶が収められた水晶球を、女は愛いとしそうに見つめる。目を凝らせばうっすらと瞬またたいているようにも見えるそれを、彼女は自分の胸の間に押しこんだ。

「好きに生きればいいわ。この世界はあなたが望むままに広大なのだから」

　そうすれば、いつかまた交わる日も来るだろうか。

　女は楽しそうに笑って、生身の体で空を仰あおいだ。

「さあ、次はどこに行こうかしら」

　かつん、とヒールを鳴らして、彼女は開かれたままの門に背を向ける。

　足跡は残らない。

　ただディアテを吹き抜ける一陣の風が、旅立つ女の赤い髪をそっと揺ゆらしていった。







　　あとがき




　この度は『監獄学校にて門番を』三巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　引きこもりの社会復帰から始まったこのお話も、今巻にて本当の復帰をはたして完結です。完結巻ということで、ばたばたバトルばかりしておりますが、楽しんで頂けましたら幸いです。




　ところで前巻時点で、落とし過ぎてファミコン蹴けった時みたいな画面が出ていたスマホですが、落下に備えて手帳型のケースに入れていたところ、九月の旅行でトイレに落としました。

　バッグを持っていくのは重いから、個人情報保護的な感じで財布とスマホだけ持ってトイレに行ったんですが、二つも持っているともうどっちを落とすか待ったなしみたいな感じでした。財布を落とすより、スマホを落とした方が被害が少ない気がしたのでスマホを落としました。苦く渋じゆうの決断です。

　一応、生活防水になってる機種ですので、拾って二十回くらい石せつ鹼けんで水洗いしたんですが、それ以来突然電源が切れるようになりました。普段は普通に使えるんですが、ある時ふっとブラックアウトして操作を受けつけなくなります。しばらくするとつきます。この本が出るまで寿じゆ命みようが保つのか、非常に不安です。




　今回も今回とて謝辞を。

　拾い上げ直後で何も分からなかった私に、細やかなアドバイスをくださり完結まで書かせてくださった担当編集様方、この度は本当にありがとうございます。

　校こう閲えつ、印刷、営業などなど本が出るまでに関かかわってくださった皆様、いつもいつもすみません。ありがとうございました！

　締切が近づく度に鬱うつ屈くつとしたオーラを振り撒まく私を、適当にスルーしながら見守ってくださった、同僚、友人、家族にはいつも本当にすみません。ありがとうございます。これからも多分、定期的に鬱屈としたオーラを振り撒きます。

　そして最後までお付き合いくださった読者の皆様に心からの感謝を。本当にありがとうございました！　よろしければ、また次回作もお目に留めて頂けたら幸いです。次は藤ふじ村むら由ゆ紀き名義の個人サイトで連載していた『Babel』という作品を改稿して出させて頂く予定です。今作とは毛色が少しだけ違う、異世界迷いこみものですが、楽しんで頂けるよう頑張ります。

　それでは、またいつかどこかで！
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　次ページからおまけが始まります。本編読了後推すい奨しようです。







　その後のお話




「こ、これは凄すごいですね……間近で見ると圧倒されます」

　地上から、遥はるか上空にまで垂直に伸びる崖を見上げて、ジリアは感かん嘆たんの声を上げる。

　広いディアテの国土の中でも、ほとんど人の立ち入らない地方。そこに聳そびえるキサント台地は、巨大な円柱を大地に突き刺したような形状で有名だ。頂上からの眺ながめは絶景と言われているが、実際のところ垂直の崖を頂上まで登れる人間はそういない。

　その数少ない一人であるクレトは、本来の巨体でどこまでも続く絶壁を仰あおぐ。

「相変わらず高いなー。ま、昼までにはいけるだろ」

「大丈夫なんですか……？」

「この体のことなら大丈夫。ニアの魔法があるし、お前もいるしな」

　かつては狂気に捕われていた体も、人形の体と同様、魔法のかかった包帯を巻くことで半日程度なら正気を保てるようになっている。それに加えて精神魔法を操あやつるジリアがいるなら、不測の事態にも対応できる。何しろ普段彼の巨きよ軀くを眠らせているのは彼女なのだ。

　クレトは言いながら背中に大きな籠かごを背負った。ジリアに背を向け、彼はしゃがみこむ。

「よし、じゃあ行くか」

「あの、その背負ってる籠はなんなんですか」

「お前を入れる用に。摑まってると疲れるだろ。落ちると困るし、籠入ってれば安全だ」

「見た目おかしくないですか……？　売られる子ヤギみたいなんですけど」

「誰も見てないから平気だろ」

「それって、売られる子ヤギには見えるってことですよね!?」

「じゃあ出発するぞー」

　抗議を無視して宣言すると、ジリアはしぶしぶと言った様子で籠に乗りこんでくる。弁当を詰めたバスケットを膝ひざ上に抱かかえて、ちょこんと顔だけ出している少女は子ヤギ的な可愛かわいらしさがあるが、それを見る者は誰もいない。クレトは太い指を崖にかけた。

　彼は少女と共に少しずつ、よく晴れた空の方へと登っていく。籠から顔を出すジリアが、見る間に高くなっていく景色に歓声を上げた。

「すごいですよ、クレト！　あんなに遠くまで見えます！」

　子供のようにはしゃぐ気配に笑って、クレトは更に上へと手をかける。ジリアの透き通る声が響いて聞こえた。

「連れてきてくださって、ありがとうございます」

「そりゃこっちの台詞せりふだな」

　空は穏やかな晴れ模様だ。クレトは澄んだ青を見上げて、傷だらけの顔で微わ笑らった。
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渋谷駅近くの豚骨ラーメンが美味しいです。家の前にも支店ください。
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イラスト／やすも

ネトゲやＦＰＳに溺れつつ絵も描いてます。新米ですが、もりもり頑張っていきます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「古宮九時先生」係

「やすも先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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